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都
市
の
農
業

農
業
生
産
の
現
場
か
ら
離
れ
た
場
所
に
い
る
と
、

野
菜
な
ど
の
農
産
物
が

ど
ん
な
場
所
で
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
か

無
頓
着
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

畑
の
脇
に
立
て
ら
れ
た
〈
生
産
緑
地
〉
の
看
板
や

農
産
物
販
売
所
が
気
に
か
か
る
よ
う
に
な
る
と

ど
ん
な
人
が
ど
ん
な
も
の
を
つ
く
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
興
味
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

東
京
で
も
、
西
側
に
は

ま
だ
ま
だ
畑
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

農
地
で
生
産
を
続
け
る
こ
と
で
、

水
源
涵
養
や
緑
地
の
保
全
、
生
態
の
多
様
性
を

守
っ
て
く
れ
る
の
も
、

都
市
農
業
の
副
次
的
な
役
割
で
す
。

一
方
、
植
物
工
場
や

法
人
化
、
六
次
産
業
化
に
よ
っ
て

効
率
的
な
農
業
経
営
が
求
め
ら
れ
、

都
市
農
業
の
将
来
は

新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
う
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

大
規
模
生
産
地
と
は
違
う
、

都
市
な
ら
で
は
の
農
業
の
有
り
様
を
知
る
た
め
に

農
業
生
産
の
現
場
を
巡
っ
て
み
ま
し
た
。
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農業と一言で言っても、

農村地域と都市部では、

規模も出荷の形態も大きく異なります。

消費地に近く、

農業体験を希望する人も多くいる、

都市農業の実態と、法的定義について、

教えていただきました。

農林水産省農村振興局農村政策部都市農村交流課
都市農業室のお話をもとに、編集部で構成

都市農業の現在
い　ま

都
市
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

都
市
農
業
は
、
消
費
地
内
ま
た
は
そ

の
周
辺
で
営
ま
れ
、
新
鮮
な
農
産
物
を

供
給
で
き
る
と
い
う
強
み
が
あ
り
ま
す
。

都
市
ま
た
は
そ
の
周
辺
地
域
で
生
産
さ

れ
る
農
産
物
は
、
新
鮮
さ
ゆ
え
に
、
都

市
の
住
民
に
、
現
在
、
大
変
な
人
気
を

博
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
都
市
の
住
民
の
中
に
は

「『
農
』
に
触
れ
た
い
」
と
思
っ
て
い
る

人
が
大
変
多
い
こ
と
が
、
近
年
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、「
農
」
の
あ
る
暮
ら

し
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
の
高

ま
り
や
、
東
日
本
大
震
災
を
経
て
、
防

災
の
観
点
か
ら
都
市
に
農
地
を
残
す
べ

き
と
い
っ
た
意
見
も
出
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
農
林
水
産
省
で
は
、
こ
の
よ

う
な
要
請
に
応
え
る
た
め
、
２
０
１
３

年
度
（
平
成
25
）
に
「
農
」
の
あ
る
暮
ら

し
づ
く
り
交
付
金
を
創
設
し
、
都
市
農

業
の
振
興
・
都
市
農
地
の
保
全
の
た
め

の
取
組
み
の
ほ
か
、
市
民
農
園
や
福
祉

農
園
、
農
産
物
直
売
所
な
ど
の
施
設
整

備
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

農
園
の
形
態
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

東
京
都
練
馬
区
の
例
で
す
と
区
民
農
園
、

農
業
体
験
農
園
、
観
光
・
交
流
型
農
園

と
い
う
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

区
民
農
園
は
、
利
用
者
で
あ
る
区
民

が
区
画
を
借
り
農
産
物
を
生
産
す
る
自

己
完
結
型
の
農
園
で
す
。

一
方
、
農
業
体
験
農
園
は
、
農
業
者

が
農
業
経
営
の
一
環
と
し
て
開
設
し
て

い
ま
す
。
利
用
者
は
、
農
園
開
設
者
か

ら
種
蒔
き
や
苗
の
植
え
付
け
な
ど
の
農

業
技
術
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

利
用
者
は
対
価
を
払
っ
て
農
作
業
に
従

事
す
る
形
態
を
取
り
ま
す
。
農
園
開
設

者
が
作
付
け
栽
培
計
画
を
つ
く
り
、
そ

れ
に
従
っ
て
栽
培
方
法
な
ど
を
学
ぶ
た

め
、
八
百
屋
の
店
頭
に
並
ぶ
も
の
に
負

け
な
い
野
菜
を
収
穫
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
収
穫
祭
や
餅
つ
き
な
ど
、
月
１

回
程
度
の
イ
ベ
ン
ト
や
定
期
的
な
講
習

会
を
行
な
う
こ
の
よ
う
な
や
り
方
を
広

く
「
練
馬
方
式
」
と
呼
ん
で
い
て
、
質

の
高
い
生
産
物
を
収
穫
で
き
る
こ
と
が

人
気
の
よ
う
で
す
。

都
市
の
住
民
に
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
駅
に
近
い
ビ
ル
の
屋
上

に
菜
園
を
つ
く
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

成
功
さ
せ
て
い
る
例
も
あ
り
、
一
般
の



農用地区域 

全国土面積 3779万ha
全耕地面積 461万ha
 ※緑字の数値は農地面積

線引き都市計画区域

非線引き都市計画区域
市街化区域でも市街化調整区域でもない都市計画区域

都市計画区域

生産緑地

市街化調整区域
市街化を抑制

市街化区域
市街化を推進

農業振興地域

482万ha  420万ha

1723万ha

374万ha

441万ha
（用途地域を除く）

1.4万ha

用途地域

用途地域

40万ha

144万ha 9万ha

農用地区域内の農地
各種の農業振興施策を計画的・集中
的に実施。農地転用は原則として許
可されない

生産緑地
施設などについては効用が短期的な
ものに限定せず、地域の実態に応じ
て必要な施策を実施

市街化区域内の農地
当面の営農継続に必要な農業施策に
限り実施。農地転用は事前に届出を
行なえば可能

都市計画区域外において無秩序な市街化
を防止するために、都市計画区域の規定を
準用する形で規制が設けられている区域

計画的な市街化を図るために区分が定められた区域で
法律上は「区域区分」だが一般的に「線引き」とよばれる

準都市計画区域
今後概ね10年以上に
わたり農業上の利用
を確保すべき土地の
区域

今後概ね10年以上にわたり総合的に農業
の振興を図るべき区域

市街化区域内農地の位置づけ　2009年（平成21）現在
農林水産省農村振興局による「都市農業をめぐる情勢について」をもとに編集部で作図
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いなれさ可
しと則原は用転地農。施実に的
集・的画計を策施興振業農の種各
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に策施業農な要
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在現）12成平

都市農業の現在5

人
の
農
業
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

都
市
化
が
進
ん
で
住
宅
に
取
り
囲
ま

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
都
市
農
地
も
あ
り

ま
す
。
土
ぼ
こ
り
や
堆
肥
の
臭
い
な
ど

が
問
題
に
な
っ
て
経
営
が
し
づ
ら
い
状

況
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
周
辺
に
居

住
す
る
住
民
が
農
作
業
を
経
験
す
る
こ

と
で
、
農
業
へ
の
理
解
が
進
み
苦
情
が

減
っ
た
、
と
い
う
話
も
耳
に
し
ま
す
。

農
業
の
六
次
産
業
化
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
る
都
市
農
業
者
も
あ
り
ま
す
。

東
京
都
立
川
市
の
鈴
木
農
園
で
は
、
ほ

う
れ
ん
草
や
紫
芋
を
使
っ
た
パ
ン
が
午

前
10
時
の
オ
ー
プ
ン
後
、
あ
っ
と
い
う

間
に
売
り
切
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
そ
う

で
す
。
パ
ン
自
体
の
魅
力
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
も
あ
っ
て
く

つ
ろ
げ
る
空
間
に
な
っ
て
お
り
、
緑
に

囲
ま
れ
た
場
の
魅
力
や
雰
囲
気
を
楽
し

み
に
来
ら
れ
る
方
も
多
く
い
る
と
い
い

ま
す
。

た
だ
し
、
一
般
的
に
は
六
次
産
業
化

に
は
経
験
や
手
間
、
初
期
投
資
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
有
し
、
難
し
い
側
面

も
あ
り
ま
す
。

六
次
産
業
化

農
林
漁
業
者
に
よ
る
加
工
・
販
売
へ
の
進
出
等

（
事
業
の
多
角
化
及
び
高
度
化
）
を
六
次
産
業
化
と

い
う
。
農
林
漁
業
等
の
振
興
等
を
図
る
と
と
も
に
、

食
料
自
給
率
の
向
上
等
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指

し
、「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
農
林
漁
業
者
等
に
よ

る
新
事
業
の
創
出
等
及
び
地
域
の
農
林
水
産
物
の

利
用
促
進
に
関
す
る
法
律
」、
通
称
六
次
産
業
化
法

が
制
定
さ
れ
、
規
定
さ
れ
た
概
念
。

都
市
農
業
の
定
義
（
範
囲
）

「
都
市
農
業
」
は
、
広
義
で
は
「
都
市

と
そ
の
近
郊
地
域
の
農
業
」
を
、
狭
義

で
は
「
市
街
化
区
域
と
そ
の
周
辺
の
農

業
」
を
指
し
ま
す
。

都
市
計
画
法

都
市
の
健
全
な
発
展
等
を
図
り
、
国
土
の
均
衡
あ

る
発
展
と
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
法
律
。

明
治
時
代
以
降
の
都
市
化
の
進
展
に
伴
い
、
建
築

や
都
市
計
画
に
対
す
る
法
整
備
が
必
要
と
な
り
、

１
９
１
９
年
（
大
正
８
）
に
市
街
地
建
築
物
法
と

都
市
計
画
法
（
旧
法
）
が
定
め
ら
れ
た
。
旧
法
は

１
９
６
８
年
（
昭
和
43
）
に
廃
止
さ
れ
、
高
度
成

長
期
の
市
街
地
化
の
進
展
に
対
応
す
る
た
め
に
市

街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
の
区
分
や
、
開
発

許
可
制
度
を
定
め
た
新
し
い
都
市
計
画
法
が
施
行

さ
れ
た
。

全国

市街化区域内

生産緑地

市街化区域外 市街化区域外

首都圏の都市農地の多くは、市街化区域内に存在する。

首都圏

中京圏

近畿圏

70.7a

全体

89.0a

56.6a

48.6a

畑 水田

25.0

4.6
1.6 6.713.0a 15.1 35.6a4.516.0

23.2 38.1a5.49.46.818.5a 5.6 6.0

12.5 17.4a
1.8

3.120.471.6a 8.8 42.4

15.0 26.6a3.38.313.144.1a 5.9

経営面積の状況（一戸あたりの面積）
農林水産省農村振興局都市農村交流課都市農業室による「都市農業・
都市農地に関するアンケート結果の概要」をもとに編集部で作図
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農林水産省農村振興局による「都市農業をめぐる情勢について」をもとに編集部で作図
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国
土
面
積
が
狭
小
で
平
野
部
が
少
な

い
我
が
国
は
、
38
万
h
あ
る
国
土
の

27
％
ほ
ど
は
都
市
計
画
区
域
で
あ
り
、

国
民
の
９
割
が
そ
の
区
域
に
住
ん
で
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
区
域
の
う
ち
、
線
引
き
都

市
計
画
区
域
は
、
市
街
化
区
域
と
市
街

化
調
整
区
域
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

市
街
化
区
域
は
、「
す
で
に
市
街
地

を
形
成
し
て
い
る
区
域
及
び
お
お
む
ね

10
年
以
内
に
優
先
的
か
つ
計
画
的
に
市

街
化
を
図
る
べ
き
区
域
」
と
定
義
さ
れ
、

都
市
化
に
伴
う
住
宅
供
給
な
ど
に
積
極

的
に
整
備
・
開
発
を
行
な
っ
て
い
く
区

域
と
し
て
区
分
さ
れ
、
国
土
の
約
3.9
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
市
街
化
調
整
区
域
は
「
市
街

化
を
抑
制
す
べ
き
区
域
」
と
定
義
さ
れ
、

開
発
行
為
は
原
則
と
し
て
行
な
わ
ず
、

都
市
施
設
の
整
備
も
原
則
と
し
て
行
な

わ
れ
な
い
、
つ
ま
り
、
新
た
に
建
築
物

を
建
て
た
り
、
増
築
す
る
こ
と
を
極
力

抑
え
る
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
街
化
区
域
の
都
市
農
地

農
地
を
課
税
の
面
か
ら
見
る
と
、
市

街
化
区
域
内
の
農
地
と
市
街
化
区
域
外

の
農
地
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

市
街
化
区
域
外
の
農
地
は
、
農
地
評

価
さ
れ
課
税
も
農
地
課
税
に
な
り
ま
す

が
、
三
大
都
市
圏
の
特
定
市
に
お
い
て
、

市
街
化
区
域
内
の
農
地
は
、
宅
地
並
み

に
評
価
さ
れ
、
宅
地
並
み
の
税
金
が
課

せ
ら
れ
ま
す
（
三
大
都
市
圏
の
特
定
市
以
外
の

市
町
村
に
お
い
て
は
、
評
価
は
宅
地
並
み
と
な
る

も
の
の
、
課
税
の
際
に
は
負
担
調
整
措
置
が
講
じ

ら
れ
農
地
に
準
じ
た
課
税
と
な
る
）。

ま
た
、
市
街
化
区
域
内
農
地
で
あ
っ

て
も
、
生
産
緑
地
地
区
に
指
定
さ
れ
た

農
地
は
、
市
街
化
区
域
外
の
農
地
と
同

じ
課
税
と
な
り
ま
す
。

生
産
緑
地
に
指
定
さ
れ
る
に
は
面
積

の
規
定
（
５
０
０
g
以
上
）
や
農
地
転
用
が

禁
止
さ
れ
る
な
ど
の
条
件
が
あ
る
ほ
か
、

指
定
解
除
が
困
難
で
あ
る
（
30
年
以
上
の

営
農
の
確
約
）
な
ど
の
諸
条
件
か
ら
、
生

産
緑
地
指
定
を
受
け
る
こ
と
を
躊
躇
す

る
農
業
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

市
街
化
区
域
内
に
あ
る
農
地
は
漸
減

す
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
市
街

化
区
域
内
の
一
般
の
農
地
で
営
農
し
て

い
る
方
が
、
相
続
の
際
、
土
地
を
売
買

さ
れ
る
こ
と
が
主
な
原
因
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

都
市
住
民
の
意
識
の
変
化

２
０
１
２
年
（
平
成
24
）
都
市
住
民
と

農
業
者
と
自
治
体
の
方
に
、
農
林
水
産

省
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
な
い
ま
し
た
。

〈
都
市
農
地
を
保
全
す
る
政
策
に
対
す

る
意
向
〉
と
い
う
こ
と
で
自
治
体
の
農

政
担
当
部
局
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、

人
口
密
度
が
５
０
０
０
人
を
上
回
る
よ

う
な
大
都
市
圏
で
は
、「
保
全
し
て
い

く
べ
き
」
と
い
う
回
答
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

都市住民の農地への期待
農林水産省農村振興局による「都市農業をめぐる情勢に

ついて」をもとに編集部で作図

食
や
農
業
に
つ
い
て
学
ぶ
場
所

住
宅
地
の
良
好
な
居
住
環
境
の
保
全

災
害
時
の
避
難
場
所
な
ど
防
災
空
間

季
節
を
感
じ
る
場
所

区
民
農
園
や
収
穫
体
験
な
ど
土
に
親
し
み
自
然
と
触
れ
合
う
場
所

新
鮮
な
農
産
物
生
産
の
場
所

み
ど
り
や
景
観
・
自
然
環
境
の
保
全

都市住民は、都市農地に
多様な価値を見出している。
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22.4
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27.6
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44.6

55.7

58.0

都市住民の都市農業・都市農地への評価
農林水産省農村振興局による「都市農業をめぐる情勢について」をもとに編集部で作図
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東京に農業・農地を
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都市住民は、都市農業・都市農地を残していきたいと思う人が多い。
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こ
の
よ
う
に
、
人
口
密
集
地
域
に
お

い
て
は
、
緑
地
と
し
て
保
全
す
る
こ
と

に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

大
都
市
圏
で
は
、
災
害
時
の
緊
急
避

難
場
所
、
降
雨
の
土
壌
浸
透
と
水
害
抑

制
機
能
、
精
神
的
な
豊
か
さ
や
安
ら
ぎ
、

多
様
性
の
あ
る
生
態
系
の
保
全
な
ど
、

市
街
化
区
域
の
農
地
に
は
、
農
産
品
の

生
産
だ
け
で
な
い
多
く
の
副
次
的
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
こ
と
が
、
近
年
、
強
く
意

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

畑
だ
け
で
な
く
水
田
耕
作
を
し
て
い

る
東
京
都
日
野
市
で
は
用
水
路
の
環
境

的
な
価
値
や
貯
水
機
能
を
保
全
す
る
た

め
に
、
都
市
の
住
民
と
農
業
者
が
協
働

で
管
理
す
る
用
水
守
制
度
も
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
。

２
０
１
０
年
（
平
成
22
）
に
「
都
市
農

業
を
守
り
、
持
続
可
能
な
復
興
を
図
る
」

と
い
う
基
本
理
念
の
下
、「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
で

は
、
都
市
農
業
に
は
、
新
鮮
で
安
全
な

農
産
物
の
都
市
住
民
へ
の
供
給
、
身
近

な
農
業
体
験
の
場
の
提
供
、
災
害
に
備

え
た
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
ヒ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
、
心
安

ら
ぐ
緑
地
空
間
の
提
供
と
い
っ
た
機
能

や
効
果
が
あ
る
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
機
能
・
効
果
が
充
分
に
発

揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
都

市
住
民
の
理
解
を
促
進
し
つ
つ
、
都
市

農
業
を
守
り
、
持
続
可
能
な
振
興
を
図

る
た
め
の
取
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

農
林
水
産
省
で
は
、
都
市
に
お
け
る

都市農業の現在7

「
農
」
の
あ
る
暮
ら
し
を
求
め
る
住
民

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
市
民
農
園
・
体

験
農
園
な
ど
に
お
け
る
農
業
体
験
や
交

流
活
動
や
福
祉
農
園
の
拡
大
・
定
着
を

図
る
必
要
性
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

高
塚
泰
誠
さ
ん
（
農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
農
村

政
策
部
都
市
農
村
交
流
課
都
市
農
業
室
）
の
お
話

を
も
と
に
編
集
部
で
構
成

取
材
日
２
０
１
３
年
11
月
１
日

都市農地を保全する政策に対する意向
農林水産省農村振興局都市農村交流課都市農業室による「都市農業・都市農地に関するア

ンケート結果の概要」をもとに編集部で作図
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（人／㎢）
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人
口
密
度
別

圏
域
別
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中京圏

近畿圏

地方圏

人口密集地域（5000～人／㎢）ほど、都市農地の保全に積極的。
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9.3

5.0

15.4

1.8

15.4

賛成 どちらかと言えば賛成 どちらでもない どちらかと言えば反対 反対

主要都市における農産物の部門別農業産出額の割合
農林水産省「生産農業所得統計（平成 18年）」をもとに編集部で作図

全国
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都市での農業生産は野菜が中心。消費地内で、
新鮮な農産物が生産、供給されている。

0 50 100%

22 24 9 5 3 31 8

79 4 13 212

2 62 10 6 4 13 3

23 46 5 9 4 10 4

5 71 16 1 7
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農林水産省農村振興局都市農村交流課都市農業室による

「都市農業・都市農地に関するアンケート結果の概要」をもとに編集部で作図
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首都圏では、他地域に比べて販売金額が大きい。
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甲斐良治 さん
かい りょうじ

社団法人農山漁村文化協会編集局次長
明治大学農学部客員教授

1955年宮崎県高千穂町出身。九州大学
経済学部を卒業後、（社）農山漁村文
化協会に入会。同協会『増刊現代農業』
編集主幹を経て、『季刊地域』・全集
グループ長、編集局次長を歴任。2013
年から明治大学農学部客員教授。『定
年帰農』、『田園住宅』、『田園就職』、

『帰農時代』の「帰農4部作」で、1999
年農業ジャーナリスト賞受賞。

高
度
経
済
成
長
期
の

都
市
農
地
へ
の
ま
な
ざ
し

１
９
８
７
年
（
昭
和
62
）
の
５
月
２
日
、

三
大
新
聞
の
夕
刊
に
全
面
広
告
が
出
ま

し
た
。
大
き
な
文
字
で
、「『
農
地
』
か

ら
都
心
へ
30
分
、『
宅
地
』
か
ら
都
心

へ
２
時
間
」
と
書
い
て
あ
り
、
こ
の
下

に
大
前
研
一
氏
の
『
新
・
国
富
論
』
の

抜
粋
が
続
き
、「
私
ど
も
は
新
・
国
富

論
に
賛
同
し
て
い
ま
す
」
と
書
か
れ
た

不
動
産
会
社
の
広
告
で
す
。

当
時
は
、
膨
張
す
る
都
市
域
で
住
宅

難
の
状
況
に
あ
る
住
民
に
と
っ
て
、
東

京
近
郊
で
農
業
が
営
ま
れ
て
い
る
の
は

不
合
理
と
さ
れ
た
わ
け
で
す
ね
。
地
価

高
騰
へ
の
怒
り
の
矛
先
が
、
農
業
に
向

け
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

都市的農業の時代

ジャーナリストの立場から、長年、農業を見つめてきた甲斐良治さんに、

高度経済成長期からバブル崩壊、環境を意識し始めた現在、と

社会情勢の変化に翻弄されてきた

都市の農業・農地を語っていただきました。

この間の経緯を知ることで、

今と未来の都市的農業の在り方を考えました。

１
９
９
０
年
（
平
成
２
）
以
降
、
バ
ブ

ル
経
済
が
弾
け
低
成
長
期
に
入
っ
て
い

き
ま
す
か
ら
、
今
は
こ
の
よ
う
な
論
調

は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す

が
、
か
つ
て
は
そ
う
い
う
時
代
で
あ
っ

た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
私
は
『
現
代
農
業
』

と
い
う
月
刊
誌
の
別
冊
で
「
コ
メ
の
逆

襲
」
と
い
う
特
集
を
組
み
、
評
論
家
の

岡
庭

お
か
に
わ

昇
さ
ん
の
反
論
を
掲
載
し
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。

価
値
観
の
転
換

都
市
計
画
法
は
１
９
６
８
年
（
昭
和
43
）

に
で
き
ま
し
た
。
当
時
は
、「
都
市
農

業
・
農
地
は
都
市
に
と
っ
て
不
必
要
な

も
の
で
あ
り
消
滅
さ
せ
て
い
く
べ
き
も

の
で
あ
る
」
と
い
う
論
調
で
し
た
。
そ

れ
が
今
、
よ
う
や
く
国
で
も
再
検
討
が

行
な
わ
れ
、
政
策
が
シ
フ
ト
し
て
い
っ

て
い
ま
す
。

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
転
換
が
起
き
た
の

か
と
い
う
こ
と
を
、
後
藤
光
蔵
さ
ん

（
武
蔵
大
学
経
済
学
部
教
授
）
が
五
つ
挙
げ
て

お
ら
れ
ま
す
。

一
つ
は
人
口
減
少
で
す
ね
。
三
大
都

市
圏
で
生
産
緑
地
が
１
万
４
１
８
２
ha
、

都
市
圏
の
空
き
地
面
積
が
２
万
４
０
０

０
ha
。
生
産
緑
地
の
面
積
よ
り
空
き
地

の
ほ
う
が
上
回
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

都
市
は
膨
張
拡
大
の
時
代
を
も
う
終
え

た
と
。
質
的
向
上
を
伴
っ
た
縮
小
に
向

か
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い

ま
す
。

二
つ
目
が
高
齢
化
で
リ
タ
イ
ヤ
後
の

生
活
が
長
く
な
り
、
そ
れ
に
よ
り
地
域

で
の
生
活
の
比
重
が
大
き
く
な
る
こ
と

に
よ
り
、
集
い
、
活
動
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
必
要
と
さ
れ
る
。

三
つ
目
は
人
々
の
価
値
観
の
転
換
と

多
様
化
。
四
つ
目
が
環
境
に
優
し
い
地

域
へ
の
転
換
が
、
都
市
に
も
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
。
五
つ
目
は
災
害
に
強
い

都
市
づ
く
り
。
後
藤
さ
ん
の
指
摘
を
見

て
、
私
も
「
国
の
考
え
方
の
変
化
を
適

切
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
な
」
と
思
い

ま
し
た
。

代
々
農
業
を
営
ん
で
き
た
人
た
ち
は
、

こ
こ
二
、
三
十
年
の
間
に
こ
の
よ
う
な

激
動
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
す
が
、

こ
う
し
た
実
状
は
、
農
業
の
近
く
に
い

る
人
や
地
主
さ
ん
で
な
け
れ
ば
あ
ま
り

知
ら
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
都
市
農
業
に
限
ら

ず
、
農
業
に
は
少
し
我
慢
し
て
も
ら
お

う
、
と
い
う
よ
う
な
風
潮
が
強
か
っ
た

時
代
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

で
す
か
ら
後
藤
さ
ん
が
挙
げ
た
よ
う

に
、
経
済
成
長
が
終
わ
っ
て
都
市
の
膨

張
が
止
ま
っ
た
こ
と
は
、
価
値
観
の
転

換
に
と
っ
て
、
す
ご
く
大
き
な
意
味
を

持
ち
ま
す
。

農
業
へ
の
理
解
者
を
育
て
る

東
京
の
練
馬
で
〈
農
業
体
験
農
園
〉

を
や
っ
て
い
る
加
藤
義
松
さ
ん
と
い
う



た
ち
と
子
ど
も
に
と
っ
て
、
貴
重
な
時

間
と
場
所
を
提
供
し
て
く
れ
る
場
に
な

っ
て
き
た
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

加
藤
さ
ん
は
ま
た
、「
自
分
が
農
業

を
始
め
た
１
９
８
１
年
（
昭
和
56
）
当
時

は
、
宅
地
並
み
課
税
反
対
運
動
が
真
っ

盛
り
だ
っ
た
」
と
、
当
時
を
振
り
返
っ

て
語
ら
れ
て
い
ま
す
。「
銀
座
で
の
ト

ラ
ク
タ
ー
デ
モ
と
か
日
比
谷
公
園
で
農

業
者
大
会
な
ど
も
や
っ
た
け
れ
ど
、
農

業
者
自
ら
が
農
業
へ
の
理
解
者
を
育
て

て
こ
な
か
っ
た
た
め
に
、
こ
う
し
た
活

動
は
都
市
住
民
の
賛
同
を
得
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
」
と
反
省
し
て
お
ら
れ

ま
す
（
参
考
文
献：

『
都
市
農
業
と
土
地
制
度
―

社
会
の
転
換
期
に
お
け
る
意
義
と
位
置
づ
け
』「
農

業
法
研
究
」
48
）。

し
か
し
今
は
、
だ
い
ぶ
様
子
が
違
っ

て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
千

葉
県
の
大
網
白
里
で
不
動
産
業
で
あ
り

な
が
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進

し
て
い
る
会
社
の
女
性
社
長
に
「
何
で

そ
う
い
う
こ
と
を
始
め
た
の
で
す
か
」

と
聞
く
と
、「
だ
っ
て
農
家
の
人
は
皆

そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
っ
て
言
う
の

で
す
よ
。
農
業
は
モ
ノ
を
つ
く
っ
て
い

る
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
地
域
を
良
く
す

る
仕
事
を
み
ん
な
で
や
っ
て
い
る
じ
ゃ

な
い
で
す
か
っ
て
。
確
か
に
農
業
は
、

水
源
涵
養
も
し
て
い
る
し
水
路
の
お
掃

除
も
草
刈
り
も
し
て
い
る
し
、
花
も
植

え
て
い
る
し
。
普
通
の
会
社
は
金
儲
け

し
か
し
て
い
な
い
か
ら
、
私
は
お
百
姓

さ
ん
の
よ
う
に
地
域
の
た
め
の
仕
事
も

9 都市的農業の時代

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。〈
農
業
体

験
農
園
〉
は
１
９
９
６
年
（
平
成
８
）
に

第
一
号
が
東
京
都
練
馬
区
で
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
市
民
農
園
と
も
観
光
農
園
と

も
違
っ
て
、
新
し
い
消
費
者
参
加
型
農

園
の
形
態
を
取
る
も
の
で
す
。

加
藤
さ
ん
も
現
在
１
５
４
区
画
の

〈
農
業
体
験
農
園
〉
を
経
営
し
て
い
て
、

講
習
会
に
来
る
人
は
週
に
２
０
０
人
を

超
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
２
０
０
９
年

（
平
成
21
）
に
は
、
練
馬
区
農
業
体
験
農

園
園
主
会
が
日
本
農
業
賞
の
大
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
加
藤
さ
ん
は
「
こ
の
受

賞
は
、
農
業
体
験
農
園
が
都
市
農
業
の

新
た
な
経
営
方
式
と
し
て
確
立
し
た
こ

と
の
証
し
だ
と
思
う
」
と
語
ら
れ
て
い

ま
す
。

〈
農
業
体
験
農
園
〉
に
来
た
人
の
80
％

が
「
こ
の
あ
と
も
農
業
を
続
け
た
い
」

と
言
っ
て
い
て
、
講
習
を
受
け
た
の
ち
、

「
市
民
農
園
、
区
民
農
園
利
用
」
が

36
％
、「
家
庭
菜
園
」
が
39
％
、「
他
地

域
で
自
給
自
足
」
が
７
％
、「
援
農
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
８
％
、「
農
業
で
国

際
協
力
」
が
３
％
と
、
人
生
に
農
業
を

生
か
し
た
い
と
い
う
積
極
的
な
思
い
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

都
市
の
膨
張
が
止
ま
っ
た
中
で
高
齢

者
が
増
え
少
子
化
し
て
い
く
の
で
す
が
、

地
域
に
い
る
子
ど
も
と
老
人
の
時
間
は

増
え
て
い
く
ん
で
す
。
こ
れ
は
、
廣
井

良
典
さ
ん
（
千
葉
大
学
法
経
学
部
総
合
政
策
学

科
教
授
）
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
農
業
体
験
農
園
は
、
定
年
後
の
人

す
る
ん
だ
、
と
い
う
の
で
す
。

い
み
じ
く
も
、
阿
蘇
で
赤
牛
を
飼
っ

て
い
る
山
口
力
男
さ
ん
（
阿
蘇
百
姓
村
村
長

『
水
の
文
化
』
35
号
30
ペ
ー
ジ
参
照
）
は
「
俺
は

60
歳
に
な
っ
た
ら
百
姓
を
や
り
た
い
か

ら
、
今
は
我
慢
し
て
農
業
を
や
っ
て
い

る
の
だ
」
と
い
う
名
言
を
吐
い
て
、

我
々
の
世
界
で
は
伝
説
の
よ
う
に
言
い

伝
え
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
山
口
さ
ん

は
「
み
ん
な
が
農
業
を
や
り
始
め
た
ら
、

村
は
壊
れ
る
」
と
も
言
い
ま
し
た
。

不
動
産
会
社
の
女
性
社
長
の
考
え
方

と
い
い
、
山
口
さ
ん
の
百
姓
と
農
業
の

定
義
と
い
い
、
多
様
で
あ
る
べ
き
農
業

が
生
産
の
面
だ
け
で
と
ら
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
へ
の
警
告

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
農

業
・
農
地
に
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
を
認
め

る
昨
今
の
風
潮
は
、
良
い
方
向
に
向
か

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

分
岐
点
と
な
っ
た
１
９
９
５
年

都
市
農
業
と
は
離
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
農
業
に
対
す
る
価
値
観
の
転

換
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
問
題
な
の
で
、

１
９
９
５
年
（
平
成
７
）
と
い
う
年
に
つ

い
て
少
し
触
れ
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

１
９
９
５
年
の
年
間
の
新
規
就
農
者

（
年
間
の
主
た
る
収
入
が
前
年
度
に
比
べ
て
農
業
が

主
に
な
っ
た
人
）
が
10
万
人
の
大
台
を
回

復
し
て
、
そ
の
内
５
万
９
８
０
０
人
が

60
歳
以
上
だ
と
い
う
発
表
を
農
水
省
が

行
な
い
ま
し
た
。『
増
刊
現
代
農
業
』
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で
は
そ
れ
を
受
け
て
、
１
９
９
８
年

（
平
成
10
）
に
「
定
年
帰
農
—
六
万
人
の

人
生
二
毛
作
」
と
い
う
特
集
を
組
み
ま

し
た
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
２
０
０
２

年
（
平
成
14
）
ご
ろ
に
若
い
人
た
ち
の
就

農
が
増
え
て
い
る
の
に
気
が
つ
き
ま
し

た
。
都
心
か
ら
１
時
間
と
か
１
時
間
半
、

少
し
近
郊
に
行
っ
て
も
、
ま
あ
２
時
間

圏
内
ぐ
ら
い
の
地
域
に
若
い
人
が
新
た

に
就
農
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
と
き
は
「
定
年
帰
農
と
同
じ
よ

う
に
農
業
に
憧
れ
る
若
い
人
た
ち
が
い

て
い
い
な
あ
」
く
ら
い
に
し
か
思
わ
な

か
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
、
２
０
０
５
年

（
平
成
17
）
に
な
っ
て
、
背
景
に
深
刻
な

問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
き

ま
し
た
。「
若
者
は
な
ぜ
、
農
山
村
に

向
か
う
の
か
」
と
い
う
特
集
を
組
ん
だ

の
は
、
そ
う
い
う
理
由
で
す
。

そ
の
人
た
ち
に
年
齢
を
聞
い
た
ら
、

ほ
と
ん
ど
が
当
時
32
歳
以
下
だ
っ
た
の

で
す
。
な
ん
で
、
こ
ん
な
32
歳
以
下
の

人
た
ち
ば
か
り
が
こ
う
い
う
動
き
に
な

っ
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
、
こ
と

の
深
刻
さ
に
気
づ
い
た
き
っ
か
け
で
す
。

逆
算
し
て
、
彼
ら
が
社
会
に
出
た
年

を
計
算
し
て
み
た
ら
、
１
９
９
４
年
と

か
１
９
９
５
年
（
平
成
６
〜
７
）
で
し
た
。

１
９
９
４
年
と
い
う
の
は
、
就
職
氷
河

期
と
価
格
破
壊
と
い
う
言
葉
が
流
行
語

大
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
年
で
す
。

翌
１
９
９
５
年
は
、
阪
神
淡
路
大
震

災
と
オ
ウ
ム
真
理
教
の
地
下
鉄
サ
リ
ン

事
件
。
ナ
ホ
ト
カ
号
重
油
流
出
事
故
で

重
油
回
収
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
脚
光
を
浴
び
た
の
は
、
そ
の
少
し

あ
と
の
１
９
９
７
年
（
平
成
９
）
で
す
。

就
職
氷
河
期
で
社
会
に
出
た
人
た
ち

に
就
職
口
が
な
い
と
い
う
の
と
、
も
う

一
つ
は
非
正
規
雇
用
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
か
ら
、
就
職
を
し
て
も
非
正
規
。
た

と
え
正
規
雇
用
に
な
っ
た
と
し
て
も

「
な
ん
か
違
う
ぞ
」
と
い
う
感
じ
で
辞

め
て
い
っ
て
、
行
く
先
は
い
ろ
い
ろ
あ

る
の
で
す
け
れ
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
か
農
業
に
活
路
を
見
出
し
て
い
く

ん
で
す
ね
。

１
９
９
３
年
（
平
成
５
）
平
成
の
大
凶

作
で
米
不
足
に
な
っ
て
、
外
国
か
ら
安

い
お
米
が
入
っ
て
く
る
と
い
う
危
機
感

の
中
で
、
農
家
と
消
費
者
の
直
接
的
な

や
り
と
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

１
９
９
４
年
（
平
成
６
）
に
は
、
細
川

政
権
が
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
農
業

合
意
関
連
国
内
対
策
事
業
費
を
予
算
執

行
し
、
６
年
間
に
事
業
費
ベ
ー
ス
で
６

兆
１
０
０
億
円
規
模
の
支
援
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
内
の
５
割
強
は
、
農

業
農
村
整
備
事
業
（
土
地
改
良
事
業
な
ど
）

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド

貿
易
の
自
由
化
や
多
角
的
貿
易
を
促
進
す
る
た
め

に
行
な
わ
れ
た
通
商
交
渉
。
ウ
ル
グ
ア
イ
東
方
共

和
国
の
保
養
地
プ
ン
タ
・
デ
ル
・
エ
ス
テ
で
１
９

８
６
年
（
昭
和
61
）
に
開
始
宣
言
さ
れ
、
１
９
９

５
年
（
平
成
７
）
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

そ
ん
な
中
、
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米ま

い

（
日
本
が
高
関
税
を
課
し
て
輸
入
を
制
限
す
る
代
わ

り
に
、
最
低
限
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
量
の

外
国
米
）
が
決
め
ら
れ
た
の
も
、
食
糧
管

理
法
が
廃
止
さ
れ
た
の
も
１
９
９
５
年

（
平
成
７
）
。
農
家
は
宅
配
な
ど
に
よ
る

「
産
直
」
と
い
っ
た
方
法
で
、
自
分
で

売
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
始
め
、
イ

レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
も
や
っ
て
い
か
れ
る
方

策
と
し
て
直
売
所
（
あ
る
い
は
道
の
駅
）
が

で
き
て
い
き
ま
し
た
。
以
降
、
ウ
ル
グ

ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
対
策
費
な
ど
も
一
部

活
用
す
る
形
で
、
直
売
所
が
増
え
て
い

き
ま
す
。

農
家
の
跡
取
り
と
し
て
帰
る
人
も
い

る
け
れ
ど
、
ま
っ
た
く
縁
も
ゆ
か
り
も

な
い
所
に
行
く
人
も
増
え
ま
し
た
。

逆
に
言
う
と
、
昔
は
絶
対
に
農
地
を

分
け
て
も
ら
っ
た
り
借
り
た
り
で
き
な

か
っ
た
。
そ
れ
が
、
農
業
を
始
め
る
面

積
が
10
〜
30
ａ
と
か
、
そ
れ
以
下
で
認

め
る
自
治
体
も
出
て
き
て
、
敷
居
が
低

く
な
っ
て
い
っ
た
時
期
と
も
重
な
っ
た

の
で
す
。

下
限
面
積
の
緩
和

耕
作
目
的
で
農
地
の
権
利
（
所
有
権
や
賃
借
権
な

ど
）
を
取
得
す
る
場
合
、
農
地
が
一
定
の
面
積
に

達
し
な
け
れ
ば
許
可
さ
れ
な
い
。
農
地
法
に
よ
っ

て
原
則
と
し
て
北
海
道
で
は
２
ha
、
都
府
県
で
は

50
ａ
以
上
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
新
規
就
農
を

促
進
す
る
た
め
に
、
２
０
０
３
年
（
平
成
15
）
か

ら
下
限
面
積
を
緩
和
す
る
構
造
改
革
特
区
が
導
入

さ
れ
た
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

求
め
て

若
い
人
が
農
業
に
向
か
う
布
石
は
い

っ
ぱ
い
あ
っ
た
け
れ
ど
、
や
は
り
こ
う
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そ
れ
が
い
っ
そ
う
加
速
し
た
感
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
で
ま
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

広
が
っ
て
、
と
い
う
感
じ
で
す
。

彼
女
の
ま
わ
り
の
人
材
も
多
様
化
し

て
い
て
、
秀
才
タ
イ
プ
や
ア
ー
ト
系
も

ノ
ン
ビ
リ
派
も
い
る
。
で
も
彼
女
た
ち

が
言
う
の
に
は
、「
私
の
所
に
来
る
同

世
代
の
子
た
ち
に
は
、
ス
ロ
ー
だ
と
か

ロ
ハ
ス
と
か
言
う
子
は
い
な
い
ん
だ
よ

ね
」
っ
て
。
こ
う
い
う
子
が
増
え
て
い

く
の
が
一
番
確
か
な
気
が
す
る
ん
で
す

よ
。
そ
の
人
た
ち
を
核
に
し
て
、
も
し

か
す
る
と
都
市
農
業
だ
け
じ
ゃ
な
く
て

中
山
間
地
の
問
題
も
変
わ
っ
て
い
く
か

も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

彼
女
は
ま
た
、
食
費
よ
り
も
携
帯
電

話
に
お
金
を
た
く
さ
ん
使
う
よ
う
な
生

活
を
し
て
い
る
友
だ
ち
が
お
母
さ
ん
に

な
っ
て
い
い
の
か
、
な
れ
る
の
か
、
と

心
配
し
て
い
ま
す
。

食
育
と
い
う
と
調
理
し
た
り
、
食
べ

た
り
す
る
ほ
う
ば
か
り
に
意
識
が
い
き

が
ち
で
す
が
、
幼
い
う
ち
に
農
業
生
産

の
現
場
を
見
る
こ
と
は
意
義
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
農
業
の
多
様
性
か
ら
は
多

く
の
こ
と
が
学
べ
る
と
思
い
ま
す
か
ら
、

農
業
に
馴
染
み
の
な
い
都
市
の
若
者
も
、

身
近
な
農
地
に
足
を
運
ん
で
い
ろ
い
ろ

学
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

取
材：

２
０
１
３
年
10
月
24
日

し
た
社
会
背
景
が
な
け
れ
ば
、
こ
こ
ま

で
劇
的
な
価
値
観
の
転
換
は
起
こ
り
得

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

若
者
に
も
い
ろ
い
ろ
い
て
、
日
本
の

大
学
を
卒
業
し
て
海
外
の
大
学
院
で
修

士
に
な
っ
た
夫
妻
の
例
で
い
う
と
、
い

っ
た
ん
東
京
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社

に
勤
め
る
の
で
す
が
、
今
は
熊
本
の
阿

蘇
の
集
落
で
米
を
つ
く
っ
て
販
売
し
て

い
ま
す
。
古
い
民
家
を
借
り
て
、
途
絶

え
て
い
た
赤
牛
の
飼
育
も
復
活
さ
せ
、

阿
蘇
の
草
原
の
草
を
活
用
す
る
バ
イ
オ

マ
ス
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

自
分
の
役
割
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
と
居
場

所
（
ポ
ジ
シ
ョ
ン
）
を
見
つ
け
る
こ
と
が
、

一
番
優
先
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地

位
と
か
お
金
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

潔
さ
は
、
一
度
も
バ
ブ
ル
景
気
を
経
験

し
た
こ
と
が
な
い
強
み
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

や
は
り
、
み
ん
な
自
分
が
幸
せ
に
な

れ
る
場
所
、
自
分
が
い
て
も
い
い
場
所

を
探
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
っ
て
い
る
不
動

産
屋
さ
ん
の
社
屋
だ
っ
た
り
、
田
ん
ぼ

だ
っ
た
り
、
直
売
所
だ
っ
た
り
す
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
農
業
の
明
る
い
面
し
か
見
て
い

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で
逆

風
の
中
で
も
頑
張
っ
て
く
れ
た
人
た
ち

の
お
蔭
で
、
農
が
あ
る
所
は
楽
し
い
場

所
な
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
高
齢
者
に

も
子
ど
も
た
ち
に
も
や
っ
と
わ
か
っ
て

も
ら
え
た
よ
う
に
思
う
の
で
す
。

農
文
協
の
職
員
も
、
取
材
先
の
農
地

に
通
い
始
め
て
い
ま
す
。
飲
み
屋
で
知

り
合
っ
た
赤
の
他
人
に
声
を
か
け
て
、

一
緒
に
農
作
業
に
行
っ
た
り
。
そ
れ
は
、

農
文
協
に
限
っ
た
特
別
の
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

私
の
場
合
は
概
論
か
ら
入
っ
て
い
く

と
い
う
の
は
あ
ま
り
得
意
で
は
な
く
て
、

現
場
に
行
っ
て
み
て
感
じ
取
る
。「
あ

あ
そ
う
か
、
都
市
の
膨
張
は
も
う
終
わ

っ
た
の
だ
な
」
と
か
「
高
齢
者
が
増
え

て
地
域
に
い
る
時
間
が
長
い
か
ら
、
農

地
に
足
が
向
く
ん
だ
よ
な
」
と
か
。
就

農
す
る
人
た
ち
は
流
行
に
踊
ら
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
本
を
読
ん
で

「
こ
れ
が
問
題
だ
な
」
と
思
っ
た
の
で

も
な
く
て
、
体
で
感
じ
る
こ
と
に
反
応

し
て
動
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
う

い
う
実
感
が
、
私
に
は
あ
り
ま
す
。

知
り
合
い
に
ア
ト
ピ
ー
だ
っ
た
若
い

女
性
が
い
る
ん
で
す
が
、
仕
事
が
き
つ

い
と
か
人
間
関
係
と
か
、
精
神
的
な
こ

と
が
原
因
で
症
状
が
変
化
す
る
と
い
っ

て
い
ま
し
た
。
彼
女
は
ア
ト
ピ
ー
が
ど

う
な
っ
た
ら
良
く
な
る
か
探
す
う
ち
に
、

落
ち
着
く
土
地
に
巡
り
合
っ
て
農
業
を

や
っ
て
い
ま
す
。
身
体
が
ピ
ュ
ア
に
反

応
す
る
そ
う
い
う
人
が
、
新
し
い
や
り

方
の
農
業
の
ほ
う
に
行
っ
て
い
る
。

こ
う
い
う
人
た
ち
が
ど
ん
ど
ん
都
市

の
欲
か
ら
離
れ
て
い
く
の
で
す
。
距
離

的
に
離
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ま
で

の
都
市
的
な
価
値
観
か
ら
離
れ
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
す
。
３
・
11
以
降
は
、



ス
ー
パ
ー
で
見
か
け
な
い

東
京
野
菜

地
産
地
消
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
何
年
か
経
ち
ま
す
が
、
地
産
地
消

に
対
す
る
消
費
者
の
意
識
は
年
々
高
く

な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
東
京

も
例
外
で
は
な
く
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
効

果
も
あ
っ
て
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
も
増
え
て
い
ま
す
。

注
目
度
が
増
し
て
い
る
東
京
野
菜
で

す
が
、
消
費
者
の
期
待
に
応
え
ら
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
大
部
分
が
西

東
京
エ
リ
ア
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
東
京

野
菜
は
、
築
地
や
大
田
と
い
っ
た
中
央

市
場
に
安
定
供
給
で
き
る
ほ
ど
生
産
量

が
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
市

場
経
由
で
流
通
す
る
こ
と
は
な
く
、
新

鮮
で
安
全
・
安
心
な
地
元
野
菜
を
近
く

の
ス
ー
パ
ー
で
気
軽
に
買
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
つ
く
っ
た
野
菜
を
少
量
で
も

納
品
で
き
る
農
協
の
直
売
所
が
多
摩
地

区
以
外
に
あ
ま
り
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
地
元
、
す
な
わ
ち
西

東
京
エ
リ
ア
で
消
費
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
現
時
点
で
は
、
練
馬
区
や
世

田
谷
区
な
ど
一
部
を
除
き
、
東
東
京
エ

リ
ア
（
23
区
）
の
人
は
東
京
野
菜
を
手
に

入
れ
た
け
れ
ば
、
自
ら
西
東
京
エ
リ
ア

ま
で
買
い
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。

直
売
所
の
課
題

改
善
す
べ
き
課
題
は
他
に
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
消
費
者
が
農
家
か
ら
直

接
買
う
も
の
を
除
け
ば
、
農
協
の
直
売

所
は
東
京
野
菜
を
買
う
こ
と
が
で
き
る

唯
一
の
場
所
で
す
。
と
こ
ろ
が
大
半
の

直
売
所
は
16
時
ご
ろ
に
閉
店
し
て
し
ま

っ
た
り
日
曜
日
が
休
み
な
ど
、
消
費
者

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
そ
ぐ
わ
な
い
や

り
方
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
は
品
揃
え
で
す
。
何
を
ど
れ
だ
け

つ
く
る
か
は
各
農
家
が
決
め
る
の
で
す

が
、
作
付
け
基
準
は
一
般
家
庭
で
よ
く

使
わ
れ
る
野
菜
で
、
し
か
も
収
量
が
良

く
収
穫
が
楽
な
も
の
に
集
中
す
る
た
め
、

基
本
的
に
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
夏
に
は
ト

マ
ト
や
ナ
ス
、
冬
に
は
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

や
大
根
が
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
に
売
り
場

に
並
び
、
種
類
が
少
な
く
魅
力
の
な
い

も
の
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

新
鮮
＆
安
全
・
安
心
が

キ
ー
ワ
ー
ド

ス
ー
パ
ー
で
手
軽
に
買
う
こ
と
も
で

き
な
い
上
に
種
類
も
非
常
に
少
な
い
東

京
野
菜
で
す
が
、
大
生
産
地
に
勝
る
と

も
劣
ら
な
い
優
れ
た
と
こ
ろ
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
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東京野菜カンパニー

新鮮・高品質が拓く
東京野菜の未来

牧野征一郎 さん
まきの せいいちろう

株式会社東京野菜カンパニー代表取締役

1972年生まれ。大学卒業後、ジャスコ
株式会社（現イオン）入社。2011年に
株式会社東京野菜カンパニーを設立し、
東京都内の農家から農産物を仕入れ、
東京野菜の魅力を周知普及させる活動
を進めている。

一
つ
目
は
、
畑
が
近
く
に
あ
る
の
で
、

収
穫
し
て
か
ら
す
ぐ
の
も
の
が
手
に
入

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
採
れ
た
て
で
栄

養
価
が
高
い
、
非
常
に
瑞
々

み
ず
み
ず

し
い
野
菜

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
遠

隔
地
に
あ
る
大
生
産
地
か
ら
東
京
に
住

む
我
々
の
手
元
に
届
く
に
は
、
収
穫
し

て
か
ら
２
〜
３
日
は
経
過
し
て
し
ま
い

ま
す
か
ら
、
鮮
度
と
い
う
点
で
は
絶
対

に
負
け
な
い
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

二
つ
目
は
、
畑
の
周
り
に
は
住
宅
や

学
校
が
密
集
し
て
お
り
、
む
や
み
や
た

ら
に
農
薬
を
散
布
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
必
然
的
に
低
農
薬
栽
培
が
行

な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

東
京
の
畑
は
大
生
産
地
と
比
べ
て
非

常
に
狭
い
の
で
、
小
さ
い
畑
で
は
た
い

し
た
も
の
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
雑
草
を
手
で
抜
く
な
ど
、
丁

寧
な
栽
培
が
可
能
で
す
。

三
つ
目
は
、
生
産
者
の
顔
が
見
え
る

た
め
、
安
心
し
て
買
う
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
ス
ー
パ
ー
で
野
菜

を
買
う
場
合
は
産
地
名
し
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
東
京
野
菜
の
場
合
は
生
産
者

の
顔
写
真
や
名
前
を
出
し
て
販
売
す
る

こ
と
が
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
、

す
ぐ
近
く
に
い
る
の
で
、
何
か
気
に
な

る
こ
と
が
あ
れ
ば
直
接
話
を
聞
く
こ
と

も
可
能
で
す
。
そ
れ
で
も
不
安
な
ら
畑

を
見
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

こ
れ
は
地
産
地
消
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト

で
す
。

都心近郊で、今も目にする野菜や果樹の畑。

そこで生産される東京野菜は新鮮で高品質なものが多く、

すごい魅力があると牧野征一郎さんは力説します。

牧野さんが、自ら各農家を回って集めた東京野菜を

有名レストランなどに販売するB to B事業を始めて約5年。

いずれは東京にいる1300万人の消費者に向け、

直売所（B to C）事業を手がけたいと考えています。

牧野さんの奮闘ぶり、東京野菜への想いをうかがいました。

B to B：Business to Business B to C：Business to Consumer
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ま
で
買
い
に
行
か
な
い
と
手
に
入
ら
な

い
」「
種
類
が
少
な
い
」「
夕
方
は
店
が

閉
ま
っ
て
い
る
」
な
ど
、
明
ら
か
に
消

費
者
目
線
が
欠
け
て
い
ま
し
た
。
結
果

と
し
て
、「
東
京
は
空
気
も
水
も
ま
ず

い
か
ら
野
菜
も
ダ
メ
に
決
ま
っ
て
い

る
」「
東
京
で
野
菜
を
つ
く
っ
て
い
る

こ
と
自
体
知
ら
な
か
っ
た
」
と
い
っ
た

間
違
っ
た
認
識
を
持
た
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

早
い
段
階
で
正
し
い
情
報
を
発
信
で

き
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
必
要
性
に

気
づ
い
て
い
ま
し
た
が
、
端
境
期
が
あ

る
た
め
年
間
を
通
し
て
野
菜
を
安
定
的

に
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
農
家
が
新
し
い
野
菜
に
挑

戦
す
る
こ
と
で
充
分
な
ア
イ
テ
ム
数
を

そ
ろ
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

５
年
間
プ
ロ
の
料
理
人
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
っ
て
品
質
も
格
段
に
向
上
し

ま
し
た
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
行
動
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

で
き
れ
ば
、
渋
谷
や
目
黒
な
ど
、
23

区
内
で
多
く
の
人
に
見
て
い
た
だ
け
る

場
所
に
出
店
し
た
い
で
す
ね
。
新
鮮
で

高
品
質
の
東
京
野
菜
を
食
材
に
使
っ
た

ミ
ニ
レ
ス
ト
ラ
ン
も
併
設
し
、
消
費
者

に
そ
の
場
で
味
わ
っ
て
も
ら
う
の
が
夢

で
す
。

取
材：

２
０
１
３
年
11
月
６
日

プ
ロ
の
料
理
人
も
東
京
野
菜
の

良
さ
に
び
っ
く
り

東
京
野
菜
カ
ン
パ
ニ
ー
は
現
在
、
都

内
の
契
約
農
家
45
軒
か
ら
収
穫
し
た
て

の
野
菜
を
仕
入
れ
、
野
菜
に
こ
だ
わ
る

都
内
25
店
舗
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
販
売
し

て
い
ま
す
。

「
収
穫
し
た
て
の
野
菜
は
鮮
度
が
全
然

違
う
」「
農
家
の
顔
が
見
え
る
の
で
安

心
し
て
使
え
る
」
な
ど
の
大
変
有
り
難

い
お
言
葉
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
大

変
な
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。

一
番
大
変
だ
っ
た
の
は
、
レ
ス
ト
ラ

ン
が
希
望
す
る
ア
イ
テ
ム
数
と
品
質
に

持
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン

で
は
１
カ
月
に
数
十
か
ら
多
い
と
こ
ろ

で
は
百
近
い
種
類
の
野
菜
を
使
い
ま
す

が
、
使
う
野
菜
は
各
農
家
が
毎
年
つ
く

る
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
や
大
根
と
い
っ
た
一

般
的
な
も
の
か
ら
、
ビ
ー
ツ
や
紫
人
参

な
ど
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
も
ほ
と
ん
ど
売

ら
れ
て
い
な
い
珍
し
い
野
菜
ま
で
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

先
ほ
ど
お
話
し
し
ま
し
た
よ
う
に
、

各
農
家
は
基
本
的
に
は
同
じ
も
の
を
つ

く
り
ま
す
の
で
、
農
家
の
数
を
い
く
ら

増
や
し
て
も
集
ま
る
野
菜
の
種
類
は
増

え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ビ
ー
ツ
や
紫
人
参

な
ど
の
珍
し
い
野
菜
は
見
た
こ
と
も
な

い
と
い
う
有
様
で
す
。
し
か
も
、
使
う

の
は
プ
ロ
の
料
理
人
な
の
で
、
味
や
色

目
が
そ
こ
そ
こ
で
は
使
っ
て
も
ら
え
な

い
の
で
す
。

ど
う
す
る
べ
き
か
困
っ
て
い
る
と
き

に
複
数
の
農
家
さ
ん
か
ら
、「
初
め
て

つ
く
る
野
菜
で
も
同
じ
人
参
な
の
だ
か

ら
大
丈
夫
だ
と
思
う
」「
こ
ち
ら
も
プ

ロ
だ
か
ら
任
せ
て
ほ
し
い
」「
お
客
さ

ん
の
要
望
で
新
し
い
野
菜
に
挑
戦
す
る

こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
」
と
い
っ

た
大
変
前
向
き
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

お
願
い
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

数
カ
月
後
に
お
願
い
し
た
新
規
の
野

菜
を
見
に
行
く
と
、
１
０
０
点
満
点
と

は
言
え
ま
せ
ん
が
、
初
め
て
つ
く
っ
た

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
上
手
に
で
き
て
い

る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
は
こ
の
と

き
、
少
し
時
間
は
か
か
る
け
れ
ど
、
こ

れ
で
プ
ロ
の
料
理
人
を
満
足
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
確
信
し
ま
し
た
。
こ
う

い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
、
約
５
年

か
け
て
契
約
農
家
さ
ん
が
45
軒
に
ま
で

増
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

夢
は
消
費
者
に
直
接
販
売
の

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

最
後
に
、
東
京
野
菜
カ
ン
パ
ニ
ー
の

夢
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
は
レ
ス
ト
ラ
ン
向
け
に
販
売
す

る
Ｂ
to
Ｂ
事
業
を
メ
イ
ン
で
や
っ
て

お
り
ま
す
が
、
近
い
う
ち
に
一
般
消
費

者
向
け
に
販
売
す
る
Ｂ
to
Ｃ
事
業
に

軸
足
を
移
す
予
定
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
東
京
野
菜
は
、「
遠
く
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主
力
は

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
と
イ
チ
ジ
ク

う
ち
は
、
私
で
13
代
目
。
長
く
こ
の

地
で
営
農
し
て
き
ま
し
た
。
祖
父
が
養

蚕
用
の
桑
の
木
の
苗
木
づ
く
り
を
始
め
、

父
は
植
木
生
産
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
農
協
役
員
と
し
て
の
比
重
が
大
き

く
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
私
は
植
木

生
産
か
ら
果
樹
栽
培
へ
と
転
換
を
図
り

ま
し
た
。
果
物
生
産
の
魅
力
は
、
年
数

を
か
け
て
長
く
栽
培
で
き
る
こ
と
で
す
。

手
を
か
け
れ
ば
か
け
た
分
、
良
質
な
果

物
が
収
穫
で
き
ま
す
。

就
農
し
て
か
ら
８
年
目
。
東
京
農
業

大
学
卒
業
後
、
一
年
間
、
島
根
県
大
田

市
の
農
業
法
人
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
栽

培
法
を
学
び
、
立
川
に
帰
っ
て
か
ら
、

東
京
都
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
研

修
生
と
し
て
野
菜
生
産
と
果
樹
栽
培
を

学
び
ま
し
た
。
こ
こ
で
イ
チ
ジ
ク
と
出

合
っ
て
魅
力
に
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。父

の
植
木
畑
の
一
部
を
も
ら
い
、
そ

こ
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
用
の
防
鳥
ネ
ッ
ト

と
、
イ
チ
ジ
ク
用
の
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
を
２
棟
建
設
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

と
イ
チ
ジ
ク
の
栽
培
に
こ
だ
わ
っ
て
い

る
う
ち
に
、
東
京
野
菜
カ
ン
パ
ニ
ー
の

牧
野
さ
ん
に
卸
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
品
種
は
多
く
、
３

０
０
品
種
以
上
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
私
は
そ
の
う
ち
26
品
種
を
栽
培
し
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は
多
く
の
技
術
と
経
験
が
必
要
で
す
。

葉
は
光
を
浴
び
て
光
合
成
を
し
、
樹
の

栄
養
を
つ
く
り
ま
す
。
病
気
や
虫
害
が

で
な
い
よ
う
密
集
さ
せ
ず
、
風
通
し
を

考
慮
し
、
翌
年
、
翌
々
年
の
収
穫
の
バ

ラ
ン
ス
や
樹
の
か
た
ち
を
考
え
な
が
ら
、

切
っ
て
い
き
ま
す
。
年
数
が
か
か
る
も

の
な
の
で
一
気
に
手
応
え
は
感
じ
ら
れ

な
い
の
で
す
が
、
徐
々
に
感
じ
ら
れ
る

と
い
う
良
さ
が
あ
り
ま
す
ね
。

そ
の
よ
う
な
各
年
の
経
験
を
立
川
市

の
果
樹
組
合
の
中
で
話
し
合
い
、
皆
で

勉
強
し
合
っ
て
い
き
ま
す
。
先
輩
方
か

ら
剪
定
に
限
ら
ず
、
品
種
や
、
樹
の
仕

立
て
方
、
肥
料
な
ど
果
樹
に
関
す
る
い

ろ
い
ろ
な
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た

お
か
げ
で
、
私
自
身
大
き
く
成
長
で
き

た
か
な
と
感
じ
ま
す
。
立
川
の
農
家
は

若
手
が
多
い
の
で
、
野
菜
、
果
樹
、
畜

産
、
植
木
と
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
40
歳

く
ら
い
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
で
の
交
流
も

知
識
を
深
め
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

な
に
よ
り
、
仲
間
と
し
て
の
励
み
に
な

り
ま
し
た
。

私
の
畑
で
は
、「
農
業
が
や
り
た
い
」

と
来
て
く
れ
る
人
が
何
人
か
い
て
、
ア

ル
バ
イ
ト
と
し
て
手
伝
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。
都
心
か
ら
通
っ
て
き
て
手
伝
っ

て
く
れ
る
人
も
い
て
、
大
変
助
か
り
ま

す
。
皆
、
私
と
同
年
代
で
一
緒
に
成
長

で
き
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。
そ
の
手

応
え
は
果
樹
の
栽
培
と
似
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

て
い
ま
す
。
こ
だ
わ
り
の
品
種
は
シ
ャ

ー
プ
ブ
ル
ー
と
い
う
爽
や
か
な
甘
み
の

す
る
品
種
と
、
ブ
ル
ー
リ
ッ
チ
と
い
う

ほ
の
か
に
リ
ン
ゴ
の
よ
う
な
独
特
な
酸

味
を
含
む
品
種
で
す
。

昨
年
は
天
候
不
順
と
夏
場
の
水
不
足

が
深
刻
で
し
た
。
水
道
が
あ
る
の
で
水

や
り
は
で
き
ま
し
た
が
、
野
菜
ほ
ど
の

影
響
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
例
年
通
り

の
生
産
は
厳
し
か
っ
た
で
す
ね
。

イ
チ
ジ
ク
は
収
穫
後
の
傷
み
が
激
し

く
鮮
度
を
要
求
さ
れ
る
作
物
で
、
主
産

地
の
愛
知
県
や
和
歌
山
県
か
ら
完
熟
品

を
運
ん
で
く
る
の
は
結
構
難
し
い
こ
と

な
の
で
す
。
近
年
は
、
傷
み
に
く
い
品

種
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
自
身
、

市
販
の
イ
チ
ジ
ク
を
食
べ
て
み
て
、

「
東
京
農
業
の
利
点
を
活
か
せ
ば
、
充

分
競
争
で
き
る
」
と
判
断
し
て
始
め
ま

し
た
。

品
種
構
成
の
主
体
は
、
皮
が
赤
い
桝ま

す

井い

ド
ー
フ
ィ
ン
と
い
う
品
種
で
す
。
イ

チ
ジ
ク
と
い
え
ば
、
ま
ず
こ
の
品
種
で

す
。
バ
ナ
ナ
を
名
前
の
由
来
と
し
た
バ

ナ
ー
ネ
は
、
熟
し
て
も
黄
色
で
、
ね
っ

と
り
と
し
た
濃
厚
な
甘
み
が
特
徴
の
珍

し
い
品
種
で
す
。
ま
た
、
皮
が
黒
味
を

帯
び
た
ビ
オ
レ
ー
ソ
リ
エ
ス
は
甘
み
と

酸
味
が
ほ
ど
よ
く
の
っ
た
魅
力
の
品
種

で
す
。
こ
れ
か
ら
、
世
界
で
も
っ
と
も

甘
い
と
い
わ
れ
る
品
種
、
カ
ロ
ン
に
も

挑
戦
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

イ
チ
ジ
ク
は
夏
果
と
秋
果
が
あ
り
ま

す
が
、
私
は
秋
果
を
中
心
と
し
て
い
ま

す
。
収
穫
期
間
は
８
月
か
ら
11
月
末
ま

で
に
な
り
ま
す
。
ハ
ウ
ス
栽
培
な
ら
雨

に
当
た
ら
ず
、
ま
た
鳥
に
突
か
れ
る
こ

と
も
な
い
の
で
、
イ
チ
ジ
ク
を
完
熟
ま

で
お
い
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
皮
が
非
常
に
薄
く
つ
く
れ
る
こ
と

も
ハ
ウ
ス
栽
培
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

果
樹
の
手
応
え
は
じ
っ
く
り
と

果
樹
栽
培
は
剪
定
が
最
も
重
要
で
す
。

一
言
で
表
わ
す
な
ら
、
良
質
な
花
芽
を

活
か
し
、
新
し
い
枝
を
更
新
し
て
い
く

こ
と
で
良
い
実
が
つ
き
ま
す
。
そ
こ
に

都
市
な
ら
で
は
の

デ
メ
リ
ッ
ト
と
メ
リ
ッ
ト

都
市
農
業
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
や
は

り
地
価
の
高
さ
か
ら
く
る
税
金
の
高
さ

だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
果
樹
は
背
丈
が
高
い
た
め
散

布
し
た
農
薬
が
風
に
乗
っ
て
流
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
農
薬
を
撒
く
と
き
は
風
の

な
い
日
を
選
び
、
近
隣
の
方
々
に
迷
惑

を
掛
け
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
、
使

用
回
数
も
極
限
ま
で
減
ら
す
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
。
結
果
的
に
安
心
安
全
な

都
市
農
産
物
に
つ
な
が
っ
て
、
メ
リ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
新
鮮
な
も
の
を

届
け
ら
れ
る
と
い
う
付
加
価
値
が
あ
る

こ
と
で
す
。
牧
野
さ
ん
か
ら
、
毎
年
ま

と
ま
っ
た
量
の
注
文
を
い
た
だ
く
よ
う

に
な
っ
て
、
と
て
も
自
信
が
つ
き
ま
し

た
。
東
京
都
心
の
一
流
の
シ
ェ
フ
に
、

自
分
の
つ
く
っ
た
農
産
物
を
使
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

都
心
に
大
き
な
市
場
が
あ
る
こ
と
は

わ
か
っ
て
い
て
も
、
行
っ
て
帰
っ
て
く

る
だ
け
で
畑
仕
事
が
丸
一
日
お
ろ
そ
か

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

私
た
ち
農
家
の
力
に
な
っ
て
く
れ
る
牧

野
さ
ん
が
仕
事
を
し
や
す
い
よ
う
に
、

品
質
の
良
い
お
い
し
い
農
産
物
で
応
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

取
材：

２
０
１
３
年
11
月
６
日

高橋尚寛さん

たかはし なおひろ
高橋園　東京都立川市

東京野菜をつくる

生産者
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15 新鮮・高品質が拓く東京野菜の未来

創
造
力
を
か
き
立
て
る

東
京
の
地
場
農
産
物

ナ
チ
ュ
ラ
ル
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン

ｍ
ｉ
ｋ
ｕ
ｎ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｕ
Ｃ

Ｈ
Ｉ
で
は
、
原
種
に
近
く
野
菜
本
来
の

味
わ
い
と
風
合
い
を
持
つ
〈
江
戸
東
京

野
菜
〉
を
敢
え
て
素
材
と
し
て
選
び
ま

し
た
。
ほ
か
に
も
東
京
の
自
然
野
菜
な

ど
を
使
っ
て
、
東
京
産
の
食
材
を
中
心

に
旬
の
料
理
を
ご
提
供
す
る
こ
と
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
し
て
い
ま
す
。

東
京
・
丸
の
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、

地
産
地
消
を
目
指
す
こ
と
は
少
し
高
い

ハ
ー
ド
ル
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
開
店

当
初
か
ら
４
年
間
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
青
ヶ
島
の
塩
な
ど
を
使
い
調
味
料

に
至
る
ま
で
で
き
る
限
り
地
産
地
消
を

広
げ
て
い
ま
す
。

東
京
野
菜
の
魅
力
は
何
と
言
っ
て
も

新
鮮
な
こ
と
。
加
え
て
そ
の
品
種
を
専

門
に
つ
く
っ
て
い
る
プ
ロ
の
こ
だ
わ
り

の
農
産
物
だ
と
い
う
こ
と
が
手
に
取
る

と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
根
菜
類
が
特
に

良
い
で
す
ね
。
11
〜
12
月
限
定
の
伝
統

大
蔵
大
根
は
煮
込
む
と
本
当
に
お
い
し

い
で
す
。

東
京
野
菜
は
、
自
然
条
件
の
下
、
露

地
栽
培
で
育
つ
た
め
季
節
限
定
。
レ
ス

ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
は
３
カ
月
×
４
シ

ー
ズ
ン
で
考
え
ま
す
か
ら
シ
ー
ズ
ン
が

短
い
こ
と
は
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
要
素
で
す
が
、
逆
に
言
え
ば

旬
が
際
立
ち
ま
す
。

都
内
の
生
産
者
さ
ん
と
当
店
を
つ
な

い
で
く
だ
さ
る
の
は
、
日
々
、
収
穫
さ

れ
た
ば
か
り
の
野
菜
を
当
店
に
届
け
て

く
れ
る
東
京
野
菜
カ
ン
パ
ニ
ー
の
牧
野

征
一
郎
さ
ん
で
す
。
配
達
時
に
牧
野
さ

ん
が
、「
再
来
週
は
こ
ん
な
も
の
が
入

り
ま
す
」
と
次
々
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
し
て
く
れ
る
の
で
す
が
、
使
っ
た

こ
と
が
な
い
名
前
の
野
菜
ば
か
り
。
文

字
通
り
ど
う
や
っ
て
料
理
し
よ
う
か
な
、

と
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
、
創
造
力
を
刺

激
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
シ
ェ
フ
　
佐
々
木
章
太
さ
ん
談
）

取
材：

２
０
１
３
年
12
月
13
日

高橋さんはイチジクをハウス栽培している。

東京野菜をつかう

レストラン

mikuni MARUNOUCHI
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江
戸
の
「
衣
食
住
」
が

体
験
で
き
る
町

小
金
井
は
、
吉
祥
寺
と
立
川
と
い
う

魅
力
あ
る
都
市
に
挟
ま
れ
て
い
て
、
な

ん
と
な
く
特
色
の
な
い
市
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
好
意
的
に
評
価
し

て
く
れ
る
人
は
、「
水
と
緑
が
豊
か
な

市
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
が
、
逆

に
言
え
ば
開
発
が
遅
れ
た
地
域
だ
と
い

う
こ
と
。
も
っ
と
遠
く
に
行
け
ば
よ
り

豊
か
な
「
水
と
緑
」
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

あ
ま
り
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ら
れ

る
イ
メ
ー
ジ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
小
金
井
市
に
あ
る
、
江
戸
東

京
た
て
も
の
園
（
江
戸
東
京
博
物
館
の
分
館
。

以
下
、
た
て
も
の
園
と
表
記
）
は
20
周
年
を

迎
え
た
現
在
も
（
２
０
１
３
年
〈
平
成
25
〉）

年
間
20
万
人
の
来
場
者
が
見
込
め
る
施

設
で
す
。
せ
っ
か
く
小
金
井
に
来
て
い

た
だ
い
た
来
場
者
が
吉
祥
寺
や
立
川
に

流
れ
て
行
か
ず
に
、
小
金
井
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、

小
金
井
を
も
っ
と
回
遊
し
て
も
ら
っ
て
、

お
金
を
使
っ
て
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
と

当
時
か
ら
考
え
て
い
ま
し
た
。

実
は
小
金
井
に
は
、
も
う
一
つ
特
徴

的
な
施
設
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
東

京
農
工
大
学
科
学
博
物
館
で
す
。
こ
の

博
物
館
は
、
東
京
農
工
大
学
工
学
部
の

前
身
で
あ
る
農
商
務
省
蚕
病
試
験
場
の

参
考
品
陳
列
場
と
し
て
、
１
８
８
６
年

（
明
治
19
）
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
当
初

は
、
江
戸
時
代
か
ら
の
繊
維
に
特
化
し

た
博
物
館
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
二
つ
か
ら
、
た
て
も
の
園
で
は

「
住
」、
東
京
農
工
大
学
科
学
博
物
館
で

は
「
衣
」
と
く
れ
ば
、
あ
と
は
「
食
」

で
す
。

た
て
も
の
園
に
来
た
人
に
食
べ
て
も

ら
う
食
材
は
何
か
と
考
え
た
と
き
に
、

カ
レ
ー
や
ラ
ー
メ
ン
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

江戸東京野菜

なぜ、小金井市で江戸東京野菜を？

と、不思議に思う人もいるのではないでしょうか。

小金井市を江戸東京野菜の新しい栽培産地にしようという仕掛人は

元・市職員の内田雄二さん。

パンチの効いた在来野菜の魅力を発信している

小金井の農の実力をうかがいます。

内田雄二さん
うちだ ゆうじ

元・江戸東京野菜でまちおこし連絡会（江戸まち連）事務局長　

1948年静岡県下田市生まれ。1975年東京都小金井市
入庁。2005年市民部経済課産業振興係のときに地域
活性化施策として「幻の江戸野菜の復活栽培による産
業振興」を提案。東京都の支援により「水湧く（みわ
く）プロジェクト構想」に結実（2006年3月）。以降
は江戸東京野菜によるまちおこし事業実施のための実
行委員会を市民団体等と立ち上げ、さらに推進体制強
化のために農業者・商業者・市民・行政など関係者が
連携した実行委員会（江戸まち連）に改組して事務局
としてかかわる。2013年3月退職。

江戸東京野菜でまち興し江戸東京野菜でまち興し
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う
。
江
戸
前
の
魚
貝
類
は
海
が
な
い

の
で
無
理
だ
け
れ
ど
、
野
菜
だ
っ
た

ら
小
金
井
ら
し
い
。
江
戸
東
京
の
伝

統
野
菜
な
ら
ぴ
っ
た
り
で
す
よ
ね
。

２
０
０
４
年
（
平
成
16
）
に
公
民
館

セ
ミ
ナ
ー
で
こ
の
ア
イ
デ
ア
を
聞
い

た
と
き
「
こ
れ
は
面
白
い
。
小
金
井

市
は
江
戸
東
京
の
『
衣
食
住
』
が
体

験
で
き
る
ま
ち
な
ん
だ
よ
、
と
い
う

切
り
口
を
ま
ち
お
こ
し
事
業
と
し
て

盛
り
上
げ
て
い
け
な
い
か
」
と
考
え

ま
し
た
。

小
金
井
で
江
戸
東
京
野
菜

た
だ
当
時
は
、
江
戸
東
京
野
菜
と

し
て
は
ウ
ド
ぐ
ら
い
し
か
つ
く
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
す
。
ウ
ド
は
立
川

市
が
主
産
地
で
す
か
ら
小
金
井
で
や

る
に
は
、
ち
ょ
っ
と
は
ば
か
ら
れ
る
。

そ
れ
で
、
「
栽
培
歴
が
な
く
て
も
、

小
金
井
の
農
家
さ
ん
に
江
戸
東
京
野

菜
を
つ
く
っ
て
も
ら
え
ば
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
」
と
考
え
、
東
京
都
の
農

業
試
験
場
に
江
戸
東
京
の
伝
統
野
菜

に
く
わ
し
い
人
が
い
ら
し
た
の
で
、

ご
指
導
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
と
き
に
挙
げ
て
も
ら
っ
た

の
が
、
亀
戸
大
根
、
伝
統
大
蔵
大
根
、

金
町
こ
か
ぶ
、
し
ん
と
り
菜
、
伝
統

小
松
菜
の
５
種
類
で
す
。

そ
の
人
が
言
う
に
は
、
こ
う
し
た

伝
統
野
菜
は
絶
滅
危
惧
種
。
病
気
に

弱
い
と
か
安
定
生
産
が
し
に
く
い
と

ま
す
。
今
年
は
32
軒
の
飲
食
店
さ
ん
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
金
井
の
農
業

小
金
井
の
畑
は
、
一
区
画
を
細
長
く

縦
割
り
に
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

井
上
農
園
の
よ
う
に
連
雀
通
り
に
主
屋

が
あ
る
場
合
は
、
中
央
線
に
向
か
っ
て

北
向
き
に
同
じ
幅
の
土
地
が
並
ん
で
い

る
、
と
い
う
土
地
割
り
で
す
。
小
金
井

市
の
農
地
は
、
ほ
と
ん
ど
が
生
産
緑
地

に
な
っ
て
い
ま
す
。

野
川
か
ら
北
は
土
地
が
高
い
の
で
、

畑
地
。
野
川
沿
い
は
田
ん
ぼ
で
し
た
。

か
つ
て
は
玉
川
上
水
か
ら
引
い
た
用
水

路
が
、
毛
細
血
管
の
よ
う
に
張
り
巡
ら

さ
れ
て
い
た
ん
で
す
が
、
今
は
使
わ
れ

な
く
な
っ
て
遊
歩
道
に
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
を
使
っ
た
ら
大
変
な
金
額
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
、
み
な
さ
ん
今
は
井
戸

を
掘
っ
て
対
応
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

少
量
多
品
種
が
特
色
で
、
ほ
と
ん
ど

が
地
元
で
消
費
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸

東
京
野
菜
の
よ
う
な
在
来
種
は
、
通
常

栽
培
さ
れ
て
い
る
も
の
よ
り
葉
の
色
が

淡
く
変
わ
り
や
す
い
た
め
新
鮮
で
な
い

と
売
り
も
の
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
究
極

の
地
産
地
消
で
す
か
ら
問
題
に
な
ら
な

い
よ
う
で
す
。
移
動
距
離
は
本
当
に
わ

ず
か
で
す
か
ら
、
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ

（
食
料
の
輸
送
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素

が
、
地
球
環
境
に
与
え
る
負
荷
に
着
目
し
た
指
数
）

の
観
点
か
ら
見
て
も
優
等
生
で
す
よ
。

オ
ー
ル
小
金
井
で
ま
ち
興
し

私
は
60
歳
で
い
っ
た
ん
定
年
退
職
し
、

小
金
井
市
商
工
会
産
業
振
興
プ
ラ
ン
推

進
室
〈
黄こ

金が

井ね

の
里
〉
に
移
り
、
今
年

の
春
、
完
全
退
職
し
ま
し
た
。
た
だ
、

今
ま
で
行
政
側
で
市
民
の
み
な
さ
ん
に

お
願
い
し
て
い
た
の
に
、
退
職
し
た
途

端
に
活
動
を
や
め
る
わ
け
に
も
い
き
ま

せ
ん
。
小
金
井
市
に
採
用
に
な
っ
て
以

来
、
自
分
も
み
な
さ
ん
と
同
じ
目
線
で

市
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
、
ず
っ
と
小
金
井
に
住
ん
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
私
も
、
協
力
す
る

側
と
し
て
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

く
つ
も
り
で
す
。

小
金
井
は
文
教
都
市
と
大
型
自
然
公

園
、
個
人
商
店
の
町
で
し
て
、
大
き
な

産
業
や
工
場
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
何
と
か
産
業
と
結
び

つ
け
て
、
商
店
振
興
に
結
び
つ
け
ら
れ

な
い
か
、
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

や
っ
と
今
、
た
て
も
の
園
、
東
京
農

工
大
学
科
学
博
物
館
、
農
業
生
産
者
さ

ん
、
飲
食
店
さ
ん
、
市
民
の
み
な
さ
ん
、

と
オ
ー
ル
小
金
井
で
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
め
る
態
勢
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
気

が
し
ま
す
。
江
戸
東
京
野
菜
の
産
地
と

し
て
、
新
し
い
伝
統
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

取
材：

２
０
１
３
年
11
月
18
日

江
戸
の
小
正
月
か
ら
フ
ェ
ア
へ

最
初
は
２
０
０
７
年
（
平
成
19
）
１
月

に
、
た
て
も
の
園
の
中
に
「
江
戸
の
小

正
月
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
出
店

で
み
せ

を
出
し
、

伝
統
小
松
菜
と
亀
戸
大
根
を
使
っ
て
、

江
戸
の
商
家
の
雑
煮
を
再
現
し
ま
し
た
。

こ
の
と
き
は
一
つ
の
お
店
に
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
年
の

11
月
に
は
「
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
・

住
と
食
文
化
フ
ェ
ア
〜
江
戸
東
京
野
菜

を
味
わ
う
」
を
開
催
し
、
14
店
舗
出
店

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
井
上
さ
ん
を
は

じ
め
小
金
井
の
生
産
者
さ
ん
に
江
戸
東

京
野
菜
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
こ
の
と
き
か
ら
で
す
。

翌
年
の
春
に
は
、
お
花
見
の
時
期
に
合

わ
せ
て
江
戸
東
京
野
菜
を
使
っ
た
「
春

う
ら
ら
の
お
花
見
弁
当
フ
ェ
ア
」
も
企

画
し
、
弁
当
を
予
約
販
売
し
ま
し
た
。

現
在
の
よ
う
な
形
式
で
、
市
内
の
飲

食
店
で
江
戸
東
京
野
菜
を
使
っ
た
メ
ニ

ュ
ー
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な

っ
た
の
は
２
０
０
８
年
（
平
成
20
）
11
月

か
ら
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
店
を
訪
ね
て

も
ら
え
ば
、
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
で
終

わ
ら
ず
に
お
店
と
お
客
さ
ん
が
つ
な
が

る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

期
間
限
定
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
か
ら
、

生
産
者
さ
ん
や
飲
食
店
さ
ん
に
は
ご
苦

労
を
か
け
て
い
ま
す
が
、
毎
年
楽
し
み

に
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
る
お
客
様
も
い

て
、
定
着
し
て
き
た
感
触
を
持
っ
て
い

い
う
生
産
面
で
の
弱
点
が
あ
る
こ
と
か

ら
つ
く
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

の
で
す
。「
そ
れ
を
小
金
井
市
で
復
活

さ
せ
て
栽
培
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
農

業
試
験
場
に
と
っ
て
も
大
変
有
り
難
い

こ
と
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
、

本
場
で
は
な
い
し
栽
培
歴
も
な
い
け
れ

ど
取
り
組
む
こ
と
に
意
義
が
あ
る
、
と

考
え
ま
し
た
。

そ
れ
で
２
０
０
７
年
（
平
成
19
）
11
月

の
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
い
た
だ
け
る
農
家

さ
ん
を
募
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
栽

培
し
た
経
験
が
な
い
も
の
を
つ
く
ろ
う

と
思
っ
て
く
れ
る
農
家
さ
ん
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
も
病
害
虫
に
弱
い

と
か
日
持
ち
が
し
な
い
と
か
、
リ
ス
ク

が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
つ
く
っ
た

野
菜
は
小
金
井
市
が
責
任
を
持
っ
て
買

い
取
っ
て
く
れ
る
の
か
、
だ
い
た
い
イ

ベ
ン
ト
に
ぴ
っ
た
り
と
時
期
を
合
わ
せ

て
生
産
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
と
い
う

話
に
も
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
終
的
に
は
Ｊ
Ａ
東
京
む

さ
し
が
「
ま
ち
お
こ
し
の
一
環
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
」
と
理
解
し
て
く
だ
さ

っ
て
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
力

を
持
っ
た
農
家
さ
ん
を
説
得
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
と
き
協
力
い
た
だ
い
た

４
軒
の
農
家
さ
ん
の
内
の
１
軒
が
井
上

誠
一
さ
ん
で
す
。

４
軒
だ
っ
た
生
産
者
も
、
今
は
９
軒

に
増
え
ま
し
た
。
研
究
会
を
つ
く
っ
て

熱
心
に
勉
強
し
な
が
ら
、
江
戸
東
京
野

菜
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
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江戸東京野菜

在
来
種

〈
江
戸
東
京
野
菜
〉
に
挑
戦

２
０
０
７
年
（
平
成
19
）
、
小
金
井
市

が
11
月
に
「
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
・

住
と
食
文
化
フ
ェ
ア
〜
江
戸
東
京
野
菜

を
味
わ
う
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
間
に
合
う
よ
う
に
江
戸
東
京
野
菜
を

復
活
さ
せ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
話
が
あ

り
、
引
き
受
け
た
の
が
私
を
含
め
た
小

金
井
市
の
４
軒
の
農
家
で
す
。

今
の
農
家
が
普
通
に
つ
く
っ
て
い
る

の
は
、
Ｆ
１
種
（
交
配
種
）
と
呼
ば
れ
る

野
菜
で
す
。
Ｆ
１
種
は
父
と
母
の
良
い

形
質
だ
け
が
一
代
限
り
で
表
わ
れ
る
よ

う
に
つ
く
ら
れ
た
雑
種
で
す
。
甘
い
と

か
虫
や
日
照
り
に
強
い
と
か
均
一
に
育

つ
と
い
っ
た
形
質
を
持
つ
の
で
、
生
産

者
は
効
率
よ
く
農
産
物
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
江
戸
東
京
野
菜
は
在

来
種
。
先
祖
の
持
つ
形
質
が
突
然
表
わ

れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
育
ち
方
や
形

が
不
ぞ
ろ
い
だ
っ
た
り
。
日
持
ち
も
悪

く
、
生
産
効
率
が
大
き
く
劣
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
在
来
種
は
だ
ん
だ
ん
つ
く

ら
れ
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

土
づ
く
り
に
も
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
か
ら
、
初
め
て

つ
く
る
在
来
種
の
野
菜
で
も
な
ん
と
か

な
る
だ
ろ
う
、
と
思
い
引
き
受
け
た
の

で
す
が
、
失
敗
も
あ
り
ま
し
た
。

輸
出
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
先

代
も
在
来
種
の
伝
統
大
蔵
大
根
を
つ
く

っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
は
井
上
家
の
血
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

在
来
種
を
つ
く
り
続
け
る

そ
の
後
も
金
町
こ
か
ぶ
、
東
京
長
か

ぶ
、
の
ら
ぼ
う
菜
な
ど
、
江
戸
東
京
野

菜
の
種
類
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
２
０

０
９
年
（
平
成
21
）
に
小
金
井
市
農
業
祭

に
出
品
し
た
伝
統
大
蔵
大
根
が
最
高
賞

で
あ
る
東
京
都
知
事
賞
を
い
た
だ
き
、

在
来
種
の
受
賞
は
珍
し
い
で
す
か
ら
評

判
に
な
り
ま
し
た
。

在
来
種
は
栽
培
に
手
間
が
か
か
り
ま

す
が
、
ど
れ
も
味
が
濃
く
て
野
菜
本
来

の
味
が
す
る
ん
で
す
。
子
ど
も
の
食
育

の
お
手
伝
い
も
し
て
い
ま
す
が
、
子
ど

も
の
舌
は
正
直
で
す
。
食
べ
比
べ
さ
せ

る
と
、
ち
ゃ
ん
と
違
い
が
わ
か
る
ん
で

す
よ
。

新
し
い
江
戸
東
京
野
菜
の
栽
培
を
始

め
る
と
き
は
、
つ
く
ば
市
の
〈
農
業
生

物
資
源
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
〉
へ
種
の
保
管

が
な
い
か
問
い
合
わ
せ
ま
す
。
自
分
で

種
取
り
す
る
と
き
は
、
ほ
か
の
種
と
交

配
し
な
い
よ
う
に
ハ
ウ
ス
の
中
で
丁
寧

に
育
て
て
い
ま
す
。

黄
金
井
江
戸
東
京
野
菜
研
究
会
と
い

う
会
を
つ
く
っ
て
、
本
場
、
江
戸
川
・

亀
戸
の
生
産
者
さ
ん
に
亀
戸
大
根
の
つ

く
り
方
を
う
か
が
っ
た
り
、
失
敗
の
解

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
血
が
騒
ぐ

な
に
せ
、
つ
く
っ
た
こ
と
の
な
い
野

菜
で
し
た
か
ら
、
最
初
は
手
探
り
で
す
。

通
常
の
青
首
大
根
と
同
じ
感
覚
で
、

フ
ェ
ア
の
２
カ
月
前
に
亀
戸
大
根
の
種

を
蒔
い
た
と
こ
ろ
、
１
カ
月
で
で
き
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。
育
ち
過
ぎ
る
と

〈
す
〉
が
入
っ
て
し
ま
う
の
で
、
最
初

に
蒔
い
た
種
は
ほ
と
ん
ど
ダ
メ
に
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
試
行
錯
誤
を
重
ね

て
、
今
で
は
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
き
ま
し

た
よ
。

私
は
以
前
、
電
子
機
器
の
開
発
設
計

を
し
て
い
ま
し
た
。
兄
が
農
家
を
継
い

で
父
を
手
伝
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
20

年
ほ
ど
前
に
転
職
し
て
家
族
で
農
業
を

や
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
経
歴
の
せ

い
か
、
工
夫
す
る
の
は
苦
に
な
ら
な
い
。

そ
れ
で
、
フ
ェ
ア
を
終
え
て
か
ら
も
江

戸
東
京
野
菜
を
つ
く
り
続
け
て
い
ま
す
。

う
ち
は
養
鶏
を
や
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
住
宅
が
込
み
入
っ
て
き
た
の
で
父

の
代
で
野
菜
を
メ
イ
ン
に
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
こ
と
は
別
に
、
も
う

１
カ
所
畑
が
あ
っ
て
、
母
が
体
調
を
崩

し
た
の
で
今
は
や
め
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
そ
ち
ら
で
は
沢
庵
用
に
大
根
を
つ

く
っ
て
い
ま
し
た
。

母
と
私
が
組
ん
で
大
根
を
樽
に
漬
け

て
、
ア
メ
リ
カ
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
ま
で

決
方
法
や
工
夫
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
な

ど
、
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
学
ん
で
い

ま
す
。

野
菜
づ
く
り
の
プ
ロ
と
し
て

私
は
、
野
菜
の
姿
形
の
美
し
さ
を
常

に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
一
番

美
し
く
お
い
し
い
と
き
に
収
穫
す
る
よ

う
に
、
一
つ
ひ
と
つ
の
生
長
度
合
い
に

気
を
配
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
荷

姿
も
野
菜
が
引
き
立
つ
よ
う
に
工
夫
し

て
い
ま
す
。
商
品
に
泥
が
つ
か
な
い
よ

う
に
、
配
送
用
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
も
毎
日

洗
車
し
て
ピ
カ
ピ
カ
に
し
て
い
ま
す
よ
。

見
た
だ
け
で
「
お
い
し
そ
う
！
」
と

思
っ
て
手
に
取
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
、

味
わ
っ
て
も
ら
う
と
こ
ろ
ま
で
た
ど
り

着
け
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

う
ち
の
ト
マ
ト
は
評
判
が
よ
く
、
Ｊ

Ａ
直
売
所
で
１
日
約
１
０
０
袋
（
50
o
）

の
ト
マ
ト
が
あ
っ
と
い
う
間
に
売
れ
て

し
ま
う
ほ
ど
。
小
金
井
市
内
で
全
部
売

れ
て
し
ま
う
の
で
他
所
に
は
出
回
り
ま

せ
ん
。
新
鮮
で
お
い
し
い
こ
と
が
、
東

京
の
地
場
産
野
菜
の
最
大
の
魅
力
で
す
。

同
じ
種
で
も
生
産
者
の
工
夫
で
品
質

に
違
い
が
出
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

工
夫
し
て
良
い
も
の
を
つ
く
る
こ
と
が

楽
し
い
の
で
す
。
江
戸
東
京
野
菜
に
惚

れ
込
ん
だ
東
京
の
一
流
の
シ
ェ
フ
に
も

使
っ
て
も
ら
っ
て
い
て
、
や
り
が
い
が

あ
る
仕
事
で
す
。取

材：

２
０
１
３
年
11
月
18
日

井上誠一さん

いのうえ せいいち
井上農園　東京都小金井市

江戸東京野菜をつくる

生産者

井上誠一さん（右）とお父さんの金長明
（としあき）さん。井上家では誠一さん
のお兄さんの忠明さんがお父さんと組
んで栽培にあたり、誠一さんは江戸東
京野菜など、主に栽培経験のない品種
に挑戦して差別化を図っている。



19 江戸東京野菜でまち興し

下左：肌の肌理が細かく色白なところも、美人たる所以。
下右：荷姿も大事、と丁寧に水洗いして出荷している。

2013年（平成25）のテーマは、「小金井の小
さな秋」。馬込三寸人参、しんとり菜、伝統
大蔵大根、金町こかぶ、亀戸大根、伝統小
松菜、東京長かぶの7種類の江戸東京野菜を
昆布締めして、敷き詰めた。卵の月ときの
こが、秋の風情を添える。

撮影協力／割烹 真澄

右：秋の黄金丼フェアが始まった当初から
協力している〈割烹 真澄〉の渡邉忠さん。

右：井上農園では、亀戸大根をハウス
栽培している。「葉っぱがおかめの顔み
たいな形でしょ。それでおかめ大根と
も言われていたんですよ」と誠一さん。
おかめは江戸時代の美人の代名詞。
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家族で六次産業化
栽培する（一次）だけでなく、

加工品をつくったり（二次）、

自ら販売を手がけたり（三次）することを

六次産業化（一次+二次+三次=六次）といい、

経営を多角化することで

農業経営の健全化を目指す方策として注目されています。

しかし規模の小さな都市農業地域では、

やりたくても人手や設備がないのが悩みの種です。

そんな中、開店と同時に売り切れ続出の天然酵母パンが、

農産物の売上げを押し上げているのが、

東京・立川の鈴木英次郎さんの農園です。

鈴木さんの背中を押した、

最初の一歩についてうかがいました。

上段左から：養蚕用の建物を改装し
て、オープンした〈天然酵母パンと
カフェ ゼルコバ〉。今では若者を雇
用し、娘夫婦が切り盛りしている／
一畝ごとに多品種が栽培されている
鈴木農園の畑。上：長男の富善さん
と奥さんの弓恵さん夫妻は、脱サラ
して協力するように。家族みんなの
笑顔が素敵。左：大人気の天然酵母
パン。開店直後に売り切れてしまう
ほど。下：品種の選定は長男の担当。



21 家族で六次産業化

き
っ
か
け
は
天
然
酵
母
の
パ
ン

最
初
は
う
ち
も
、
慣
行
栽
培
（
化
学
肥

料
や
農
薬
を
使
用
）
で
栽
培
す
る
、
ご
く
普

通
の
農
家
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
転

換
し
始
め
た
の
は
、
女
房
の
美
智
子
が

「
天
然
酵
母
の
パ
ン
を
つ
く
っ
て
売
り

た
い
」
と
言
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。
51
歳
の
と
き
だ
か
ら
、
１
９
９
８

年
（
平
成
10
）。
も
う
15
年
に
な
り
ま
す
。

天
然
酵
母
と
い
う
の
は
管
理
が
難
し

く
、
徹
夜
仕
事
に
な
っ
た
り
、
力
仕
事

も
あ
っ
た
り
で
大
変
な
ん
で
す
よ
。
パ

ン
は
薪
を
使
っ
て
石
釜
で
焼
い
て
い
る

の
で
す
が
、
薪
を
使
う
の
も
結
構
、
き

つ
い
仕
事
で
す
。
そ
れ
で
力
仕
事
を
私

が
手
伝
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

パ
ン
に
野
菜
を
使
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
か
ら
、
天
然
酵
母
を
使
っ
た

パ
ン
な
の
に
野
菜
が
農
薬
や
化
学
肥
料

を
使
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
じ
ゃ
ダ
メ

な
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
考
え
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
、
長
年
の
慣
行
栽
培
を
Ｅ
Ｍ
農

法
に
切
り
替
え
て
い
き
ま
し
た
。

大
き
く
カ
ッ
ト
し
た
野
菜
が
ご
ろ
ご

ろ
入
っ
た
カ
ン
パ
ー
ニ
ュ
は
、
女
房
の

創
作
パ
ン
で
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

カ
ボ
チ
ャ
や
紫
芋
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
、
パ
ン
に
使
え
そ
う

な
野
菜
を
選
ん
で
栽
培
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
最
初
の
こ
ろ
は
パ
ン
が
う

ま
く
焼
け
な
い
で
困
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
ん
で
す
よ
。

み
な
さ
ん
六
次
産
業
化
に
は
苦
労
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
う
ち
で

は
娘
や
息
子
、
そ
の
連
れ
合
い
が
み
ん

な
協
力
し
て
く
れ
て
う
ま
く
い
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
11
月
末
に
は
収
穫
祭
を
や
っ
て

い
ま
す
。
今
年
も
大
勢
の
お
客
さ
ん
が

来
て
く
れ
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
て
呼
び
か
け
た
ら
す
ご
い
反
響

で
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
力
は
す

ご
い
で
す
ね
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
息
子

た
ち
が
考
え
て
く
れ
る
し
、
や
は
り
若

者
の
力
が
あ
る
と
い
う
の
は
有
り
難
い

こ
と
で
す
。

相
乗
効
果
で
野
菜
も
大
人
気

Ｅ
Ｍ
農
法
に
切
り
替
え
て
か
ら
は
、

パ
ン
に
使
う
の
が
中
心
で
、
野
菜
の
販

売
は
月
曜
日
と
土
曜
日
の
週
に
２
日
だ

け
。
野
菜
を
直
売
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
パ
ン
屋
を
始
め
て
か
ら
で
す
が
、

相
乗
効
果
で
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
朝
10
時
に
開
店

す
る
と
す
ぐ
に
売
り
切
れ
て
し
ま
い
ま

鈴木英次郎さん

すずき えいじろう
鈴木農園　東京都立川市

す
。
直
売
所
も
た
く
さ
ん
で
き
て
過
当

競
争
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
今
の
時

代
、
農
業
も
普
通
に
や
っ
て
い
た
ら
生

き
残
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
出
し
て
い
る
の
は
30
種
類
ぐ
ら

い
で
す
が
、
年
間
１
０
０
種
類
ぐ
ら
い

の
野
菜
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
長
男
の

富
善
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
、

次
々
と
変
わ
っ
た
野
菜
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
都
内
な
ど
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
頼

ま
れ
て
、
20
軒
ぐ
ら
い
に
宅
配
便
で
送

っ
て
い
ま
す
が
、
申
し
訳
な
い
の
で
す

が
個
人
向
け
に
は
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
だ
け
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
た

ら
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
お
客
さ

ん
の
顔
を
直
接
見
ら
れ
る
か
ら
喜
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
の
が
わ
か
る
し
、
お

客
さ
ん
も
野
菜
を
つ
く
っ
て
い
る
我
々

の
顔
が
見
ら
れ
る
か
ら
安
心
し
て
く
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

都
市
の
農
地
と
し
て

生
産
緑
地
に
し
た
の
は
、
１
９
９
２

年
（
平
成
４
）
で
す
。
自
分
の
代
は
も
ち

ろ
ん
農
業
を
や
る
つ
も
り
だ
っ
た
か
ら

生
産
緑
地
に
し
た
ん
で
す
が
、
そ
の
こ

ろ
長
男
は
勤
め
に
出
て
い
ま
し
た
。
２

０
０
７
年
（
平
成
19
）
結
婚
を
機
に
、
嫁

さ
ん
と
も
ど
も
勤
め
を
辞
め
て
、
一
緒

に
農
業
を
や
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

う
ち
は
私
で
５
代
目
。
息
子
は
６
代
目

で
す
。
男
の
子
の
孫
が
い
て
、
今
は
幼

稚
園
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
彼
が
７
代

始
め
た
当
初
は
、
私
と
女
房
の
二
人

で
や
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
う
ち
に

お
茶
を
飲
み
た
い
と
い
う
人
も
出
て
き

た
の
で
、
大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
た
養

蚕
用
の
建
物
を
カ
フ
ェ
に
改
装
し
、
私

が
マ
ス
タ
ー
に
な
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
を
淹

れ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
う
ち
の
女
房
は

私
よ
り
も
セ
ン
ス
が
良
く
て
、
内
装
や

イ
ン
テ
リ
ア
も
彼
女
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で

や
り
ま
し
た
。

何
年
か
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
娘

の
理
恵
が
カ
フ
ェ
を
手
伝
う
よ
う
に
な

り
、
一
緒
に
パ
ン
づ
く
り
を
し
て
い
た

小
野
く
ん
と
結
婚
。
今
は
娘
夫
婦
が

〈
天
然
酵
母
パ
ン
と
カ
フ
ェ
　
ゼ
ル
コ

バ
〉
を
切
り
盛
り
し
て
い
ま
す
。

ゼ
ル
コ
バ
と
い
う
の
は
、
ス
ペ
イ
ン

語
で
欅

け
や
き

の
こ
と
。
今
は
ず
い
ぶ
ん
伐
ら

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
五
日
市
街
道

沿
い
に
大
き
な
欅
並
木
が
ず
ら
っ
と
並

ん
で
、
武
蔵
野
の
雑
木
林
を
彷
彿
と
さ

せ
る
景
色
だ
っ
た
ん
で
す
。

カ
フ
ェ
は
、
以
前
は
週
２
日
し
か
営

業
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
は
金

土
日
月
の
４
日
間
営
業
し
て
い
ま
す
。

目
で
す
ね
。

灌
水
用
に
は
水
道
水
を
使
っ
て
い
ま

す
が
、
今
年
か
ら
畑
に
撒
く
た
め
の
水

道
水
は
下
水
道
料
金
を
免
除
に
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

農
地
を
防
災
空
間
と
し
て
活
用
す
る

と
い
う
政
策
が
、
東
京
都
と
立
川
市
で

進
め
ら
れ
て
い
て
、
普
段
は
農
業
灌
水

用
と
し
て
使
え
る
１
０
０
ｍ
の
深
井
戸

を
掘
る
計
画
も
出
て
い
ま
す
。
深
井
戸

だ
と
安
全
で
お
い
し
い
水
が
出
る
み
た

い
で
、
災
害
時
に
生
活
用
水
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
、
農
地
に

井
戸
を
掘
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

新
規
就
農
を
目
指
し
て
、
勤
め
を
辞

め
て
う
ち
で
研
修
生
を
や
っ
て
い
る
人

も
い
ま
す
。
彼
女
は
１
年
間
の
研
修
が

終
わ
っ
た
ら
、
畑
を
借
り
て
農
業
を
始

め
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

あ
と
に
も
新
し
い
人
が
来
る
予
定
で
、

今
ま
で
農
業
と
関
係
な
か
っ
た
人
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。都

会
な
ら
で
は
の
苦
労
は
、
近
隣
へ

の
配
慮
で
す
ね
。
ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
う

に
も
、
音
が
出
る
も
の
は
気
兼
ね
し
ま

す
。
夏
場
な
ん
か
は
、
朝
の
５
時
に
は

仕
事
を
始
め
た
い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
が

作
業
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
買
っ
て

い
た
だ
く
に
は
た
く
さ
ん
人
が
住
ん
で

い
る
住
宅
地
の
近
く
だ
と
い
う
の
は
メ

リ
ッ
ト
で
す
。
共
存
共
栄
な
ん
で
す
ね
。

取
材：

２
０
１
３
年
11
月
21
日
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小泉 勝さん

こいずみ まさる

小泉牧場

命
の
バ
ト
ン
を
練
馬
で
つ
な
ぐ

上：生後3週間の子牛。小泉牧場では初産が軽くなるよう
に、小柄な黒毛とホルスタインを掛け合わせている。いわ
ば牛界のハイブリッド。そのため黒い子牛も。
左：牧場の全景。この風景が交通量の多い道路沿いに現わ
れるのだからビックリ。



命のバトンを練馬でつなぐ23

酪
農
家
三
代
目

西
武
池
袋
線
の
大
泉
学
園
駅
か
ら
徒

歩
10
分
。
車
の
往
来
が
激
し
い
通
り
沿

い
に
突
如
サ
イ
ロ
が
現
わ
れ
る
の
で
、

「
ま
さ
か
牧
場
が
あ
る
の
？
」
と
思
う

人
が
い
る
み
た
い
で
す
け
れ
ど
、
そ
の

ま
さ
か
、
で
す
。

父
（
二
代
目
の
與
七
〈
よ
し
ち
〉
さ
ん
）
が

働
き
詰
め
で
子
ど
も
時
代
に
ま
っ
た
く

構
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
の
で
、
家
業
が

大
嫌
い
な
子
ど
も
で
し
た
。

バ
ブ
ル
景
気
の
こ
ろ
は
土
地
を
売
っ

て
ほ
し
い
と
か
、
不
動
産
経
営
を
勧
め

ら
れ
た
こ
と
も
。
そ
れ
で
も
父
は
無
骨

に
本
業
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
酪
農
家

と
し
て
の
プ
ロ
意
識
が
、
父
を
支
え
た

ん
だ
と
思
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
前
ま
で
は
何
軒
か
残
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
と
う
と
う
〈
23
区
唯

一
の
牧
場
〉
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

父
が
頑
張
っ
て
く
れ
た
か
ら
、
小
泉
牧

場
が
あ
る
。
そ
れ
で
僕
は
、
誇
り
を
持

っ
て
三
代
目
と
名
乗
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
街
の
酪
農
家
と
し
て

臭
い
や
鳴
き
声
に
は
、
も
ち
ろ
ん
気

を
使
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
、

都
会
だ
か
ら
な
の
で
は
な
く
、
生
き
も

の
っ
て
も
と
も
と
き
れ
い
好
き
で
、
も

の
す
ご
く
繊
細
な
ん
で
す
。

餌
を
や
る
と
き
や
掃
除
を
す
る
と
き

で
も
、
大
き
な
音
を
立
て
た
り
す
る
と

牛
が
び
っ
く
り
し
て
神
経
質
に
な
り
ま

す
。
だ
か
ら
牛
の
世
話
を
手
伝
っ
て
く

れ
る
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
も
、
な
る
べ
く

穏
や
か
に
接
し
て
も
ら
う
よ
う
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
不
思
議

な
こ
と
に
、
牛
は
ほ
と
ん
ど
鳴
く
こ
と

も
な
く
穏
や
か
な
性
格
に
な
り
ま
す
。

牛
を
見
て
い
る
と
、「
本
当
に
人
間
の

子
ど
も
と
一
緒
だ
な
あ
」
と
思
い
ま
す

よ
。
牛
を
見
て
い
る
と
、
子
ど
も
の
問

題
も
、
ほ
と
ん
ど
大
人
の
問
題
が
原
因

な
ん
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

１
日
６
回
、
井
戸
水
を
流
し
て
牛
舎

を
掃
除
し
て
、
消
臭
の
た
め
に
コ
ー
ヒ

ー
豆
の
カ
ス
を
撒
い
て
い
ま
す
。
臭
い

の
苦
情
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

運
動
す
る
場
所
が
あ
ま
り
な
い
た
め
、

生
ま
れ
て
４
カ
月
経
っ
た
ら
北
海
道
の

牧
場
に
預
か
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
預
託

と
い
う
の
で
す
が
、
成
長
期
に
広
い
場

所
で
の
び
の
び
育
つ
こ
と
で
足
腰
を
丈

夫
に
す
る
の
が
目
的
で
す
。
22
カ
月
で

戻
っ
て
き
た
ら
人
工
授
精
し
て
出
産
し
、

搾
乳
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

出
産
は
ほ
と
ん
ど
ト
ラ
ブ
ル
無
し
の

自
然
出
産
で
す
。
こ
れ
も
牛
が
健
康
な

証
拠
だ
と
思
い
ま
す
。

餌
は
配
合
飼
料
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

て
い
る
の
で
す
が
、
今
、
流
行
の
有
利

原
料
（
製
造
過
程
で
出
た
残
渣
な
ど
で
、
コ
ス
ト

が
抑
え
ら
れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
持
ち
、
原
料

と
し
て
再
利
用
で
き
る
も
の
）
で
あ
る
お
か

ら
や
ビ
ー
ル
の
搾
り
か
す
を
分
け
て
い

た
だ
い
て
使
っ
て
い
ま
す
。

現
場
が
担
え
る
こ
と

僕
は
一
般
社
団
法
人
中
央
酪
農
会
議

と
い
う
団
体
が
行
な
っ
て
い
る
〈
酪
農

教
育
フ
ァ
ー
ム
〉
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
て
い
る
の
で
す
が
、
久
し
ぶ

り
に
関
連
の
展
示
会
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、

大
企
業
さ
ん
が
食
育
の
ブ
ー
ス
を
ず
ら

っ
と
出
し
て
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

〈
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
〉
の
活
動
は
１

９
９
６
年
（
平
成
８
）
か
ら
続
け
て
い
ま

す
。
実
際
に
牛
の
お
っ
ぱ
い
を
搾
っ
て

牛
乳
を
出
す
こ
と
で
、
生
き
も
の
の
暖

か
さ
、
息
づ
か
い
に
触
れ
て
も
ら
い
、

命
の
大
切
さ
を
身
近
に
体
験
し
て
も
ら

っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
い
う
こ
と
っ
て
、
企
業
理
念
の

食
育
か
ら
は
難
し
い
。
だ
か
ら
、
僕
た

ち
が
練
馬
で
牛
を
飼
う
意
味
が
あ
る
ん

だ
、
と
現
場
に
い
る
者
と
し
て
の
自
負

も
あ
っ
た
の
で
、
立
派
な
ブ
ー
ス
が
並

ん
で
い
る
こ
と
に
少
々
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
た
の
で
す
。

夢
は
自
家
製
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

牛
乳
は
、
本
当
は
牛
の
赤
ち
ゃ
ん
の

た
め
の
も
の
。
ホ
ワ
イ
ト
マ
ジ
ッ
ク
と

も
い
わ
れ
る
命
の
一
滴
で
す
。
お
母
さ

ん
牛
は
、
あ
ば
ら
骨
や
筋
肉
を
削
っ
て
、

牛
乳
を
出
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ

を
分
け
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
す
。

ス
ク
リ
ー
ム
を
つ
く
る
よ
う
に
な
っ
て

直
売
所
を
始
め
ま
し
た
。
対
面
販
売
を

始
め
た
こ
と
で
、
地
域
と
の
つ
な
が
り

も
深
ま
り
ま
し
た
。

今
は
生
乳
を
持
ち
込
ん
で
業
者
さ
ん

に
つ
く
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
本

当
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
チ
ー
ズ
の
製

造
を
手
掛
け
る
の
が
夢
。
絶
対
に
実
現

し
た
い
で
す
ね
。

休
み
無
し
で
一
人
で
頑
張
っ
て
い
た

時
期
も
あ
り
ま
す
。
今
は
、
午
前
中
は

父
が
手
伝
っ
て
く
れ
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん

二
人
と
僕
の
４
人
で
45
頭
前
後
の
牛
の

面
倒
を
見
て
い
ま
す
。
朝
６
時
か
ら
夜

10
時
半
ま
で
働
い
て
、
休
み
は
月
に
２

回
で
す
。

そ
ん
な
僕
も
、
実
は
高
校
生
ま
で
動

物
も
牛
も
嫌
い
で
牧
場
の
跡
を
継
ご
う

な
ん
て
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
恥

ず
か
し
な
が
ら
、
本
当
に
こ
の
仕
事
の

意
味
が
わ
か
っ
た
の
は
、
自
分
に
子
ど

も
が
生
ま
れ
て
か
ら
で
す
。

だ
か
ら
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
も
、

今
は
わ
か
ら
な
く
て
も
い
ず
れ
自
分
に

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
に
、
牛
に
触

っ
た
と
き
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
命

の
尊
さ
を
噛
み
締
め
て
く
れ
る
の
で
は

な
い
か
、
と
思
う
ん
で
す
。

酪
農
を
こ
こ
で
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
り
ま
す
。
地

域
と
つ
な
が
っ
て
い
る
酪
農
家
と
し
て
、

ず
っ
と
こ
こ
で
牛
を
飼
い
続
け
た
い
で

す
ね
。

取
材：

２
０
１
３
年
11
月
21
日

僕
は
小
学
校
３
年
生
を
中
心
と
し
た

親
子
農
業
体
験
も
８
年
続
け
て
い
ま
す

が
、
お
母
さ
ん
牛
が
命
を
削
っ
て
出
し

て
い
る
牛
乳
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
、

ご
飯
を
食
べ
る
と
き
に
「
い
た
だ
き
ま

す
」
と
言
う
の
は
「
あ
な
た
の
命
を
私

の
命
に
変
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
き

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
止
め
て
く

れ
た
ら
、
い
っ
た
ん
忘
れ
て
し
ま
っ
て

も
、
大
事
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
も

の
が
な
ん
な
の
か
を
思
い
出
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
泉
牧
場
の
牛
乳
は
、
工
場
に
納
品

す
る
と
東
京
都
酪
農
業
協
同
組
合
に
参

加
す
る
ほ
か
の
生
産
者
の
牛
乳
と
混
ぜ

て
加
工
さ
れ
、
販
売
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ら
、
う

ち
の
牛
乳
だ
け
で
依
託
製
造
し
て
も
ら

え
ま
す
。
親
子
酪
農
体
験
で
で
き
た
つ

な
が
り
が
一
回
で
終
わ
っ
た
ら
も
っ
た

い
な
い
と
思
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ア
イ
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光や温度を自在にコントロールし、

虫や病原菌から隔離した環境で

農薬不要な栽培を可能にした植物工場は、

狭い土地での高い生産性をかなえて、

都市農業としての活用が期待できます。

施設園芸の第一人者、古在豊樹さんに

植物工場の現状と

家庭や病院でも使える小型機開発についてうかがいました。

植物工場の可能性

ハイテク技術の農的活用

古在豊樹さん

こざい とよき

NPO法人植物工場研究会理事長　千葉大学名誉教授　農学博士

1943年生まれ。千葉大学園芸学部園芸学科卒業、東京大学大学院農学系研究科博士課程修了。1973年大阪府
立大学助手（農学部）、1977年千葉大学助教授（園芸学部）、1990年千葉大学教授（園芸学部）、1995年同大
学院教授（自然科学研究科）。1999年同園芸学部長、2003年同環境健康フィールド科学センター長、2005年
〜2008年千葉大学学長、2009年同大学定年退職、環境健康フィールド科学センター特命研究員、2010年より
現職。2002年に紫綬褒章。日本農学会・日本農学賞、米国・培養生物学会 (The Society for In Vitro Biology )生
涯業績賞など受賞歴多数。

主な著書に、『閉鎖型苗生産システムの開発と利用―食料・環境・エネルギ問題の解決を目指して―』（養賢
堂 1999）、『「幸せの種」はきっと見つかる』（祥伝社 2008）、『太陽光型植物工場―先進的植物工場のサステナ
ブル・デザイン』（編著／オーム社 2009）、『人工光型植物工場』（編著／オーム社 2012）ほか

世
界
的
な
需
要
増
に
応
え
る

現
在
、
地
球
に
住
ん
で
い
る
人
間
の

50
％
以
上
が
都
市
に
住
ん
で
い
て
、
生

野
菜
の
供
給
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
需
要
に
応
え
る
た
め
に
先
進
国
で

は
平
均
で
３
０
０
０
d
の
距
離
を
運
ん

で
い
ま
す
か
ら
、
輸
送
の
た
め
に
使
わ

れ
る
化
石
燃
料
や
、
冷
蔵
、
冷
凍
に
か

か
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
莫
大
な
も
の
で
す
。

加
え
て
、
そ
の
た
め
に
引
き
起
こ
さ
れ

る
道
路
の
摩
耗
な
ど
を
考
え
た
ら
、
相

当
な
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

植
物
工
場
と
い
う
の
は
、
狭
い
土
地

面
積
で
も
栽
培
環
境
を
調
節
す
る
こ
と

で
、
都
市
で
も
家
庭
で
も
効
率
的
に
植

物
の
栽
培
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。
究

極
の
自
給
自
足
が
実
現
で
き
ま
す
か
ら
、

都
市
の
新
し
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
一
つ
、

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

人
工
光
を
利
用
す
る
植
物
工
場
の
分

野
で
は
、
日
本
が
断
然
ト
ッ
プ
で
、
台

湾
、
韓
国
が
あ
と
に
続
い
て
い
ま
す
。

日
本
で
生
産･

販
売
を
し
て
い
る
人
工

光
型
植
物
工
場
は
約
１
５
０
カ
所
あ
り

ま
す
。

中
国
は
ま
だ
生
産
販
売
し
て
い
る
会

社
が
あ
り
ま
せ
ん
。
畑
の
野
菜
が
安
い

の
で
競
争
力
が
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
は
ま
だ
成
立
し
な
い
段
階
な
の
で
す
。

し
か
し
、
中
国
で
は
化
学
肥
料
と
農
薬

の
過
度
な
使
用
量
を
不
安
に
思
う
人
々

が
多
く
、「
安
全
な
野
菜
だ
っ
た
ら
４

〜
５
倍
の
価
格
で
も
買
う
」
と
い
う
富

裕
層
の
需
要
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
か

ら
、
実
用
化
も
そ
う
遠
く
な
い
将
来
だ

と
思
い
ま
す
。

街
中
植
物
工
場
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

千
葉
大
学
で
は
柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス

（
千
葉
県
柏
市
）
内
に
、
合
計
で
１
ha
を
超

え
る
規
模
で
太
陽
光
型
と
人
工
光
型
の

植
物
工
場
の
実
証
実
験
施
設
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

ま
た
植
物
工
場
研
究
会
と
い
う
特
定

非
営
利
活
動
法
人
を
２
０
１
０
年
（
平

成
22
）
に
立
ち
上
げ
て
、
現
在
は
96
団

体
が
協
賛
し
て
い
ま
す
。
柏
の
葉
キ
ャ

ン
パ
ス
駅
の
横
に
も
東
京
・
府
中
に
あ

る
病
院
の
中
に
も
人
工
光
型
植
物
工
場

が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を

含
め
て
、
植
物
工
場
の
設
計
や
運
営
に

協
力
し
て
い
ま
す
。

実
証
実
験
施
設
は
、
産
学
連
携
の
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
方
式
で
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
太
陽
光
を
利
用
し
た
ト
マ
ト
栽

培
施
設
５
棟
、
人
工
光
を
利
用
し
た
レ

タ
ス
栽
培
施
設
２
棟
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

多
彩
な
手
段
と
方
法
で
、
狭
い
土
地
で

い
か
に
生
産
性
を
上
げ
コ
ス
ト
を
削
減

で
き
る
か
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

〈
街
中
植
物
工
場
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
〉

は
、「
植
物
工
場
の
技
術
が
街
中
い
た

る
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
近
未
来
の
姿
を

展
示
体
験
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
私
が
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
と
三
井
不
動

産
株
式
会
社
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
ほ

か
企
業
８
社
が
共
同
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

植
物
工
場
の
小
型
版
デ
モ
機
（
27
ペ
ー

ジ
参
照
）
は
家
庭
用
小
型
冷
蔵
庫
ほ
ど
の

大
き
さ
で
、
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
も
違

和
感
の
な
い
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま

す
。デ

モ
機
と
苗
は
こ
ち
ら
で
提
供
し
て

近
隣
の
モ
ニ
タ
ー
５
世
帯
に
貸
し
出
し

て
育
て
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
２
〜
３

週
間
も
す
る
と
自
分
で
種
を
蒔
く
な
ど

非
常
に
積
極
的
な
人
が
多
く
、
私
も
感



装
置
は
小
さ
な
地
球
の
モ
デ
ル

私
は
小
型
植
物
工
場
装
置
に
は
、
家

庭
用
と
し
て
だ
け
で
な
く
教
材
と
し
て

の
可
能
性
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

水
が
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
れ
ぐ
ら
い

必
要
か
、
Ｃ
Ｏ
２
を
ど
れ
く
ら
い
吸
収

し
て
い
る
か
、
と
い
っ
た
こ
と
も
一
目

で
わ
か
り
ま
す
か
ら
デ
ー
タ
を
取
る
こ

と
が
楽
し
み
に
な
り
ま
す
。

装
置
の
中
で
は
、
水
も
循
環
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
１
r
の
水
を
や
る
と
、

植
物
体
で
保
持
す
る
水
は
わ
ず
か
２
〜

３
％
で
９
７
０
cc
ほ
ど
の
水
が
葉
か
ら

蒸
散
し
ま
す
。

普
通
は
、
蒸
散
し
た
水
は
空
中
に
出

て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
閉
じ
た
空

間
で
す
か
ら
蒸
散
水
を
回
収
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
水
の
使
用

量
は
施
設
栽
培
に
比
べ
て
50
分
の
１
ほ

ど
、
露
地
栽
培
に
比
べ
る
と
１
０
０
分

の
１
ほ
ど
で
済
み
ま
す
。
そ
れ
で
、
現

在
は
超
節
水
型
の
植
物
栽
培
シ
ス
テ
ム

と
し
て
も
、
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

装
置
は
、
人
工
光
の
照
明
具
か
ら
出

る
熱
を
冷
や
す
た
め
に
常
に
冷
房
し
て

い
ま
す
。
冷
房
す
る
と
、
蒸
散
し
た
水

が
結
露
し
ま
す
か
ら
回
収
で
き
ま
す
。

葉
か
ら
蒸
散
す
る
水
は
蒸
留
水
で
す
か

ら
、
装
置
の
配
管
な
ど
に
雑
菌
が
つ
い

て
い
な
い
限
り
、
汚
染
さ
れ
て
い
な
い

き
れ
い
な
水
を
繰
り
返
し
使
う
こ
と
が

可
能
で
す
。
ま
た
、
植
物
が
い
か
に
Ｃ

Ｏ
２
を
吸
収
す
る
か
と
い
う
こ
と
も
教

え
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
装
置
は
小
さ
な

地
球
の
モ
デ
ル
の
よ
う
な
も
の
で
、
１

台
で
広
範
囲
な
科
学
的
知
識
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
優
秀
な
学
習
キ
ッ
ト
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

施
設
園
芸
の
黎
明
期

私
は
施
設
園
芸
の
研
究
を
、
50
年
間

や
っ
て
き
ま
し
た
。
以
前
は
施
設
の
資

材
に
ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル
フ
ィ
ル
ム
が
使

わ
れ
て
い
た
た
め
、
施
設
園
芸
ハ
ウ
ス

の
こ
と
を
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
と
呼
ん
で

い
ま
し
た
。
現
在
は
、
よ
り
耐
候
性
に

優
れ
寿
命
が
長
い
農
業
用
ポ
リ
オ
レ
フ

ィ
ン
系
フ
ィ
ル
ム
や
フ
ッ
素
樹
脂
の
フ

ィ
ル
ム
が
開
発
さ
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
も

進
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ

ィ
ル
ム
が
つ
く
ら
れ
始
め
た
の
は
１
９

６
０
年
代
の
は
じ
め
。
資
材
が
確
保
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
施
設
園
芸
が
盛

ん
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

当
時
、
施
設
園
芸
を
や
っ
て
い
る
農

家
さ
ん
と
い
う
の
は
大
変
厳
し
い
状
況

に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
と
言
い
ま
す

の
も
、
お
米
が
つ
く
れ
な
い
、
果
樹
園

も
だ
め
、
と
い
う
よ
う
な
土
地
で
営
農

し
て
い
る
人
が
、
面
積
の
小
さ
い
土
地

で
生
計
を
立
て
る
た
め
に
施
設
園
芸
を

し
て
い
た
か
ら
で
す
。
土
地
の
面
積
あ
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心
す
る
ほ
ど
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
て
、

楽
し
み
な
が
ら
栽
培
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
デ
モ
機
を
使

っ
て
い
た
だ
い
た
お
宅
で
は
、
家
族
３

人
で
は
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
収
穫
で
き

た
そ
う
で
す
。

サ
ニ
ー
レ
タ
ス
な
ど
は
特
定
の
波
長

の
光
を
当
て
る
と
赤
み
を
増
す
性
質
が

あ
り
ま
す
が
、
温
度
が
高
い
と
赤
が
出

に
く
い
の
で
す
。
そ
れ
で
、
赤
み
を
出

す
に
は
温
度
を
低
く
抑
え
た
ほ
う
が
鮮

や
か
な
色
が
出
る
、
そ
う
い
う
こ
と
を

自
分
で
発
見
し
た
人
も
い
ま
し
た
。
発

見
が
あ
る
と
、
ど
ん
ど
ん
楽
し
く
な
っ

て
い
く
ん
で
す
ね
。
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー

と
リ
ー
ダ
ー
と
モ
ニ
タ
ー
５
世
帯
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な
が
っ
て
い
て
、

日
々
の
活
動
が
や
り
取
り
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
誰
か
が
成
果
を
発

表
す
る
と
、
競
い
合
う
よ
う
に
し
て
活

動
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

実
証
実
験
を
し
て
み
て
、「
こ
れ
は

今
ま
で
の
よ
う
に
映
画
鑑
賞
と
か
音
楽

を
聞
く
と
い
う
の
と
違
う
、
新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
創
造
で
あ
り
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
生
活
な
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
確
信
を
持
つ
に
至
り
ま

し
た
。

最
低
で
も
年
間
５
万
台
ぐ
ら
い
売
れ

る
確
証
が
取
れ
な
い
と
製
品
と
し
て
販

売
す
る
こ
と
は
難
し
い
そ
う
で
す
が
、

是
非
、
商
品
化
ま
で
漕
ぎ
着
け
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。



た
り
の
生
産
性
を
上
げ
な
く
て
は
、
食

べ
て
い
か
れ
ま
せ
ん
か
ら
。

生
活
に
余
裕
が
あ
れ
ば
農
閑
期
に
休

む
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
施
設
園
芸
農

家
は
冬
で
も
休
む
間
も
な
く
働
い
て
、

や
っ
と
食
べ
て
い
た
と
い
う
状
況
で
し

た
。
私
は
そ
の
よ
う
な
施
設
園
芸
を
研

究
す
る
こ
と
で
、
何
か
の
役
に
立
て
た

ら
と
い
う
思
い
で
研
究
に
携
わ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

植
物
は
雨
が
当
た
る
と
病
気
が
発
生

し
や
す
く
な
る
の
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

フ
ィ
ル
ム
を
か
け
て
雨
が
当
た
ら
な
い

よ
う
に
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
雨
除
け
栽

培
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
撒
い
た
水
は
す
ぐ
に
蒸
発
し

て
し
ま
う
の
で
す
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

フ
ィ
ル
ム
で
覆
え
ば
蒸
発
を
抑
制
で
き

ま
す
。
そ
の
た
め
節
水
栽
培
と
も
呼
ば

れ
、
水
の
確
保
に
苦
労
し
た
地
域
で
、

い
ち
早
く
採
用
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
も

あ
り
ま
す
。

現
在
も
Ｆ
Ａ
Ｏ
（F

ood and A
griculture

O
rganization of the U

nited N
ations：

国
際

連
合
食
糧
農
業
機
関
）
な
ど
が
、
節
水
農
業

の
非
常
に
有
効
な
手
段
と
し
て
施
設
園

芸
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
露
地
栽
培

と
比
べ
て
７
〜
８
分
の
１
の
水
使
用
量

で
抑
え
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

良
質
な
苗
の
育
成
と
人
工
光

農
業
で
は
、
苗
の
質
が
非
常
に
重
要

と
な
り
ま
す
。「
苗
半
作
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
の
で
す
が
、
良
い
苗
が
あ
っ

た
ら
収
穫
が
半
分
は
約
束
さ
れ
た
よ
う
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な
も
の
だ
、
と
い
う
意
味
で
す
。

実
は
、
良
い
苗
を
つ
く
る
に
は
技
術

が
必
要
で
、
20
〜
30
年
ほ
ど
前
か
ら
、

一
年
を
通
じ
て
苗
だ
け
を
生
産
す
る
苗

農
家
が
現
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

施
設
園
芸
の
か
た
わ
ら
苗
生
産
の
研

究
に
取
り
組
む
う
ち
に
、
人
工
光
を
使

っ
た
ほ
う
が
育
苗
が
し
や
す
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
施
設
で
病
害

虫
か
ら
隔
離
し
て
人
工
光
を
使
い
、
環

境
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
行
な
う

苗
生
産
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
民
間
企
業
が
商
品
と
し
て
開
発

し
て
、
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
技
術
は
１
９
７
５
年

（
昭
和
50
）
か
ら
研
究
さ
れ
て
い
た
人
工

光
型
植
物
工
場
の
技
術
を
育
苗
に
応
用

し
た
も
の
で
す
。

狭
い
土
地
で
の
高
い
生
産
性

人
工
光
で
生
産
す
る
一
番
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
耕
作
に
適
さ
な
い
土
地
を
有
効

利
用
で
き
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
人
工

光
を
使
え
ば
、
密
集
し
て
植
え
た
も
の

を
立
体
的
に
設
置
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
、
単
位
面
積
あ
た
り
の
収
穫
が
飛

躍
的
に
高
ま
る
か
ら
で
す
。

も
し
も
太
陽
光
で
同
じ
収
穫
量
を
上

げ
よ
う
と
し
た
ら
、
１
０
０
倍
以
上
の

の
耕
地
面
積
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
植

物
工
場
が
都
市
農
業
へ
貢
献
で
き
る
と

期
待
が
集
ま
る
の
は
、
狭
い
土
地
で
の

高
い
生
産
性
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
結

果
と
し
て
省
ス
ペ
ー
ス
に
な
り
、
作
業

の
た
め
の
移
動
距
離
も
節
約
で
き
ま
す
。

人
工
光
で
は
植
物
が
丈
夫
に
育
つ
は

ず
が
な
い
、
と
い
う
思
い
込
み
を
払
拭

す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
す
が
、

実
際
に
使
っ
て
み
た
人
に
は
そ
の
実
力

が
す
ぐ
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
は
ず
で

す
。
ま
た
電
気
代
を
心
配
さ
れ
る
人
も

い
ま
す
が
、
全
体
の
コ
ス
ト
か
ら
み
た

ら
現
在
で
も
20
％
程
度
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
利

用
で
今
後
は
ま
す
ま
す
低
く
な
り
ま
す
。

人
工
光
は
、
現
在
、
白
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が

主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。
白
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ

は
、
波
長
が
短
く
白
く
見
え
る
青
い
光

を
多
く
出
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
赤
い

Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
波
長
が
長
く
、
電
気
使
用
量

が
少
な
く
て
済
み
ま
す
。
光
合
成
の
面

か
ら
い
う
と
、
赤
い
光
だ
け
で
い
い
の

で
す
が
、
青
い
光
が
無
い
と
正
常
な
生

長
が
で
き
な
い
の
で
混
合
し
て
使
っ
て

い
ま
す
。

今
ま
で
は
、
コ
ス
ト
を
か
け
て
つ
く

る
の
だ
か
ら
高
付
加
価
値
、
高
価
格
の

野
菜
を
つ
く
ら
な
い
と
、
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
実
際
、
３
年
ぐ
ら
い
前
ま

で
は
植
物
工
場
で
利
益
を
上
げ
る
の
は

な
か
な
か
難
し
い
状
況
で
し
た
。
と
こ

ろ
が
今
で
は
、
無
農
薬
で
清
浄
な
レ
タ

ス
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
つ
く
れ
ば
利
益

が
出
る
企
業
が
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
コ
ス
ト
が
抑
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
野

菜
の
値
段
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
る

上：トマト、レタス、花卉など、それぞれにテーマ
を定めて実証実験が行なわれている。
中：千葉大学柏の葉キャンパス内に並ぶ、太陽光型
の実証実験施設
下右：人工光を利用した葉もの野菜の栽培実験
下左：苗生産システム。



植
物
工
場
に
託
す
夢

小
型
植
物
工
場
装
置
は
、
ゲ
ー
ム
と

同
じ
よ
う
な
欲
求
を
満
た
し
な
が
ら
、

非
常
に
リ
ア
ル
な
手
応
え
が
あ
り
ま
す

し
、
生
き
も
の
を
育
て
る
作
業
で
す
。

ゲ
ー
ム
は
バ
ー
チ
ャ
ル
な
世
界
で
す
し

攻
撃
的
な
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
か
ら
、

小
型
植
物
工
場
装
置
が
実
用
化
し
て

「
う
ま
く
育
ん
だ
ほ
う
が
勝
ち
」
と
い

う
こ
と
を
楽
し
い
と
感
じ
る
こ
と
に
は
、

大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

実
際
に
は
装
置
を
自
宅
に
置
く
こ
と

が
難
し
い
人
も
い
ま
す
か
ら
、
ゲ
ー
ム

版
の
〈
植
物
工
場
〉
を
つ
く
る
の
も
一

考
で
す
。
市
民
農
園
に
い
き
な
り
行
っ

て
も
う
ま
く
栽
培
で
き
る
自
信
が
な
い

人
に
は
、
ま
ず
ゲ
ー
ム
で
練
習
し
て
、

そ
れ
か
ら
小
型
植
物
工
場
装
置
に
挑
戦

し
て
も
ら
っ
て
も
い
い
で
す
ね
。

実
は
私
は
、
小
型
植
物
工
場
装
置
に

は
こ
の
よ
う
な
副
次
的
効
果
が
見
込
め

る
の
で
は
な
い
か
、
と
以
前
か
ら
感
じ

て
い
た
の
で
す
。
以
前
か
ら
こ
う
い
う

こ
と
が
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
、
１
９
８
２
年
（
昭
和
57
）
ご
ろ
既

に
雑
誌
記
事
を
書
い
て
い
ま
す
。
や
っ

と
、
時
代
が
追
い
つ
い
て
き
た
思
い
が

し
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

取
材：

２
０
１
３
年
12
月
３
日
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か
に
効
率
的
に
生
産
で
き
る
か
が
わ
か

る
と
思
い
ま
す
。

畑
と
競
合
し
な
い
方
向
へ

た
だ
畑
と
同
じ
も
の
を
つ
く
っ
た
の

で
は
、
農
家
の
人
と
競
合
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
か
ら
、
畑
で
は
で
き
な
い
も

の
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
間
引
き
し
た
葉
と
い
う
の

は
実
に
お
い
し
い
の
で
す
が
、
市
場
に

は
出
回
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
を
新

し
い
商
品
と
し
て
売
る
と
い
う
の
が
一

例
で
す
。
二
十
日
大
根
と
か
小
さ
い
ニ

ン
ジ
ン
と
い
っ
た
も
の
は
、
普
通
に
収

穫
す
る
と
で
き
る
の
に
60
日
ほ
ど
か
か

り
ま
す
が
、
そ
れ
を
約
半
分
、
30
日

（
苗
の
定
植
か
ら
収
穫
ま
で
は
約
10
日
）
ぐ
ら
い

で
収
穫
し
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
葉
も

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。
従
来
は
捨

て
て
い
た
間
引
き
菜
が
商
品
に
な
る
の

で
す
。
白
菜
を
小
さ
い
う
ち
に
収
穫
し

て
チ
コ
リ
の
よ
う
に
し
て
食
べ
る
、
と

い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
を
実
現
し
よ
う
と
し

て
い
る
会
社
も
あ
り
ま
す
。
同
じ
品
種

で
あ
っ
て
も
収
穫
期
を
変
え
る
こ
と
で
、

畑
で
栽
培
し
て
い
る
農
家
と
競
合
し
な

い
新
商
品
と
な
る
の
で
す
。

畑
で
そ
ん
な
こ
と
を
し
よ
う
と
思
っ

た
ら
、
腰
を
屈
め
な
い
と
作
業
で
き
な

い
か
ら
手
間
も
か
か
る
し
、
土
地
利
用

か
ら
い
っ
て
非
効
率
で
す
。
し
か
し
植

物
工
場
な
ら
、
き
れ
い
な
環
境
で
立
っ

た
ま
ま
の
軽
作
業
で
で
き
ま
す
。

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
洗
わ
な
く

て
も
食
べ
ら
れ
る
と
か
、
虫
が
喰
っ
て

い
な
い
と
か
い
っ
た
程
度
の
付
加
価
値

で
も
、
商
業
的
に
ペ
イ
す
る
段
階
に
き

て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ス
ト
は
こ
の
先
も
っ
と
下

が
る
余
地
が
あ
り
ま
す
。
人
工
光
は
電

気
代
が
か
か
り
ま
す
が
、
実
は
す
べ
て

が
効
率
よ
く
葉
に
当
た
っ
て
は
い
ま
せ

ん
。
光
が
す
べ
て
葉
に
当
た
る
よ
う
に

で
き
た
ら
、
照
明
の
数
を
減
ら
せ
る
の

で
電
気
代
が
節
約
で
き
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
を
も
っ
と
高
く
す
る
と
か
、
開
発

の
余
地
が
ま
だ
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま

す
か
ら
、
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
は
進
み
ま
す
。

３
年
半
前
に
で
き
た
レ
タ
ス
栽
培
施

設
は
１
０
０
坪
（
３
３
０
g
）
ち
ょ
っ
と

の
敷
地
で
、
夫
婦
二
人
と
パ
ー
ト
さ
ん

の
７
〜
８
人
で
働
く
農
家
を
想
定
し
て

設
計
さ
れ
ま
し
た
。

生
長
も
早
く
、
レ
タ
ス
な
ら
苗
を
植

え
て
か
ら
収
穫
す
る
ま
で
に
10
日
間
し

か
か
か
り
ま
せ
ん
。
毎
日
３
０
０
０
株
、

年
間
１
０
０
万
株
収
穫
し
、
柏
の
葉
キ

ャ
ン
パ
ス
駅
前
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。

１
株
１
０
０
円
で
出
す
と
し
て
、
全

部
売
れ
た
ら
１
億
円
。
実
際
に
は
８
０

０
０
万
円
売
り
上
げ
る
の
で
す
が
、
こ

の
面
積
の
田
ん
ぼ
で
米
を
つ
く
っ
た
ら

１
万
円
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、

初
期
コ
ス
ト
と
運
転
コ
ス
ト
が
格
段
に

大
き
い
で
す
が
、
植
物
工
場
で
は
、
い

閉鎖型植物生産システムにおける
水利用効率の実測例
（大山・古在、2008）を参考に編集部で作図

2000kg

除湿回収水量

かん水量

ヒートポンプ除湿

植物からの蒸散水
培地からの蒸発水

漏出

追加

培地と植物の水分

42kg

58kg2058kg

2100kg100kg

閉鎖型植物生産システムでの水利用効率は0.97。温室でか
ん水した場合、蒸散・蒸発した水蒸気は回収できないので、水
利用効率は0.02となり、48倍以上の水量を必要とする。

ンポトーヒ プ g湿 k8502
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ggk001 k0012
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量
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図

例
る

水
か

家庭用小型冷蔵庫ほどの大きさの小型植物工場装置。
下図は、閉鎖型植物生産システムで、水を循環させ
て利用する仕組み。
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れ
合
い
を
必
要
と
し
、
里
山
・
里
海
側

の
人
た
ち
は
人
的
支
援
を
必
要
と
し
て

い
ま
す
。
千
葉
自
然
学
校
は
自
然
体
験

活
動
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る

こ
と
で
、
双
方
の
ニ
ー
ズ
を
つ
な
ぐ
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

自
然
体
験
の
み
で
な
く
、〈
農
ガ
キ
〉

と
い
う
農
業
体
験
を
す
る
小
学
生
対
象

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
、
幼
児
か
ら
シ

ニ
ア
ま
で
年
代
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
そ

ろ
っ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
、
千
葉

自
然
学
校
の
特
色
で
す
。

ま
た
、
大
房
岬
自
然
公
園
、
南
房
総

市
大
房
岬
少
年
自
然
の
家
、
君
津
亀
山

少
年
自
然
の
家
の
三
つ
の
施
設
の
指
定

管
理
運
営
を
担
い
、
自
然
豊
か
な
活
動

拠
点
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

健
康
で
楽
し
く
社
会
と
つ
な
が
る

千
葉
自
然
学
校
の
中
に
、
２
０
１
２

年
（
平
成
24
）
千
葉
シ
ニ
ア
自
然
大
学
を

開
講
し
た
の
は
、
急
速
に
進
む
高
齢
化

に
対
応
す
る
た
め
で
す
。

60
歳
で
定
年
を
迎
え
た
人
の
多
く
は
、

ま
だ
ま
だ
心
身
と
も
に
健
康
で
、
こ
れ

ま
で
に
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か
し

て
社
会
と
つ
な
が
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
世
の
中
の
役
に
立
つ
こ
と

は
、
社
会
に
と
っ
て
有
用
な
だ
け
で
は

な
く
、
本
人
の
生
き
甲
斐
と
な
っ
て
第

二
の
人
生
を
生
き
生
き
す
ご
す
こ
と
に

も
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

私
は
今
年
で
70
歳
。
私
の
周
囲
の
人

た
ち
を
見
る
と
、
定
年
退
職
し
た
直
後

は
「
少
し
ゆ
っ
く
り
し
た
い
」
と
旅
行

を
し
た
り
家
で
本
を
読
ん
だ
り
し
た
い

と
考
え
て
過
ご
す
の
で
す
が
、
１
年
も

す
る
と
身
体
が
む
ず
む
ず
し
て
く
る
の

で
す
ね
。
受
講
者
も
そ
う
い
う
気
持
ち

に
な
っ
た
と
き
、
た
ま
た
ま
う
ち
の
こ

と
を
知
っ
て
入
っ
て
こ
ら
れ
た
方
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。

開
講
日
は
、
木
曜
日
を
基
本
と
し
て

１
年
間
で
34
日
あ
り
、
36
講
座
68
単
位

で
す
が
、
卒
業
に
は
48
単
位
の
取
得
が

必
要
で
す
。
年
間
８
万
２
０
０
０
円

（
一
括
納
入
の
場
合
７
万
８
０
０
０
円
）
の
受
講

料
を
払
い
込
ん
で
い
た
だ
く
と
２
年
間

有
効
な
68
単
位
分
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
発

行
し
ま
す
か
ら
、
講
座
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
に
も
融
通
が
利
く
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

自
然
・
環
境
を
は
じ
め
、
生
物
、
地

質
、
生
態
、
法
制
度
、
農
業
、
自
然
体

験
指
導
、
地
域
活
性
、
健
康
と
い
っ
た

幅
広
い
分
野
の
講
座
が
あ
り
ま
す
。
自

然
・
環
境
分
野
に
地
震
と
津
波
の
科
学

の
講
座
を
追
加
す
る
な
ど
、
時
宜
に
応

じ
た
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

関
連
施
設
で
地
元
食
材
を

農
業
体
験
は
非
常
に
人
気
が
あ
り
ま

す
し
、
農
業
・
農
地
は
大
切
で
守
っ
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
多
く
の
人

が
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
農
業
の
現

場
で
は
、
収
入
が
低
く
て
暮
ら
し
て
い

長寿社会の到来で、定年退職後のすごし方に注目が集まっています。

特に長年、都市で生活してきた人にとって

自然や農業と触れ合うことは大変魅力のあるものになっています。

そうした都市住民と、

人的支援を必要とする里山・里海側の人たちを結ぶ

NPO法人千葉自然学校のネットワークと

シニアの活動についてうかがいました。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
自
然
学
校

私
た
ち
特
定
非
営
利
活
動
法
人
千
葉

自
然
学
校
（
通
称
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
千
葉
自
然
学
校
。

以
下
、
千
葉
自
然
学
校
と
表
記
）
は
、
千
葉
県

内
に
お
け
る
自
然
体
験
活
動
団
体
を
つ

な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
自
然
学
校
と

し
て
、
２
０
０
３
年
（
平
成
15
）
か
ら
活

動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

体
験
活
動
を
通
じ
て
「
人
生
を
豊
か

に
生
き
、
支
え
合
う
力
を
育
む
こ
と
」、

「
地
域
の
資
源
を
保
全
・
活
用
し
、
次

代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
」、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
充
実
さ
せ
て
地
域
の
活
性
化
を
目

指
す
こ
と
」
の
三
つ
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

千
葉
県
は
里
山
・
里
海
に
恵
ま
れ
た

立
地
な
が
ら
、
千
葉
駅
か
ら
北
側
の
東

京
に
近
い
地
域
で
生
活
を
し
て
い
る

〈
千
葉
都
民
〉
と
い
わ
れ
る
市
民
と
、

自
然
豊
か
な
里
山
・
里
海
が
広
が
る
地

域
に
住
む
市
民
の
二
面
性
を
持
つ
県
で

す
。例

え
ば
、
私
た
ち
が
茅
葺
き
古
民
家

〈
ろ
く
す
け
〉
を
お
借
り
し
て
活
動
の

拠
点
づ
く
り
を
し
て
い
る
南
房
総
市
は

後
者
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
う
し
た
地
域

は
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
っ
て
森
林

や
田
畑
の
手
入
れ
が
行
き
届
か
な
く
な

っ
た
り
、
地
域
の
祭
り
が
で
き
な
く
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。都

心
寄
り
の
人
た
ち
は
自
然
と
の
触

飯田 洋さん

いいだ ひろし

特定非営利活動法人千葉自然学校理事長

1943年神奈川県葉山町生まれ。1972年
中央大学卒業後、同年千葉県職員に採用。
2002年総務部長、2004年千葉県庁退職。
その後（株）幕張メッセ、（社団法人）
千葉県経済協議会役員を経て、2009年よ
り現職。

都市と里山・里海をつなぐ

NPO法人千葉自然学校
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か
れ
な
い
か
ら
と
後
継
者
が
現
わ
れ
ま

せ
ん
。
そ
こ
を
ど
う
し
て
い
く
か
が
課

題
な
の
で
す
。

う
ち
は
地
域
の
活
性
化
、
再
生
を
目

的
に
つ
く
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
す
の
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
そ
の
解
決
策
を
考

え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
千
葉
自
然
学
校
で
指
定
管

理
運
営
し
て
い
る
施
設
の
食
堂
で
は
、

地
元
の
食
材
を
使
っ
て
い
ま
す
。
小
さ

な
力
で
す
が
、
少
し
で
も
地
域
の
農
業

が
元
気
に
な
る
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら

い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

受
講
後
の
受
け
皿
づ
く
り
を

今
、
佐
倉
に
８
０
０
坪
の
農
園
を
整

備
し
て
、
都
市
住
民
向
け
の
体
験
農
園

と
し
て
運
営
し
て
い
こ
う
と
計
画
し
、

２
０
１
４
年
（
平
成
26
）
３
月
開
設
に
向

け
準
備
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
そ
こ
で

千
葉
シ
ニ
ア
自
然
大
学
の
卒
業
生
が
５

人
、
年
間
を
通
し
て
農
業
の
研
修
に
励

ん
で
い
ま
す
。

農
業
の
講
座
で
は
、
農
業
専
門
技
術

員
の
Ｏ
Ｂ
の
方
に
学
問
的
裏
づ
け
の
あ

る
講
義
を
し
て
も
ら
う
ほ
か
、
地
元
の

農
業
者
に
も
現
場
で
の
指
導
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
講
座
に

つ
い
て
も
、
大
学
の
准
教
授
な
ど
に
よ

る
最
先
端
の
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
多
様
な
学
び
の
機
会
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

南房総市では、茅葺き古民家〈ろくすけ〉
をお借りして活動の拠点づくりをしている。



30水の文化 46『都市の農業』 2014／2

NPO法人千葉自然学校

右上から：作業の合間のお茶の時間も楽しみのうち／事務局長の遠藤陽子さん。
ほかの写真すべて：小糸在来大豆の収穫風景。
農産物直売所〈たんぼはうす〉の佐久間悦子さんに買い取ってもらい、加工品
になる。
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受
講
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
千
葉
シ

ニ
ア
自
然
大
学
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

農
業
は
特
に
魅
力
が
大
き
い
よ
う
で
、

こ
こ
で
学
ん
だ
あ
と
で
、
地
元
に
土
地

を
借
り
て
畑
を
始
め
ら
れ
た
方
も
い
ま

す
。私

は
年
金
生
活
に
な
っ
た
人
た
ち
が

外
に
出
た
ら
、
小
遣
い
銭
ぐ
ら
い
稼
げ

る
よ
う
で
な
け
れ
ば
ダ
メ
だ
と
思
っ
て

い
る
の
で
す
。
千
葉
シ
ニ
ア
自
然
大
学

で
は
そ
の
た
め
の
仕
組
み
を
一
生
懸
命

考
え
て
い
て
、
受
講
が
修
了
す
る
と
全

国
統
一
の
自
然
体
験
活
動
指
導
者
（
Ｎ

Ｅ
Ａ
Ｌ
リ
ー
ダ
ー
）
の
資
格
が
取
得
で
き
ま

す
。
受
講
後
に
、
資
格
を
活
か
し
た
自

然
体
験
活
動
の
指
導
者
の
道
が
開
け
る

こ
と
も
そ
の
一
つ
で
す
。

今
日
収
穫
し
た
小
糸
在
来
大
豆
も
加

工
場
に
１
o
３
０
０
円
で
買
い
上
げ
て

も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
夏
か

ら
数
カ
月
か
け
て
育
て
て
き
た
対
価
と

し
て
、
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
み

な
さ
ん
の
懐
に
入
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

シ
ニ
ア
自
然
学
校
の
連
合
体
を

シ
ニ
ア
自
然
学
校
は
、
大
阪
に
20
年

の
歴
史
を
持
つ
老
舗
組
織
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
大
阪
に
学
ん
だ
組
織
が
名
古

屋
に
で
き
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
神
奈
川

や
東
京
の
組
織
と
つ
な
が
っ
て
、
シ
ニ

ア
自
然
学
校
の
連
合
体
を
つ
く
ろ
う
と

い
う
動
き
が
起
こ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。こ

の
よ
う
に
シ
ニ
ア
自
然
学
校
に
は
、

多
く
の
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
大
い
に
期

待
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

私
は
そ
れ
ら
の
修
了
生
が
各
地
で
元

気
で
活
動
し
、
そ
の
活
動
の
輪
が
じ
わ

じ
わ
と
地
域
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
た
め
に

は
、
学
ん
だ
知
識
や
経
験
を
生
か
せ
る

場
所
が
で
き
る
こ
と
、
そ
う
し
た
活
動

の
情
報
を
提
供
す
る
仕
組
み
づ
く
り
、

ま
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
機
能
を
果
た

せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
千
葉
自
然

学
校
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
の
期
待
に
充

分
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
重
責
を
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

農
業
で
生
き
生
き
と

シ
ニ
ア
の
人
た
ち
に
は
元
気
で
い
て

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
楽
し
く
学
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
を

社
会
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ

の
三
つ
が
千
葉
シ
ニ
ア
自
然
大
学
を
つ

く
っ
た
理
念
で
す
。

「
自
分
た
ち
が
つ
く
っ
た
も
の
を
都
市

の
人
た
ち
に
届
け
る
仕
組
み
が
で
き
る

と
い
い
な
あ
」
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

大
豆
を
味
噌
に
加
工
す
る
施
設
な
ど
を

木
更
津
に
つ
く
っ
た
人
が
現
わ
れ
ま
し

た
。
退
職
金
を
は
た
い
て
農
産
物
直
売

所
〈
た
ん
ぼ
は
う
す
〉（
木
更
津
市
十
日
市

場
）
を
つ
く
っ
た
佐
久
間
悦
子
さ
ん
は
、

も
と
も
と
君
津
農
業
事
務
所
の
職
員
と

し
て
４
市
の
農
家
の
生
活
改
善
を
主
に

担
当
し
て
き
た
人
で
す
。
実
は
今
日
収

穫
し
た
小
糸
在
来
大
豆
を
買
い
上
げ
て

く
れ
る
の
は
、〈
た
ん
ぼ
は
う
す
〉
な

の
で
す
。

佐
久
間
さ
ん
自
ら
が
、
農
業
で
第
二

の
人
生
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
子
ど
も
の
環
境
教
育
も
大
切

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
都
市
の
シ
ニ
ア

世
代
が
第
二
の
人
生
を
ど
う
生
き
る
か

が
、
社
会
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
課

題
に
な
る
で
し
ょ
う
。

長
寿
社
会
に
な
っ
た
今
、
自
然
と
の

触
れ
合
い
や
収
穫
の
喜
び
は
、
高
齢
者

が
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
す
た
め
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。
都
市
近
郊
農
業
は
、

暮
ら
し
と
近
い
分
、
農
業
に
目
覚
め
た

人
が
活
躍
す
る
場
と
な
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。取

材：

２
０
１
３
年
12
月
３
日
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30
歳
代
の
こ
ろ
、
今
よ
り
ず
っ
と
勉

強
を
し
て
い
た
し
や
る
気
も
あ
っ
た
私

が
感
じ
た
こ
と
は
、
田
舎
社
会
と
い
う

の
は
若
者
と
女
性
の
意
見
を
聞
か
な
い

所
だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
私

も
不
遇
の
時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ

ん
な
慣
習
を
打
ち
破
ら
な
い
と
、
農
業

も
集
落
も
衰
退
す
る
と
い
う
危
機
感
を

持
っ
て
い
る
と
き
に
、
大
木
町
で
土
地

改
良
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

個
人
か
ら
共
同
へ

当
時
の
大
木
町
は
夏
野
菜
が
つ
く
れ

な
い
ほ
ど
、
小
規
模
な
洪
水
が
度
々
起

こ
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
土
地
改
良
事

業
で
洪
水
を
な
く
し
、
な
ん
で
も
つ
く

れ
る
田
ん
ぼ
に
し
た
い
と
理
想
に
燃
え

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
農
業
と
集
落

共
同
体
の
再
生
の
た
め
に
は
、
一
集
落

一
農
場
を
実
現
し
て
、
共
同
経
営
に
よ

る
農
事
組
合
法
人
を
立
ち
上
げ
る
べ
き

だ
、
と
考
え
て
い
た
の
で
す
。

一
集
落
一
農
場

集
落
営
農
の
一
形
態
。
生
産
効
率
が
悪
い
零
細
・

自
己
完
結
型
の
農
業
か
ら
の
脱
却
、
及
び
継
続
的

な
農
業
生
産
活
動
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
農
事

組
合
な
ど
の
集
落
営
農
組
織
を
つ
く
っ
て
農
業
に

従
事
す
る
や
り
方
。

と
こ
ろ
が
病
気
に
な
っ
て
、
志
半
ば

で
断
念
。
そ
の
と
き
、〈
き
の
こ
の
里
〉

の
技
術
部
長
で
創
立
メ
ン
バ
ー
の
北
島

良
信
さ
ん
が
「
き
の
こ
は
必
ず
儲
か
る
。

き
の
こ
で
世
の
中
を
変
え
ま
し
ょ
う
」

と
言
っ
て
き
た
の
で
す
。
迷
い
も
あ
っ

カ
ッ
コ
良
く
て
儲
か
る

素
敵
な
農
家

農
事
組
合
法
人
〈
き
の
こ
の
里
〉
は
、

筑
後
平
野
に
位
置
す
る
福
岡
県
三
潴

み
ず
ま

郡

大
木
町
に
あ
り
ま
す
。
福
岡
市
中
心
部

か
ら
60
d
、
隣
接
す
る
久
留
米
市
中
心

部
か
ら
15
d
。
東
京
な
ら
立
川
や
八
王

子
と
い
っ
た
感
覚
で
、
町
の
中
心
部
を

西
鉄
電
車
が
通
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
近

年
で
は
都
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て

の
性
格
も
帯
び
て
い
ま
す
。

家
も
あ
っ
て
通
勤
に
便
利
で
す
か
ら

若
者
は
出
て
行
か
な
い
の
で
す
が
、
農

業
後
継
者
が
確
保
し
づ
ら
く
な
っ
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
私
は
、
自
分
た
ち
が
「
カ
ッ

コ
良
く
て
儲
か
る
素
敵
な
農
家
」
に
な

っ
て
「
素
敵
な
田
舎
」
を
つ
く
り
、
若

者
が
農
業
の
後
継
者
に
な
り
た
い
と
思

う
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。
私
が
こ
う
し
た
想
い
を
抱
い

た
の
に
は
、
農
業
者
大
学
校
の
１
期
生

と
し
て
学
ん
だ
こ
と
が
影
響
し
て
い
ま

す
。

農
業
者
大
学
校

１
９
６
８
年
（
昭
和
43
）
東
京
都
多
摩
市
に
農
林

省
（
当
時
）
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
農
業
の
後
継

者
と
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
主
な
目
的
と
し
た
教
育
機

関
。
独
立
行
政
法
人
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合

研
究
機
構
の
内
部
組
織
と
な
っ
て
か
ら
、
２
０
０

８
年
（
平
成
20
）
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
移
転
、
非

農
家
出
身
者
が
増
加
し
た
。
つ
く
ば
で
の
３
期
の

卒
業
生
は
高
い
就
農
率
で
あ
っ
た
が
、
２
０
１
０

年
（
平
成
22
）
行
政
刷
新
会
議
の
事
業
仕
分
け
に

よ
り
廃
止
と
さ
れ
、
翌
年
閉
校
し
た
。

農事組合法人〈きのこの里〉が設立して30年。

農業の企業化は、経営を安定させ六次産業化を可能にし、

カッコ良くて儲かる素敵な農家を増やしました。

地域全体の発展・安定化に寄与する地域事業を続けてきたことが、

生ゴミ堆肥や培養基屑による有機農業栽培や

バイオマスプラントで循環型社会をかなえる住民パワーにつながっています。

事業と暮らしを分断しない〈きのこの里〉のやり方は、

農業経営と地域の在り方に、新しい道筋を示しています。

水落 重喜さん
みずおち しげき

農事組合法人きのこの里理事長

1947年福岡県三潴郡大木町生まれ。1965年
県立三池農業高校卒業、1968年農業者大学
校入学、1975年同校卒業。1973年大木町、
八町牟田営農組合代表、1985年農事組合法
人きのこの里設立、理事長に就任。2008年
JA福岡大城理事。

共同経営でかなえた

儲かる農家モデルと循環システム
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た
の
で
す
が
、
や
ろ
う
と
決
心
し
て
、

１
９
８
５
年
（
昭
和
60
）
青
年
５
人
で
農

事
組
合
法
人
と
し
て
〈
き
の
こ
の
里
〉

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

〈
き
の
こ
の
里
〉
で
は
指
揮
命
令
系
統

は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
分
担
し

て
い
ま
す
。
役
員
は
同
一
出
資
、
同
一

分
配
を
基
本
に
し
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

共
同
経
営
だ
と
仲
間
が
い
る
か
ら
寂
し

く
な
い
し
、
休
み
も
し
っ
か
り
取
れ
ま

す
。
二
次
・
三
次
産
業
部
門
を
つ
く
っ

て
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
六
次
産
業
化

を
目
指
す
こ
と
も
容
易
に
な
り
ま
す
。

若
者
と
女
性
を
大
切
に
す
る

農
事
組
合
法
人
を
立
ち
上
げ
た
私
た

ち
は
、
次
に
女
性
が
活
躍
で
き
る
場
を

つ
く
ろ
う
と
、
女
性
の
農
事
組
合
法
人

モ
ア
・
ハ
ウ
ス
と
い
う
組
織
を
１
９
９

７
年
（
平
成
９
）
設
立
さ
せ
ま
し
た
。

モ
ア
の
意
味
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の

「
モ
ー
ア
＝
母
」
で
あ
り
、
英
語
の

「
モ
ア
＝
も
っ
と
。
さ
ら
に
。
そ
れ
以

上
」。
つ
ま
り
農
家
の
主
婦
が
人
生
の

目
標
を
持
ち
、
本
当
に
や
り
た
い
こ
と

を
実
現
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く
っ

て
い
け
る
よ
う
に
、
と
い
う
思
い
を
込

め
て
命
名
し
ま
し
た
。

農
家
の
普
通
の
お
母
さ
ん
た
ち
４
名

に
よ
る
共
同
出
資
で
、
ブ
ナ
シ
メ
ジ
と

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栽
培
を
中
心
と
し
た

事
業
を
開
始
。
今
は
加
工
品
製
造
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
従
業
員
15
名
、
数
十
名
の

パ
ー
ト
の
従
業
員
も
す
べ
て
女
性
で
年

商
１
億
２
０
０
０
万
円
に
ま
で
成
長
し

ま
し
た
。
理
事
長
は
大
藪
佐
恵
子
さ
ん
、

う
ち
の
妻
の
増
子
も
参
画
し
て
い
ま
す

し
、
理
事
の
松
藤
富
士
子
さ
ん
は
、
あ

と
で
紹
介
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
〈
ビ
ス
ト

ロ
く
る
る
ん
〉
を
２
０
１
０
年
（
平
成
22
）

に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
代
表
取
締
役
を
務

め
て
い
ま
す
。

生
き
残
る
た
め
の
工
夫

実
は
大
木
町
は
、
今
で
い
う
六
次
産

業
化
を
昔
か
ら
実
践
し
て
い
ま
し
た
。

商
品
作
物
と
し
て
価
値
の
高
い
〈
い

草
〉
の
特
産
地
だ
っ
た
大
木
町
で
は
、

特
化
す
る
こ
と
で
一
気
に
ダ
メ
に
な
る

危
険
性
を
危
惧
は
し
て
い
た
と
み
え
て
、

い
草
で
花
莚

か
え
ん

（
編
み
込
み
で
模
様
を
つ
け
た
花

ご
ざ
の
こ
と
）
を
つ
く
っ
て
ハ
ワ
イ
に
売

り
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
北
海
道

の
農
家
が
小
豆
の
相
場
に
一
喜
一
憂
し

た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
が
、
大
木
町

も
い
草
の
相
場
で
一
喜
一
憂
し
ま
し
た
。

寒
い
と
き
に
植
え
つ
け
、
暑
い
と
き

に
収
穫
す
る
い
草
は
、
海
外
か
ら
安
い

い
草
が
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
衰

退
し
て
い
き
ま
し
た
。
い
草
が
ダ
メ
に

な
っ
て
米
の
価
格
も
低
迷
す
る
中
、
大

木
町
の
農
業
者
は
諦
め
る
こ
と
な
く
、

イ
チ
ゴ
や
き
の
こ
や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に

活
路
を
切
り
開
い
て
き
ま
し
た
。
最
近

は
ネ
ギ
が
好
調
で
す
。
小
さ
い
町
が
生

きのこ生産者組織図
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徳野貞雄さん
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農事組合法人きのこの里
総務部長　真崎萬次さん
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農事組合法人モア・ハウス総務
担当　野口直子さん
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き
残
る
た
め
の
工
夫
を
繰
り
返
し
て
き

た
地
域
な
の
で
す
。

き
の
こ
培
養
基
の
有
効
利
用

大
木
町
で
つ
く
ら
れ
る
き
の
こ
は
す

べ
て
、
株
式
会
社
大
木
町
種
菌
研
究
所

で
独
自
で
開
発
し
た
種
菌
を
使
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
組
織
は
、
Ｊ
Ａ
が
合
併
し

て
Ｊ
Ａ
福
岡
大
城

お
お
き

に
な
る
以
前
は
〈
Ｊ

Ａ
大
木
町
種
菌
研
究
所
〉
だ
っ
た
の
で

す
が
、
合
併
後
に
株
式
会
社
化
し
ま
し

た
。
北
島
良
信
さ
ん
が
、
き
の
こ
の
里

の
グ
ル
ー
プ
化
に
あ
た
り
、
設
備
設
計

を
担
い
ま
し
た
。

き
の
こ
の
菌
床
栽
培
で
使
う
培
養
基

は
、
堆
肥
に
利
用
で
き
る
掻
き
出
し
屑

に
な
り
ま
す
。
１
年
に
約
２
万
ｔ
以
上

出
る
掻
き
出
し
屑
を
有
効
活
用
す
る
に

は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
も
っ
て
こ
い
で

し
た
。
こ
れ
を
堆
肥
化
し
、
良
質
な
土

壌
改
良
剤
と
し
て
地
域
の
田
畑
に
還
元

す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
で
、

安
心
で
お
い
し
い
大
木
町
ブ
ラ
ン
ド
を

推
進
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。

き
の
こ
の
里
総
務
部
で
設
立
メ
ン
バ

ー
の
真
崎
萬
次
さ
ん
は
、
最
初
か
ら
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
を
産
地
化
す
る
つ
も
り
で
、

１
９
９
９
年
（
平
成
11
）
6.8
町
歩
（
２
万
４

０
０
坪
）
か
ら
栽
培
を
開
始
し
、
モ
ア
・

ハ
ウ
ス
に
も
１
町
歩
（
３
０
０
０
坪
）
受

け
持
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

半
分
は
モ
ア
・
ハ
ウ
ス
の
直
営
で
栽

培
し
、
残
り
の
半
分
は
１
反
歩
（
３
０
０

坪
）
ず
つ
に
分
け
て
素
人
の
人
に
つ
く

っ
て
も
ら
お
う
、
と
考
え
ま
し
た
。

農
業
用
ハ
ウ
ス
を
つ
く
っ
て
苗
を
植

え
た
状
態
で
引
き
継
い
で
も
ら
っ
て
、

か
か
っ
た
コ
ス
ト
は
10
年
間
で
償
還
す

る
、
と
い
う
仕
組
み
で
す
。
こ
の
や
り

方
を
考
え
た
の
は
、
農
業
経
験
の
な
い

女
性
が
始
め
る
と
き
の
敷
居
を
低
く
し

よ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
結
局
、
応

募
は
３
人
で
し
た
が
、
農
業
へ
の
想
い

を
共
有
す
る
仲
間
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
実
現

あ
る
研
修
に
行
っ
た
と
き
に
、
レ
イ

ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
推
進
協
議
会
の
菅
野
芳

秀
さ
ん
が
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
講

演
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン

山
形
県
長
井
市
の
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト
「
レ
イ

ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
」
の
正
式
名
称
は
「
台
所
と
農
業

を
つ
な
ぐ
な
が
い
計
画
」。
名
称
が
示
す
通
り
、
作

物
の
消
費
者
で
あ
る
都
市
の
住
民
は
堆
肥
原
料
で

あ
る
生
ゴ
ミ
の
分
別
と
い
う
役
割
を
通
じ
て
農
業

の
土
づ
く
り
に
参
加
し
、
農
家
は
単
な
る
食
料
の

生
産
者
で
は
な
く
、
堆
肥
の
消
費
者
と
い
う
役
割

を
担
い
、
循
環
的
な
関
係
性
を
取
り
戻
す
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

農
家
と
消
費
者
が
循
環
的
な
関
係
性

を
取
り
戻
す
と
い
う
山
形
県
長
井
市
の

テ
ー
マ
は
、
私
た
ち
の
心
を
揺
さ
ぶ
り

ま
し
た
。
環
境
意
識
は
、
前
々
町
長
の

石
川
隆
文
さ
ん
の
時
代
か
ら
高
ま
っ
て

い
て
、
大
木
町
で
も
す
ぐ
に
取
り
入
れ

よ
う
と
決
ま
っ
た
の
で
す
。
ト
ッ
プ
が

決
断
す
れ
ば
す
ぐ
に
実
現
で
き
る
と
い

う
の
が
、
１
万
４
０
０
０
人
の
町
の
良

い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
と
き
の
担
当
課

長
だ
っ
た
石
川
潤
一
さ
ん
が
今
、
大
木

町
の
町
長
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
初
の
プ
ラ
ン
は
、
生
ゴ
ミ
を
回
収

し
て
液
肥
に
し
て
農
業
に
活
用
す
る
、

と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
。
そ
の
考
え
を
実

務
担
当
の
境
公
雄
さ
ん
た
ち
役
場
の
人

た
ち
が
発
展
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

〈
ゼ
ロ
ウ
エ
イ
ス
ト
宣
言
〉
ま
で
持
っ

て
い
っ
た
の
は
、
大
木
町
役
場
の
担
当

者
た
ち
の
力
で
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン
〈
ビ
ス
ト
ロ
く
る
る
ん
〉

を
始
め
た
の
は
、
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン

の
一
環
で
す
。
循
環
的
な
関
係
が
大
き

な
環
に
な
る
た
め
に
、
地
域
の
食
材
を

使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
の
存
在
が
必
要
だ

っ
た
の
で
す
。
消
費
者
で
あ
る
都
市
住

民
が
出
し
た
堆
肥
原
料
（
生
ゴ
ミ
な
ど
）

で
土
づ
く
り
に
参
加
し
、
そ
の
土
で
つ

く
ら
れ
た
農
産
物
を
材
料
に
し
て
食
事

を
提
供
す
る
—
そ
の
理
念
に
は
賛
同
し

た
の
で
す
が
、「
ゴ
ミ
処
理
場
の
横
で

食
べ
も
の
を
扱
う
な
ん
て
」
と
い
う
反

対
の
声
が
多
く
、
か
く
い
う
私
も
懸
念

し
た
一
人
で
す
。
し
か
し
、
蓋
を
開
け

て
み
る
と
、
臭
い
も
虫
の
心
配
も
な
く
、

大
人
気
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
成
長
し
ま
し

た
。

総
合
力
に
表
わ
れ
る
独
自
性

大
木
町
の
仕
組
み
の
い
ろ
い
ろ
は
、

ト
ー
タ
ル
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
な
っ
て

い
る
け
れ
ど
、
一
つ
ひ
と
つ
は
よ
そ
様

おおき循環センター

ゴミ問題は住民との協働作業
増え続けるゴミの焼却費用や老朽化した処理施設

の建て替え費用などは全国的な問題です。大木町で
は早くから生ゴミの資源化を模索しており、2000年

（平成12）には新エネルギービジョンの策定をして、
生ゴミのメタン発酵計画を具体化しました。また、
2007年（平成19）１月にし尿の海洋投棄が禁止とな
る中、し尿や浄化槽汚泥も地域の資源として活用す
る選択をしました。これらは、安易な廃棄や焼却を
やめ、現在ゴミになっているものを地域資源として
活かそうとする考え方であり、資源ゴミの分別を含
む住民との協働作業として位置づけられました。

こうして2006年（平成18）11月に生ゴミ、し尿などを資源化するバイオマス施設〈おおき
循環センター〉が完成しました。また2010年（平成22）には隣接地に道の駅が完成し、今で
は住民協働のシンボルとして、また循環のまちづくりの拠点となっています。

大木町もったいない宣言　（ゼロウエイスト宣言）
今のように無駄を出さなかった時代には、資源の循環が実現していました。そういう先人

の暮らしの知恵を学び現代に生かしていくために、また未来の子どもたちにつけを残さない
ためにすべての「ゴミ」の再資源化を行なうことを目指しています。2008年（平成20）３月
には処理する「ゴミ」をゼロにする「大木町もったいない宣言」を発表しました。

この意識が浸透することは、ゴミの減量にもつながり、資源循環のシステムができ上がり
ます。ゴミも分ければ資源になります。大木町では資源ゴミの25分別を行なっており、生ゴ
ミ、プラスチック、紙おむつまで分別収集しています。

分別された廃油を軽油代替燃料（BDF）として利用し、自然エネルギーを活用するため太
陽光の導入など、地域での省エネ創エネを実現しています。

バイオガス液肥〈くるっ肥〉
町内から出た生ゴミ・し尿・浄化槽汚泥は、すべておおき循環センターに集められ、メタ

ン発酵させます。そのときに生じたガスは発電利用し、消化液はバイオガス液肥（くるっ肥）
として町内で使います。この肥料は年間約6000ｔ程度生産されており、それを使って栽培さ
れた作物は町内で販売されています。また一部は学校給食としても消費されています。

これには、住民の方たちによる生ゴミの分別が大きな役割を果たしています。生ゴミは家
庭用バケツで分別され、生ゴミ専用の大きなバケツに移し替えて収集されます。資源を分け
ることから始まり液肥でできた作物の消費まで行なうという、こうした循環は、住民の皆さ
んの協力の賜物です。

野口英幸さん
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レストラン〈ビストロくるるん〉

循環をかなえるレストラン
オープン当初は、まだバイパスも開通していなかったため車の往来も少

なく、田んぼの中にポツンとあって「大丈夫なんだろうか」と不安に思っ
たこともあったという。しかも、隣の敷地に〈おおき循環センター〉があ
るので「廃棄物処理センターの横で食べものを扱うのはどうか」と疑問視
する声もあった。ところが始まってみたら、臭いもまったくなく、本当に
多くのお客様に恵まれたそうだ。
「高速道路で１時間とか１時間半というのは、良いドライブコース。福岡
はもちろん、大分、熊本からも来られます。マスコミも単にレストランと
してではなく、コンセプトや地域を元気にしている施設という観点から取
り上げてくださって、掲載される度に新たなお客様が来てくださいます」
と、共同経営者の中島陽子さんは言う。

食材はできるだけ地元産のものを使っている。敷地内に農協の畑があり、
直売所も隣接しているので、新鮮な野菜が常に手に入る。レストランにか
かわるのは農業をやっている人が多く、せっかく生産されたものを無駄に
するには忍びない、という気持ちでやっているそうだ。

レストランは、町の一般公募で選ばれた素人の女性３人が共同で経営し
ている。出資金は2000万円で、代表取締役社長の松藤富士子さんが1050万
円、中島陽子さんと店長の小林絵美さんがそれぞれ400万円、残りをレスト
ランをプロデュースした小役丸秀一さんが出している。

自立した農業経営ありき　（中島陽子さん談）
私の家では、養豚、米麦をメインに多品目の栽培をしてきました。一貫

経営だった養豚業を子豚の委託飼育に切り替えたことで、時間に余裕がで
きました。その余剰労働力を、アスパラガス生産に向けました。大木町が
アスパラガスに取り組み始めた当初からの生産者です。

施設園芸を始めようと思ったら大きな初期投資が必要ですが、町役場や
農協がそれをサポートして、若者や女性の農業者の働きやすい条件をつく
ってくれました。

また、栽培から出荷作業まで全部一人でやるというのは大変です。それ
で共選共販といいまして、小さな面積の畑でもやっていかれるし、若い農
業者や非農家の人たちのように経験のない人でも栽培しやすいように、JA
に持っていけば選別して販売してくれる環境が整えられています。

アスパラガスを始めたのは、自分で何かを立ち上げたいという思いが強
くあったことと、その実現には自己資金が必要だということがわかってい
たからです。アスパラガス栽培は資金づくりのために自分名義で始め、少
しずつ預貯金を蓄えていきました。

ですからこのお話が出てお金が必要になったときも、自分で準備してい
ましたから家族に相談しなくても決断することができました。大きなお金
を出資したのですが、アスパラガス栽培で資金づくりを目指した経験が、
レストラン経営に背中を押してくれたのだと思います。

メニューブックを発行　（小林絵美さん談）
レストランの経営者は、町の一般公募で選ばれました。公募といっても

狭い町ですから、私の実家がエノキをつくっているとか、どこの誰なのか
をみんなが知っています。大木町のサポーターで、何度も調査やアドバイ
スに入ってくださっている熊本大学の徳野貞雄先生流にいうと「個体識別」
ができている地域なんです。

やってみて失敗したらまた考えればいい、と考えるタイプなので、レス
トランを始めるときに不安はまったくありませんでした。お蔭さまで、初
年度から黒字経営で順調にいっています。

ビュッフェスタイルでおかずは25〜30種類ぐらいですが、飲みものやデ
ザートまで含めると50種類ほど。各シーズンごとに、一人２品ずつメニュ
ーを持ち寄って試食するメニュー検討会を行なっています。

一番人気はころころエリンギです。度々、お客様からレシピを聞かれる
ので、３年目の節目の年にメニューブックをつくらせていただきました。

ここの料理は、基本的に家庭料理。４人の主婦たちが主要メンバーとし
てつくっています。せっかく大木町にあるので、キノコや地元の野菜をふ
んだんに使っています。

か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
知
恵
の
集
積
。

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト
は
、
山
形
県

長
井
市
が
進
め
て
い
た
レ
イ
ン
ボ
ー
プ

ラ
ン
だ
し
、
ビ
ス
ト
ロ
く
る
る
ん
も
、

〈
ぶ
ど
う
の
樹
〉
の
代
表
取
締
役
小
役

丸
秀
一
さ
ん
が
お
手
本
で
す
。

敢
え
て
言
え
ば
、「
農
村
を
現
代
社

会
の
中
で
安
定
化
さ
せ
る
た
め
に
、
経

営
も
収
入
も
栽
培
技
術
も
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」、
そ
う
考

え
て
組
織
を
設
計
し
て
き
た
こ
と
が
、

大
木
町
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。大

木
町
の
農
産
物
は
海
外
に
も
需
要

が
あ
っ
て
、
香
港
な
ど
へ
の
輸
出
も
伸

び
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
企
業
で
20
〜

30
歳
代
の
若
手
が
経
営
す
る
（
株
）
秋

香
園
の
販
売
部
長
の
大
藪
耕
士
さ
ん
が

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
恐
れ
る
に
足
ら
ず
」
と
言

う
ぐ
ら
い
で
す
。
産
業
に
は
流
行
り
廃

り
が
あ
り
ま
す
。
農
業
も
一
時
期
は
衰

退
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
や
り

方
次
第
で
夢
を
抱
け
る
産
業
に
な
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

共
同
経
営
の
可
能
性

我
々
が
恵
ま
れ
て
い
た
の
は
、
骨
惜

し
み
せ
ず
よ
く
働
く
と
い
う
先
祖
か
ら

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
、
理
想
を
実
現
し
よ
う
と

一
緒
に
夢
を
見
ら
れ
る
仲
間
が
い
た
こ

と
。
ゴ
ミ
の
分
別
や
生
ゴ
ミ
の
回
収
が

で
き
る
の
も
、
そ
う
い
う
素
地
を
住
民

の
み
ん
な
が
持
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
思

中島陽子さん小林絵美さん
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い
ま
す
。

共
に
支
え
合
う
の
は
、
人
間
社
会
に

と
っ
て
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
よ
ね
。

そ
れ
が
現
代
社
会
で
は
、
競
争
と
い
う

面
が
あ
ま
り
に
も
強
く
な
り
過
ぎ
て
、

歪
み
が
出
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

競
争
も
大
事
な
ん
で
す
が
、
偏
る
こ

と
が
歪
み
を
生
む
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を

う
ま
く
取
れ
る
の
が
、
分
業
と
協
働
を

目
指
す
協
同
組
合
方
式
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
社
会
の
最
小
単
位
で
あ

る
夫
婦
の
在
り
方
も
同
じ
で
す
。

共
同
経
営
の
メ
リ
ッ
ト
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
は
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
。
病
気
に
な
っ
た
り
亡
く

な
っ
た
り
し
て
も
、
個
人
経
営
の
と
き

の
よ
う
な
大
打
撃
に
な
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば
４
人
で
始
め
た
と
し
た
ら
25
％
ず

つ
の
責
任
、
と
考
え
る
の
で
は
な
く
４

０
０
％
の
安
心
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
、
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

冗
談
で
、「
３
人
ま
で
死
ん
で
も
大
丈

夫
」
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。

都
市
部
の
農
家
は
小
規
模
な
と
こ
ろ

が
多
い
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
共
同
経

営
を
行
な
う
こ
と
で
、
仲
間
が
増
え
た

り
農
業
経
営
の
可
能
性
が
ふ
く
ら
ん
だ

り
と
い
っ
た
展
望
が
拓
け
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

取
材：

２
０
１
３
年
12
月
９
日

右・下：きのこは菌床で育
てられ、その掻き出し屑は
堆肥にしてアスパラガス栽
培の有機肥料として役立つ。
無駄のない循環型の農業を
後押ししている。

きのこの里の生産風景。衛
生管理を徹底させた作業場。
電気分解で酸性水（電解還
元水）をつくり、殺菌・消
毒に使っているという。



37 都市の農業

都
市
農
業
の
環
境
変
化

東
京
23
区
内
に
も
、
わ
ず
か
に
農
地

が
残
っ
て
い
る
。

世
田
谷
や
杉
並
、
練
馬
の
辺
り
で
は
、

畑
の
脇
で
農
産
物
の
販
売
が
行
な
わ
れ

て
い
る
。
少
し
前
ま
で
は
無
人
販
売
所

と
し
て
細
々
売
ら
れ
て
い
た
が
、
い
つ

の
こ
ろ
か
ら
か
売
り
出
し
前
か
ら
長
い

列
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
農
産
物

を
並
べ
に
き
た
生
産
者
か
ら
手
渡
し
で

買
っ
て
い
く
住
民
が
増
え
、
す
ぐ
に
売

り
切
れ
て
し
ま
う
日
も
少
な
く
な
い
。

西
東
京
エ
リ
ア
に
あ
る
直
売
所
も
大

人
気
だ
。
東
京
都
八
王
子
市
滝
山
町
に

で
き
た
〈
道
の
駅
八
王
子
滝
山
〉
は

平
日
で
も
駐
車
場
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る

ほ
ど
で
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

に
な
っ
て
い
る
。

食
品
偽
装
や
農
薬
が
問
題
に
な
っ
て
、

顔
が
見
え
る
生
産
者
が
つ
く
っ
た
も
の

に
人
気
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
は
っ
き
り
と
し
た
理
由
は
わ

か
ら
な
い
が
、
消
費
者
が
価
格
だ
け
で

は
な
く
「
鮮
度
」
と
「
味
」
に
も
価
値

を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
満

た
し
て
い
る
都
市
農
業
が
注
目
を
浴
び

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

に
な
っ
た
、
と
分
析
す
る
（
10
ペ
ー
ジ
参

照
）。実

際
、
研
修
生
や
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て

働
き
、
い
ず
れ
就
農
を
目
指
す
人
た
ち

の
姿
が
多
く
の
都
市
農
園
で
見
受
け
ら

れ
た
。

都
市
農
業
の
付
加
価
値

天
然
酵
母
を
使
っ
た
パ
ン
を
き
っ
か

け
に
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使
っ
た
慣

行
栽
培
か
ら
Ｅ
Ｍ
農
法
に
切
り
替
え
た

鈴
木
英
次
郎
さ
ん
（
21
ペ
ー
ジ
参
照
）
や
、

収
穫
後
の
傷
み
が
進
み
や
す
い
た
め
、

鮮
度
を
要
求
さ
れ
る
イ
チ
ジ
ク
に
手
応

え
を
感
じ
て
い
る
高
橋
尚
寛
さ
ん
（
14

ペ
ー
ジ
参
照
）
、
江
戸
東
京
野
菜
や
新
品

種
に
次
々
と
挑
戦
す
る
井
上
誠
一
さ
ん

（
18
ペ
ー
ジ
参
照
）
た
ち
の
お
話
を
う
か
が

い
、
高
付
加
価
値
の
商
品
を
つ
く
る
現

場
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
う
し
た
生
産
者
を
応
援
す
る
強
い

味
方
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
牧
野
征
一

郎
さ
ん
の
東
京
野
菜
カ
ン
パ
ニ
ー
だ
。

「
い
ず
れ
は
東
京
に
い
る
１
３
０
０
万

人
の
消
費
者
に
向
け
、
直
売
所
（
Ｂ

to
Ｃ
）
事
業
を
手
が
け
た
い
」
と
夢

を
描
く
（
12
ペ
ー
ジ
参
照
）
。
今
ま
で
、
つ

く
る
こ
と
を
主
眼
に
し
て
き
た
農
業
が
、

文
化
を
つ
く
る
　

都
市
の
農
業

編
集
部

攻
勢
が
激
し
か
っ
た
と
い
う
都
市
農
地

（
23
ペ
ー
ジ
参
照
）
。
今
も
農
業
を
続
け
て

い
る
の
は
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
プ
ロ

と
し
て
の
誇
り
と
や
り
が
い
を
感
じ
て
、

農
業
を
続
け
よ
う
と
決
め
た
人
だ
。
農

産
物
を
食
べ
る
こ
と
で
、
そ
の
思
い
を

応
援
で
き
る
の
だ
か
ら
、
お
い
し
く
有

り
難
く
頂
戴
し
た
い
も
の
だ
。

分
岐
点
と
な
っ
た
１
９
９
５
年

農
地
だ
け
で
な
く
農
業
へ
の
関
心
も

高
ま
っ
て
い
る
。

都
心
寄
り
の
人
た
ち
は
自
然
と
の
触

れ
合
い
を
必
要
と
し
、
里
山
・
里
海
側

の
人
た
ち
は
過
疎
化
か
ら
人
的
支
援
を

必
要
と
し
て
い
る
中
、
千
葉
自
然
学
校

の
よ
う
に
双
方
の
ニ
ー
ズ
を
つ
な
ぐ
役

割
を
果
た
す
組
織
も
誕
生
し
て
い
る

（
28
ペ
ー
ジ
参
照
）。

ま
た
、
農
業
志
向
は
熟
年
層
だ
け
で

は
な
く
、
若
者
の
間
に
も
広
が
っ
て
い

る
。
農
業
の
実
態
を
定
点
観
測
し
て
き

た
農
山
漁
村
文
化
協
会
の
甲
斐
良
治
さ

ん
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
と
オ
ウ
ム
真

理
教
の
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
起
こ
っ

た
１
９
９
５
年
（
平
成
７
）
は
一
つ
の
転

機
で
、
劇
的
な
価
値
観
の
転
換
が
起
こ

っ
て
、
若
い
人
が
農
業
に
向
か
う
よ
う

農
地
に
も
新
し
い
評
価

か
つ
て
は
農
地
よ
り
宅
地
、
と
い
う

意
見
が
多
か
っ
た
都
市
部
で
も
、
都
市

化
の
勢
い
が
弱
ま
っ
た
こ
と
で
、
農
地

の
価
値
も
高
く
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

人
口
密
集
地
域
に
お
い
て
は
、
緑
地

と
し
て
の
保
全
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
農
林
水
産
省
の

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た

（
６
ペ
ー
ジ
参
照
）
。〈
都
市
農
地
を
保
全
す

る
政
策
に
対
す
る
意
向
〉
を
自
治
体
の

農
政
担
当
部
局
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
人

口
密
度
が
５
０
０
０
人
を
上
回
る
よ
う

な
都
市
圏
で
は
、「
保
全
し
て
い
く
べ

き
」
と
い
う
回
答
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た

と
い
う
。

一
方
、〈
施
設
園
芸
〉
に
植
物
工
場

と
い
う
新
し
い
可
能
性
が
現
わ
れ
て
い

る
（
24
ペ
ー
ジ
参
照
）
。
植
物
工
場
は
い
わ

ば
農
業
と
農
地
を
切
り
離
し
、
狭
い
都

市
部
で
効
率
良
く
栽
培
を
可
能
に
す
る

仕
組
み
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を
か
け

て
遠
隔
地
か
ら
野
菜
を
運
ぶ
手
間
を
省

け
る
こ
と
か
ら
、
今
後
ま
す
ま
す
注
目

が
集
ま
る
分
野
で
あ
る
。

バ
ブ
ル
景
気
の
こ
ろ
は
土
地
売
却
の

い
か
に
売
る
か
を
考
え
始
め
て
い
る
。

農
家
と
し
て
、
住
民
と
し
て

と
は
言
う
も
の
の
、
大
半
の
都
市
農

業
は
、
現
状
で
は
ま
だ
一
次
産
業
の
域

を
出
て
い
な
い
。

ヒ
ン
ト
に
な
る
の
は
、
福
岡
県
・
大

木
町
の
き
の
こ
の
里
（
32
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

農
業
の
企
業
化
に
よ
っ
て
経
営
を
安
定

さ
せ
、
カ
ッ
コ
良
く
て
儲
か
る
素
敵
な

農
家
を
増
や
す
こ
と
に
成
功
し
た
例
だ
。

し
か
も
儲
か
る
と
こ
ろ
で
終
わ
ら
せ
ず

に
、
地
域
の
核
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
良
い
。
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
に
も

雇
用
促
進
に
も
大
き
な
役
目
を
果
た
し
、

「
素
敵
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
牽
引
し
て

い
る
。

農
業
は
モ
ノ
を
つ
く
っ
て
い
る
だ
け

で
は
な
く
て
、
地
域
を
良
く
す
る
仕
事

を
ず
っ
と
担
っ
て
き
た
（
９
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
農
業
経
営
を

行
な
う
場
所
が
、
暮
ら
し
続
け
る
土
地

だ
か
ら
。
個
人
で
頑
張
っ
て
い
る
都
市

の
農
家
が
手
を
つ
な
ぎ
合
っ
た
ら
、
農

業
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
地
域
活
性
化
に

も
大
き
な
夢
が
実
現
で
き
そ
う
だ
。
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国
土
を
開
い
て
き
た
人
々

古
代
か
ら
現
代
ま
で
人
々
は
常
に
、
海

や
湖
沼
を
干
拓
し
、
荒
れ
野
を
開
き
、
耕

作
に
励
み
、
用
水
を
引
き
、
食
糧
の
生
産

を
行
な
い
、
日
本
の
国
土
を
創
っ
て
き
た
。

加
古
里
子
緒
方
英
樹
著
『
人
を
た
す
け

国
を
つ
く
っ
た
お
坊
さ
ん
た
ち
』（
全
国
建

設
研
修
セ
ン
タ
ー
１
９
９
７
）
に
は
、
奈
良
平

安
期
に
お
け
る
昆
陽
池

こ
や
い
け

を
造
り
、
狭
山
池

を
修
理
し
た
行
基
、
讃
岐
満
濃
池
の
修
復

し
た
空
海
、
鎌
倉
期
の
一
遍
、
忍
性
、
叡

尊
な
ど
は
、
道
路
、
橋
、
井
戸
、
堤
防
を

築
き
、
こ
れ
ら
の
僧
は
人
々
の
苦
し
み
を

除
き
、「
利
他
行
」
の
精
神
で
も
っ
て
社
会

事
業
に
貢
献
す
る
。

笠
原
秀
／
文
『
あ
れ
地
を
田
畑
に
！

東
日
本
編
』（
ポ
プ
ラ
社
１
９
９
６
）
を
め
く

る
と
、
十
勝
平
野
の
開
拓
者
依
田
勉
三
、

能
代
海
岸
に
松
林
を
施
し
た
栗
田
定
之
丞
、

男
鹿
半
島
に
用
水
を
ひ
い
た
渡
部
斧
松
、

品
井
沼
を
干
拓
し
た
鎌
田
三
之
助
、
那
須

疏
水
の
功
労
者
印
南
丈
作
と
矢
板
武
、
見

沼
代
用
水
路
を
築
い
た
井
沢
弥
惣
兵
衛
、

拾
ヶ
堰
を
造
っ
た
中
島
輪
兵
衛
た
ち
、
五

郎
兵
衛
新
田
を
開
い
た
市
川
五
郎
兵
衛
、

十
二
貫
野
用
水
の
椎
名
道
三
が
描
か
れ
て

い
る
。

さ
ら
に
、
同
『
あ
れ
地
を
田
畑
に
！

西
日
本
編
』（
ポ
プ
ラ
社
１
９
９
６
）
で
は
、

河
北
潟
の
干
拓
を
試
み
た
銭
屋
五
兵
衛
、

七
ヶ
用
水
を
開
鑿
し
た
枝
権
兵
衛
、
鴻
池

新
田
を
開
い
た
鴻
池
宗
利
、
新
井
用
水
を

造
っ
た
今
里
傳
兵
衛
、
出
雲
浜
山
植
林
を

行
っ
た
井
上
恵
助
、
鳥
取
砂
丘
砂
防
林
作

り
の
船
越
作
左
衛
門
、
豊
稔
池
石
積
み
ダ

ム
を
造
っ
た
加
地

か
じ

茂
治
郎
、
徳
島
・
袋
井

用
水
を
造
っ
た
楠
藤
吉
左
衛
門
、
熊
本
幸

野
溝
を
築
い
た
高
橋
政
重
、
笠
野
原
台
地

を
開
発
し
た
中
原
菊
次
郎
ら
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
具
体
的
に
東
か
ら
西
へ
向
か
っ

て
、
農
業
用
水
を
開
削
し
た
人
々
の
苦
労

を
追
っ
て
み
る
。

新
十
津
川
物
語

明
治
22
年
８
月
18
～
21
日
に
か
け
て
、

奈
良
県
吉
野
郡
十
津
川
流
域
を
記
録
的
な

豪
雨
が
襲
い
、
大
災
害
が
発
生
し
た
。
全

体
の
被
害
は
死
者
１
４
９
６
名
、
流
失
家

屋
３
６
５
棟
、
田
１
４
６
３
反
に
及
ん
だ
。

「
十
津
川
大
水
害
」
で
あ
る
。
同
年
10
月
被

災
者
６
０
０
戸
は
北
海
道
に
向
か
っ
て
移

住
を
開
始
し
た
。
川
村
た
か
し
著
『
北
へ

行
く
旅
人
た
ち
—
新
十
津
川
物
語
』（
偕
成

社
１
９
７
７
）
で
は
、
父
母
を
水
害
で
失
っ

た
９
歳
の
津
田
フ
キ
ら
は
、
十
津
川
村
を

出
て
神
戸
港
か
ら
小
樽
へ
、
20
日
間
の
苦

難
の
旅
を
続
け
空
知
太
に
た
ど
り
着
く
。

極
寒
の
北
海
道
の
地
で
の
開
拓
に
挑
み
、

樺
戸
郡
新
十
津
川
町
を
建
設
す
る
。

新
渡
戸
傳
の
三
本
木
原
開
拓

江
戸
期
、
天
明
の
飢
饉
で
多
く
の
餓
死

者
が
出
た
。
南
部
盛
岡
藩
で
も
ひ
ど
い
飢

饉
に
襲
わ
れ
る
と
そ
の
た
び
一
揆
が
起
こ

っ
た
。
藩
の
財
政
再
建
の
た
め
、
寛
政
５

年
以
後
武
士
の
禄
を
下
げ
、
10
年
間
に
土

地
を
開
墾
す
れ
ば
、
そ
の
土
地
を
禄
と
し

て
与
え
る
制
度
を
施
行
し
た
。
そ
こ
で
、

勘
定
奉
行
新
渡
戸
傳
は
安
政
２
年
八
甲
田

山
の
東
に
拡
が
る
荒
野
三
本
木
原
開
拓
を

願
い
出
て
許
可
が
下
り
た
。
鈴
木
喜
代

春
／
著
　
山
口
晴
温
／
絵
『
飢
餓
の
大
地
』

（
鳩
の
森
書
房
１
９
７
７
）
は
、
傳
、
十
次
郎

（
子
）、
七
郎
（
孫
）
た
ち
は
十
和
田
湖
を

水
源
と
す
る
奥
入
瀬
川
か
ら
三
本
木
原
へ

導
水
す
る
こ
と
を
計
画
し
、
鞍
出
山
（
延

長
２
５
４
０
ｍ
）
と
天
狗
山
（
延
長
１

６
２
０
ｍ
）
に
ト
ン
ネ
ル
を
開
鑿
し
、
用

水
路
（
延
長
２
７
２
７
ｍ
）
を
造
り
、
安

政
５
年
完
成
し
た
。
さ
ら
に
三
本
木
原
開

拓
事
業
が
施
行
さ
れ
、
昭
和
41
年
約
７
０

０
０
ha
の
水
田
地
帯
が
誕
生
し
た
。
十
次

郎
は
碁
盤
の
よ
う
な
道
路
を
造
り
、
町
の

総
合
的
な
開
発
に
取
り
組
み
、
現
在
の
十

和
田
市
を
形
成
し
て
い
る
。

黒
井
半
四
郎
の
黒
井
堰

米
沢
藩
は
松
川
に
黒
井
半
四
郎
に
よ
っ

て
、
寛
政
９
年
に
黒
井
堰
を
完
成
さ
せ
、

続
い
て
半
四
郎
の
設
計
に
よ
る
飯
豊
山
の

奥
深
く
に
飯
豊
穴
堰
（
約
２
０
０
ｍ
）
を

掘
削
し
た
。
さ
ら
に
玉
川
の
水
を
白
川
に

注
ぐ
工
事
に
着
手
し
た
が
、
半
四
郎
は
過

労
の
為
、
病
に
倒
れ
、
還
ら
ぬ
人
と
な
っ

た
。
上
杉
鷹
山
は
、
半
四
郎
に
代
わ
っ
て

莅
戸

の
ぞ
き

九
郎
兵
衛
に
普
請
奉
行
を
命
じ
、
九

郎
が
亡
く
な
る
と
、
子
の
八
郎
政
以

ま
さ
も
ち

に
跡

を
継
が
せ
た
あ
と
、
文
政
元
年
に
竣
工
さ

せ
た
。
そ
れ
か
ら
北
条
郡
と
中
郡
各
村
は

米
沢
藩
の
穀
倉
地
帯
に
変
わ
っ
た
。
天
明

飢
饉
で
は
餓
死
者
が
出
た
も
の
の
、
日
本

史
上
最
大
の
天
保
大
飢
饉
が
襲
っ
た
時
は

米
沢
藩
で
は
一
人
の
餓
死
者
も
出
さ
な
か

っ
た
。
大
木
一
夫
／
作
、
菊
地
隆
和
／
画

『
若
き
鷹
た
ち
』（
岩
崎
書
店
１
９
８
４
）
で
は
、

黒
井
堰
開
削
に
関
し
て
、
上
杉
鷹
山
、
黒

井
半
四
郎
、
佐
藤
文
四
郎
ら
の
藩
政
改
革

と
共
に
描
い
て
い
る
。

安
積
疏
水
を
夢
み
た
小
林
久
敬

ひ
さ
た
か

猪
苗
代
湖
か
ら
導
水
す
る
安
積
疏
水
は
、

大
久
保
利
通
、
中
条
政
恒
、
フ
ァ
ン
ド
ー

古賀邦雄さん

こが くにお
古賀河川図書館長
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発公団（現・独立行政法人水資源機
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川・湖沼関係文献を収集。2001年

退職し現在、日本河川協会、ふくお
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９
月
、
病
で
亡
く
な
る
。
69
歳
で
あ
っ
た
。

都
築
家
は
没
落
し
、
家
族
は
離
散
し
た
。

そ
れ
か
ら
30
年
後
、
弥
厚
の
遺
志
を
継
い

だ
岡
本
兵
松
と
伊
予
田
与
八
郎
の
二
人
は
、

反
対
に
遭
い
な
が
ら
も
、
明
治
12
年
１
月

に
着
工
し
、
明
治
17
年
４
月
安
城
が
原
、

五
か
野
原
を
貫
く
延
長
50
d
の
明
治
用
水

路
が
完
成
し
た
。

出
雲
が
生
ん
だ
三
偉
人

江
戸
期
出
雲
に
は
、
周
藤
彌
兵
衛
、
清

原
太
兵
衛
、
大
梶
七
兵
衛
と
い
う
治
水
三

偉
人
が
輩
出
し
た
。
意
宇
川
の
流
れ
を
日

吉
切
通
し
の
開
削
を
行
な
い
水
害
を
防
い

だ
、
村
尾
靖
子
／
作
、
高
田
勲
／
絵
『
周

藤
彌
兵
衛
』（
Ｈ
Ｎ
Ｓ
研
究
所
１
９
９
４
）、
松

江
市
か
ら
鹿
島
町
を
抜
け
て
宍
道
湖
の
水

を
日
本
海
へ
流
す
佐
陀
川
を
開
鑿
し
た
、

同
著
『
清
原
太
兵
衛
』（
Ｈ
Ｎ
Ｓ
研
究
所
１
９

９
７
）、
荒
木
浜
に
植
林
を
施
し
、
田
畑
を

造
成
し
、
そ
こ
へ
斐
伊
川
か
ら
水
を
引
く

高
瀬
川
開
削
し
た
。
同
著
『
出
雲
の
虹
』

（
岩
崎
書
店
２
０
０
２
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

岡
山
県
久
米
南
町
の
福
田
久
治

浄
土
宗
開
祖
法
然
の
誕
生
寺
が
あ
る
久

米
南
町
に
お
い
て
、
福
田
久
治
は
多
く
の

た
め
池
を
造
り
、
棚
田
を
つ
く
り
、
米
の

増
産
を
図
っ
た
。
安
藤
由
貴
子
／
文
、
沼

本
正
義
／
絵
『
耕
地
整
理
の
父
福
田
久
治
』

（
久
米
南
町
偉
人
顕
彰
会
２
０
１
１
）
が
あ
る
。

久
治
は
大
正
13
年
の
大
旱
魃
に
遭
遇
し
て
、

最
高
峰
笛
吹
山
で
涵
養
さ
れ
た
水
を
新
築

の
神
之
淵
に
貯
水
し
、
山
を
穿
っ
た
ト
ン

ネ
ル
、
谷
を
渡
し
た
サ
イ
フ
ォ
ン
で
下
流

の
丘
の
上
に
流
し
、
水
稲
や
畑
作
を
稔
ら

せ
、
サ
イ
フ
ォ
ン
の
父
と
呼
ば
れ
た
。

布
田
保
之
助
の
通
潤
橋

肥
後
矢
部
郷
（
現
・
熊
本
県
山
都
町
）
の
標

高
４
０
０
ｍ
の
白
糸
台
地
は
、
笹
原
川
と

合
流
す
る
轟
川
と
千
滝
川
に
挟
ま
れ
て
お

り
、
長
野
、
田
吉
な
ど
八
つ
の
村
に
３
０

０
世
帯
が
住
ん
で
い
た
。
こ
こ
の
農
地
は

天
水
農
業
で
あ
っ
て
、「
水
さ
え
く
れ
ば
」

と
待
望
し
て
い
た
。
矢
部
郷
の
大
庄
屋
布

田
保
之
助
は
、
笹
原
川
に
取
水
口
を
設
け
、

水
路
を
つ
く
り
、
轟
川
に
種
山
の
石
工
た

ち
の
協
力
を
え
て
石
橋
を
架
け
た
。
こ
の

石
橋
が
水
を
通
す
通
潤
橋
で
、
嘉
永
７
年

に
完
成
し
た
。
橋
の
高
さ
20
・
３
０
ｍ
、

長
さ
76
・
３
６
ｍ
、
石
管
（
吹
上
樋
）
３
列

を
載
せ
て
い
る
。
児
玉
辰
春
／
文
、
長
澤

靖
／
絵
『
虹
の
花
咲
く
通
潤
橋
』（
汐
文
社

１
９
９
８
）
、
大
林
美
穂
／
編
、
國
武
賢

聖
／
画
『
通
潤
橋
　
水
が
渡
る
橋
』（
山
都

町
教
育
委
員
会
２
０
１
２
）
に
、
保
之
助
の
通

潤
橋
に
命
を
賭
け
た
執
念
が
読
み
取
れ
る
。

そ
の
他
の
書
と
し
て
、
福
岡
県
春
日
市

の
白
水
池
嵩
上
げ
を
行
な
っ
た
、
今
給
黎

靖
子
／
文
、
長
坂
え
り
子
／
絵
『
水
こ
そ

い
の
ち
　
武
末
新
兵
衛
物
語
』（
葦
書
房
１

９
９
１
）
、
遠
賀
川
の
取
水
口
を
一
鍬
で
掘

削
し
た
シ
ョ
ー
ジ
ン
さ
ん
を
描
い
た
、
上

野
英
信
／
文
、
千
田
梅
二
／
画
『
ひ
と
く

わ
ぼ
り
』（
裏
山
書
房
１
９
８
２
）
を
挙
げ
る
。

以
上
、
農
業
用
水
を
開
削
し
た
先
人
た

ち
の
偉
業
に
関
し
て
述
べ
て
き
た
が
、
そ

こ
に
は
常
に
命
を
か
け
、「
利
他
行
」
の
精

神
が
貫
徹
し
て
い
た
。
先
人
た
ち
の
こ
れ

ら
の
業
績
は
、
素
晴
ら
し
い
水
の
風
景
を

創
り
出
し
、
母
性
的
な
優
し
い
風
土
を
醸

し
出
し
て
い
る
。

〈
村
ぢ
ゅ
う
の
水
路
う
ご
け
る
五
月
か
な
〉
　
　
　

（
川
本
　
昂
）

ル
ン
（
オ
ラ
ン
ダ
人
）
ら
の
尽
力
に
よ
っ
て
、

明
治
12
年
に
起
工
式
が
な
さ
れ
、
明
治
15

年
完
成
通
水
式
が
行
な
わ
れ
た
。

山
崎
義
人
／
文
、
渡
辺
安
芸
夫
／
絵

『
疏
水
と
小
林
久
敬
』（
歴
史
春
秋
出
版
１
９
８

６
）
に
よ
れ
ば
、
福
島
県
須
賀
川
仲
町
の

荷
物
問
屋
を
営
む
小
林
久
敬
は
、
江
戸
末

期
弘
化
４
年
に
猪
苗
代
湖
の
水
を
須
賀
川

ま
で
引
く
開
削
を
決
意
し
、
測
量
調
査
を

行
な
い
、
私
財
を
投
じ
疏
水
計
画
に
奔
走

す
る
。
中
条
政
恒
に
も
進
言
す
る
が
久
敬

の
案
は
受
諾
さ
れ
な
か
っ
た
。
久
敬
は
東

京
の
芝
の
門
前
町
に
宿
を
と
っ
て
、
伊
藤

博
文
に
面
会
を
求
め
る
が
、
機
会
は
与
え

ら
れ
な
か
っ
た
。「
久
敬
が
須
賀
川
の
家
に

帰
っ
た
と
き
に
は
、
妻
の
喜
知
も
弥
八
郎

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
」「
疏
水
に
一
生
を
捧

げ
、
無
一
文
に
な
っ
た
久
敬
は
ひ
と
り
で

あ
ば
ら
家
に
住
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」。

明
治
25
年
鈴
木
信
教
和
尚
に
看
取
ら
れ
永

眠
す
る
。
享
年
73
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
後

新
安
積
疏
水
が
完
成
し
、
須
賀
川
地
方
に

も
水
が
流
れ
、
１
５
０
０
ha
の
水
田
が
開

田
し
、
よ
う
や
く
久
敬
の
夢
は
実
現
し
た
。

荒
池
畔
に
小
林
久
敬
顕
彰
碑
と
彼
が
詠
ん

だ
「
あ
ら
た
の
し
　
田
毎
に
う
つ
る
　
月

の
か
げ
」
の
句
碑
が
建
立
さ
れ
た
。

安
積
疏
水
に
尽
力
し
た
お
雇
い
外
国
人

フ
ァ
ン

ド
ー
ル
ン
に
つ
い
て
、
鶴
見
正

夫
／
作
、
市
川
禎
男
／
画
『
か
く
さ
れ
た

オ
ラ
ン
ダ
人
』（
金
の
星
社
１
９
７
４
）
で
は
、

戦
時
中
、
金
属
の
供
出
に
抵
抗
し
て
、
安

積
疏
水
に
関
わ
る
農
民
た
ち
が
、
ド
ー
ル

ン
の
銅
像
を
隠
し
、
戦
後
に
再
建
さ
れ
る
。

箱
根
用
水
亀
田
郷
木
曾
山
用
水

命
を
賭
け
、
命
の
水
を
求
め
て
の
事
業

は
続
く
。
芦
ノ
湖
の
水
を
引
く
た
め
箱
根

の
山
腹
に
1.2
d
の
隧
道
を
掘
削
し
た
、
若

山
三
郎
／
作
、
岩
淵
慶
造
／
絵
『
村
を
う

る
お
し
た
命
の
水
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
１
９
９

８
）
は
、
大
庭
源
之
丞
、
友
野
与
右
衛
門

の
苦
難
の
物
語
で
あ
る
。
亀
田
郷
土
地
改

良
区
編
・
発
行
『
ま
ん
が
亀
田
郷
の
歴
史
』

（
１
９
９
８
）
は
、
湿
地
田
と
の
闘
い
、
信

州
飯
田
の
北
方
村
荒
井
の
川
に
お
け
る
岩

石
水
門
造
り
の
宮
下
和
男
／
作
、
斎
藤
俊

雄
／
画
『
あ
ば
れ
用
水
』（
信
濃
毎
日
新
聞
社

１
９
７
６
）
、
朝
穂
堰
土
地
改
良
区
編
・
発

行
『
朝
穂
せ
ぎ
物
語
』（
１
９
８
５
）、
山
を

越
え
て
取
水
す
る
、
有
賀
義
公
著
『
い
の

ち
の
水
を
求
め
て
　
権
兵
衛
峠
を
こ
え
た

木
曾
山
用
水
』（
学
校
図
書
１
９
９
０
）
が
あ

る
。

都
築
弥
厚
の
明
治
用
水

矢
作
川
の
水
を
何
と
か
引
き
、
新
田
を

造
る
計
画
に
つ
い
て
明
治
用
水
に
奔
走
し

た
都
築
弥
厚
を
捉
え
た
、
寺
沢
正
美
／
作
、

高
田
三
郎
／
絵
『
安
城
が
原
の
水
音
』（
ほ

る
ぷ
出
版
１
９
８
７
）
が
あ
る
。
最
初
、
先

駆
者
は
必
ず
や
流
域
農
民
ら
の
大
反
対
に

遭
遇
す
る
。「
弥
厚
は
、
み
な
の
衆
の
田
ん

ぼ
を
つ
ぶ
す
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
い
た

し
ま
せ
ぬ
！
」「
川
を
掘
り
ゃ
、
ど
う
な
る

だ
あ
！
」「
洪
水
に
な
っ
て
、
田
ん
ぼ
は
流

れ
ち
ま
う
わ
あ
」「
ん
だ
、
田
ん
ぼ
を
つ
ぶ

さ
ん
て
保
証
が
、
ど
こ
に
あ
る
だ
あ
」

弥
厚
は
、
わ
め
き
返
す
百
姓
た
ち
の
声

を
押
し
返
す
よ
う
に
こ
と
ば
を
つ
づ
け
た
。

「
い
や
、
川
を
掘
っ
て
も
洪
水
に
は
な
り
ま

せ
ぬ
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
今
の
十
倍
に
も

二
十
倍
に
も
、
田
ん
ぼ
は
広
く
な
り
ま
す

ぞ
。
み
な
の
衆
よ
、
大
き
く
目
を
ひ
ら
い

て
く
だ
さ
れ
。
水
は
百
姓
に
と
っ
て
は
な

く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
じ
ゃ
」

天
保
４
年
４
月
弥
厚
に
幕
府
か
ら
新
開

地
開
発
の
許
可
が
下
り
た
が
、
そ
の
年
の



と
も
す
れ
ば
昔
の
想
い
出
は
美
化
さ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
の
水
路
は
お
世
辞
に
も
き
れ
い
と
は
い
え
な
か
っ
た
。

水
は
や
や
濁
っ
た
茶
色
か
、
青
紫
の
よ
う
な
色
で
、
水
底

の
石
に
は
ヘ
ド
ロ
の
よ
う
な
苔
が
ぬ
る
ぬ
る
と
つ
い
て
い

た
。
側
壁
に
は
気
持
ち
の
悪
い
水
草
が
ぶ
よ
ぶ
よ
と
へ
ば

り
つ
き
、
万
が
一
に
も
落
ち
て
は
い
け
な
い
、
と
思
う
よ

う
な
水
路
だ
っ
た
。
で
も
、
僕
に
と
っ
て
は
そ
の
水
路
が

里
川
で
あ
る
。
里
川
が
清
ら
か
な
流
れ
で
あ
っ
た
と
は
限

ら
な
い
。
し
か
し
、
里
川
の
未
来
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

里
山
幻
想
が
ヒ
ン
ト
に
な
る
。
多
く
の
里
山
が
ほ
ん
の

数
十
年
前
ま
で
は
は
げ
・
・

山
だ
っ
た
の
が
、
薪
炭
な
ど
の
利

用
が
減
っ
た
た
め
、
戦
後
急
速
に
森
が
豊
か
に
な
っ
た
。

こ
の
事
実
は
以
前
か
ら
森
林
関
係
者
の
間
で
は
常
識
で
あ

り
、
最
近
で
は
太
田
猛
彦
先
生
の
『
森
林
飽
和
—
国
土
の

変
貌
を
考
え
る
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
２
０
１
２
）
で
よ
り
広
く

一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
木
が
生
い
茂
り
、
人
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
に
せ
よ

豊
か
な
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
の
が
昔
な
が
ら
の
里
山
だ

と
思
っ
て
い
る
人
が
圧
倒
的
に
多
い
。

里
川
も
お
そ
ら
く
似
た
よ
う
な
道
を
た
ど
る
。
僕
が
小

学
生
だ
っ
た
１
９
７
０
年
代
は
公
害
対
策
基
本
法
の
制
定

を
受
け
て
、
社
会
が
汚
染
対
策
に
取
り
組
み
始
め
た
時
期

だ
っ
た
。
以
来
40
年
、
都
市
河
川
の
水
質
も
見
違
え
る
よ

う
に
き
れ
い
に
な
り
、
親
水
護
岸
も
整
備
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
い
ず
れ
、
あ
る
い
は
す
で
に
今
で
も
、
公
園
の

よ
う
に
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
里
川
し
か
知
ら
ず
、
ず
っ

と
昔
か
ら
里
川
は
今
の
よ
う
に
好
ま
し
い
環
境
だ
っ
た
と

思
う
人
が
大
半
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
に
違
い
な
い
。
ま

さ
に
現
在
、
里
川
幻
想
が
形
作
ら
れ
て
い
る
最
中
な
の
で

あ
る
。

数
年
前
、
小
学
校
の
時
の
担
任
の
先
生
が
定
年
退
職
さ

れ
る
お
祝
い
を
兼
ね
た
久
し
ぶ
り
の
同
窓
会
が
あ
り
、
通

い
な
れ
た
通
学
路
を
歩
く
機
会
を
得
た
。
想
い
出
の
水
路

に
は
蓋
が
さ
れ
、
車
道
が
少
し
広
が
っ
て
い
た
。

40

小
川
と
い
う
よ
り
は
排
水
路
と
い
っ
た
趣
の
そ
の
流
れ

は
、
小
学
校
の
正
門
か
ら
坂
を
く
だ
っ
た
文
房
具
屋
の
前

か
ら
ず
っ
と
東
に
延
び
て
い
た
。
本
当
は
南
に
ま
わ
っ
て

大
き
な
国
道
を
歩
道
橋
で
渡
る
の
が
決
め
ら
れ
た
通
学
路

な
の
だ
が
、「
沖
君
が
近
道
を
し
て
帰
っ
て
い
ま
し
た
」

と
土
曜
日
の
学
級
会
で
告
発
さ
れ
る
の
も
恐
れ
ず
、
東
に

向
か
う
水
路
に
沿
っ
て
下
校
す
る
の
が
好
き
だ
っ
た
。
何

が
お
も
し
ろ
か
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
給
食
の
牛
乳
の
紙

の
ふ
た
を
取
っ
て
お
い
て
、
そ
れ
を
浮
か
べ
て
競
争
さ
せ

て
い
た
の
で
あ
る
。
左
右
に
揺
ら
め
き
な
が
ら
水
面
を
滑

っ
て
い
く
牛
乳
の
ふ
た
は
、
普
段
は
ち
ょ
う
ど
小
学
生
が

ゆ
っ
く
り
歩
く
速
度
く
ら
い
で
流
れ
て
く
れ
て
、
眺
め
る

の
に
ち
ょ
う
ど
よ
か
っ
た
。

雨
の
後
は
特
別
だ
っ
た
。
い
つ
も
と
は
違
っ
て
水
か
さ

が
増
し
、
牛
乳
の
ふ
た
を
投
げ
込
む
ま
で
も
な
く
い
ろ
い

ろ
な
ゴ
ミ
や
あ
く
た
が
浮
か
ん
だ
り
消
え
た
り
し
な
が
ら

す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
流
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う

日
に
は
空
き
缶
が
一
番
お
も
し
ろ
い
。
少
し
小
走
り
に
な

り
な
が
ら
空
き
缶
を
追
い
か
け
、
水
路
が
道
路
の
下
を
く

ぐ
る
と
こ
ろ
で
見
失
い
そ
う
に
な
っ
て
あ
わ
て
た
り
、
よ

ど
み
に
引
っ
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
の
を
何
と
か
流
れ
に
戻

そ
う
と
し
て
石
を
投
げ
た
り
棒
で
つ
つ
い
た
り
、
と
い
っ

た
出
来
事
が
楽
し
か
っ
た
。

水の文化 46『都市の農業』 2014／2

え●岩田健三郎

わたしの里川　 里川幻想揺籃
沖 大幹さん

おき たいかん

ミツカン水の文化センターアドバイザー

東京大学 生産技術研究所教授
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高梁川水系

吉井川流域

42水の文化 46『都市の農業』 2014／2

109水系

1964年（昭和39）に制定された新河川法で
は、分水界や大河川の本流と支流で行政管轄
を分けるのではなく、中小河川までまとめて
治水と利水を統合した水系として一貫管理す
る方針が打ち出された。その内、「国土保全
上又は国民経済上特に重要な水系で政令で指
定したもの」（河川法第4条第1項）を一級水
系と定め、全国で109の水系が指定されてい
る。

【旭川流域の地図】
国土地理院基盤地図情報(縮尺レベル25000)「岡山、広島、
鳥取」及び、国土交通省国土数値情報「河川データ（平
成19年）、流域データ（昭和52年）、湖沼データ（平成17
年）、ダムデータ（平成17年）、空港データ（平成24年）、
観光資源データ（平成22年）」より編集部で作図
この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得
て、同院発行の基盤地図情報を使用した。（承認番号
平25情使、第833号）

旭川の名前
川湊のあった勝山では中世に高田庄だったこ
とから高田川、下流では三野川と呼ばれ、室
町時代からは西大川や大川と呼ばれるなど、
たくさんの名前を持っていました。旭川と呼
ばれるようになったのは、廃藩置県のときか
らではないか、といわれています。あさひが
わと読むのが一般的です。

坂本クンと行く川巡り  第３回  

Go! Go! 109水系

145のしずくがつくる 旭川

坂本クンと行く川巡り  第３回  

Go! Go! 109水系

145のしずくがつくる 旭川

川系男子 坂本貴啓さんの案内で、
編集部の面々が109水系を巡り、

川と人とのかかわりを探りながら、
川の個性を再発見していく連載です。

（岡山県）



旭川流域

岡山

広島

山口

鳥取
松江

43 Go ! Go ! 109水系　第３回  旭川

坂本貴啓さん
さかもと たかあき

筑波大学大学院 システム情報工学研究科
博士後期課程 構造エネルギー工学専攻在学中

1987 年福岡県生まれの川系男子。北九州で育ち、高校
生になってから下校途中の遠賀川へ寄り道をするように
なり、川に興味を持ち始め、川に青春を捧げる。高校時
代にはYNHC（青少年博物学会）、大学時代にはJOC

（Joint of College）を設立。白川直樹研究室『川と人』
ゼミ所属。河川市民団体の活動が河川環境改善に対する
潜在力をどの程度持っているかについて研究中。

旭川：

水系番号 ： 76 
都道府県 ： 岡山県

源流 ： 朝鍋鷲ヶ山（標高1074m） 
河口 ： 児島湾（瀬戸内海） 

本川流路延長 ： 142km 24位／109

支川数 ： 147河川 26位／109

流域面積 ： 1810km2 37位／109

流域耕地面積率 ： 9.1％ 56位／109

流域年平均降水量 ： 2005mm 51位／109

基本高水流量 ： 8000m3/s 39位／109

河口の基本高水流量 ： 9118m3/s 44位／109

流域内人口 ： 33万人 36位／109

流域人口密度 ： 185人/km2 44位／109

（基本高水流量観測地点：下牧〈河口から19㎞地点〉）
河口換算の基本高水流量 ＝ 流域面積  ×  比流量（基本高水流量÷基準点の集水面積）
データ出典：『河川便覧 2002』（国際建設技術協会発行の日本河川図の裏面）
※ 44号〜46号の訂正：水系本川流路延長順位に誤りがありました。遠賀川は81位
から82位へ、米代川は26位から27位へ、旭川は23位から24位へ訂正しました。

中
国
地
方
の
旭
川

１
０
９
水
系
川
巡
り
の
３
回
目
は
、

旭
川
を
訪
ね
ま
し
た
。
岡
山
県
に
は
、

西
か
ら
高
梁

た
か
は
し

川
、
旭
川
、
吉
井
川
の
三

つ
の
一
級
河
川
が
あ
っ
て
、
中
国
山
地

や
大
山

だ
い
せ
ん

脊
梁
山
脈
で
あ
る
蒜
山

ひ
る
ぜ
ん

か
ら
水

源
を
頂
き
南
下
し
て
い
ま
す
。
旭
川
は
、

県
の
中
央
部
を
流
れ
て
岡
山
市
で
児
島

湾
に
注
ぎ
ま
す
。

ぼ
く
が
旭
川
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、

旭
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
、
Ａ
Ｒ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
と
表
記
）
が
17
年
前
か
ら
続
け
て

い
る
源
流
の
碑
の
建
立
活
動
を
知
っ
た

か
ら
で
す
。『
水
の
文
化
』
８
号
で
も
、

４
年
目
の
活
動
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.m

izu.gr.jp/im
ages/

m
ain/kikanshi/no08/m

izu08c.pdf

旭
川
の
成
り
立
ち

太
古
の
時
代
、
蒜
山
地
域
は
中
国
山

地
の
北
側
に
位
置
す
る
山
陰
地
方
の
一

部
で
、
旭
川
の
一
部
は
日
本
海
に
注
い

で
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
大
山
・
蒜
山
の
噴
火
活

動
で
北
側
が
塞
が
れ
て
、
川
は
蒜
山
の

南
側
を
西
進
し
て
日
野
川
を
経
て
日
本

海
へ
。
噴
火
活
動
最
盛
期
の
40
万
〜
50

万
年
前
ご
ろ
に
は
、
つ
い
に
西
側
も
塞

ぎ
止
め
ら
れ
て
蒜
山
と
中
国
山
地
の
間

の
窪
地
が
古
蒜
山
湖
と
い
う
大
き
な
湖

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
旧
・
八
束
村

や
つ
か
そ
ん

で
は
珪
藻
土
が
採
掘
で
き
ま
す
が
、
こ

れ
は
古
蒜
山
湖
の
湖
底
に
溜
ま
っ
た
膨

大
な
量
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
屍
骸
だ
そ

う
で
す
。

や
が
て
東
南
側
の
低
い
斜
面
を
越
流

し
た
流
れ
が
、
湯
原

ゆ
ば
ら

側
に
川
筋
を
刻
み
、

現
在
の
旭
川
に
な
り
ま
し
た
。
自
然
の

力
っ
て
、
本
当
に
す
ご
い
で
す
ね
。

旭
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
活
動

Ａ
Ｒ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
は
１
９
９
７
年
（
平
成

９
）
に
発
足
し
ま
し
た
。
岡
山
市
内
で

環
境
活
動
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
団
体

が
共
同
で
つ
く
っ
た
連
絡
会
で
、
２
０

１
３
年
（
平
成
25
）
現
在
、
自
然
保
護
団

体
、
中
学
校
や
高
校
の
ク
ラ
ブ
、
商
工

団
体
、
企
業
な
ど
多
分
野
の
50
余
り
の

団
体
が
流
域
の
情
報
を
共
有
し
、
連
携

し
た
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

源
流
の
碑
の
建
立
だ
け
で
な
く
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
団
体
の
活
動
状
況
を

Ｆ
Ａ
Ｘ
や
Ｅ-

ｍ
ａ
ｉ
ｌ
で
ほ
ぼ
毎
週

配
信
し
、
水
質
調
査
の
実
施
や
旭
川
博

士
の
登
録
を
行
な
っ
た
り
、
川
に
お
け

る
子
ど
も
た
ち
の
環
境
学
習
の
サ
ポ
ー

ト
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

当
時
、
岡
山
河
川
工
事
事
務
所
に
勤

務
し
て
い
た
竹
原
和
夫
さ
ん
が
業
務
の

一
環
と
し
て
事
務
局
を
担
当
、
転
勤
後

は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
立
場
で
引
き
続
き
活

動
支
援
を
行
な
い
、
退
職
後
の
現
在
も

事
務
局
の
役
割
を
担
い
続
け
て
い
ま
す
。

国土交通省国土数値情報「流域データ（昭和52年）」より編集部で作図

旭川流域を案内していただいた、
ＡＲ-ＮＥＴ事務局の竹原和夫さん。



（
現
・
真
庭
市
）
の
竜
王
ケ
池
に
記
念
す
べ

き
１
本
目
を
建
立
し
ま
し
た
。
そ
の
前

日
の
流
域
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い

て
、
行
事
に
参
加
し
た
団
体
を
軸
に
し

た
旭
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
足
が

決
議
さ
れ
ま
し
た
」

し
か
し
、
そ
れ
も
一
筋
縄
で
は
い
か

な
い
の
が
Ａ
Ｒ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
流
。
旭
川
の

源
流
で
伐
り
出
し
た
木
材
で
碑
を
つ
く

り
リ
ヤ
カ
ー
に
載
せ
て
い
っ
た
ん
河
口

ま
で
運
び
ま
す
。
そ
れ
か
ら
再
び
源
流

を
目
指
す
、
と
い
う
壮
大
な
リ
レ
ー
方

式
。
単
に
建
て
る
こ
と
が
目
的
で
な
く
、

流
域
の
人
た
ち
の
川
へ
の
関
心
を
喚
起

し
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
人
の
つ
な

が
り
を
思
い
起
こ
す
手
段
と
し
て
考
案

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
17
本
の
碑
が
建
立

さ
れ
て
い
ま
す
。

１
４
５
の
源
流
の
碑

旭
川
の
源
流
は
蒜
山
高
原
の
北
端
に

あ
る
旧
・
川
上
村
（
現
・
真
庭
市
）
と
新

庄
村
境
に
頂
上
が
あ
る
朝
鍋
鷲
ヶ
山

あ
さ
な
べ
わ
し
が
せ
ん

（
１
０
７
４
ｍ
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

源
流
の
碑
が
ナ
ゼ
17
本
も
？
　
と
不
思

議
に
思
っ
た
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

Ａ
Ｒ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
で
は
整
備
計
画
で
１

４
５
と
い
わ
れ
る
（『
河
川
便
覧
２
０
０
２
』

で
は
１
４
７
河
川
）
旭
川
支
流
の
す
べ
て
の

源
流
に
碑
を
建
て
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
す
。
１
年
に
１
本
で
す
か
ら
、
全
部

建
て
る
の
に
あ
と
１
２
８
年
も
か
か
り

ま
す
！
　
１
０
９
水
系
を
年
３
本
巡
る
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「
Ａ
Ｒ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
が
で
き
た
１
９
９
７
年

（
平
成
９
）
は
、
河
川
法
が
改
正
に
な
っ

た
年
。
治
水
と
利
水
に
加
え
、
河
川
環

境
の
保
全
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
岡
山
県
の
中
央
部
を

流
れ
る
旭
川
で
、
川
に
か
か
わ
る
活
動

を
行
な
っ
て
い
る
人
た
ち
と
、
旭
川
の

下
流
の
直
轄
区
間
を
共
同
で
点
検
し
、

意
見
交
換
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
と
き
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
通

常
時
の
川
に
親
し
み
、
活
動
の
対
象
と

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
河

川
管
理
者
が
洪
水
と
か
渇
水
と
い
う
異

常
時
の
川
を
対
象
に
業
務
を
行
な
っ
て

い
る
こ
と
が
、
一
般
市
民
が
考
え
て
い

る
〈
い
い
川
〉
と
大
き
な
相
違
が
あ
る

と
気
づ
い
た
の
で
す
。

河
川
法
の
改
正
で
は
地
方
の
首
長
の

意
見
を
聞
く
こ
と
や
、
必
要
に
応
じ
て

地
域
住
民
の
意
見
も
聞
く
こ
と
が
決
め

ら
れ
た
の
で
す
が
、
利
水
や
治
水
と
い

う
目
的
を
実
現
す
る
際
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
〈
い
い

川
〉
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
実
感

し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
と
多
く

の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
い
い

川
に
し
よ
う
と
思
う
市
民
を
増
や
そ
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
」

と
竹
原
さ
ん
。
川
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
方
法
と
し
て
提
案
さ
れ
た
の
が
、

源
流
の
碑
の
建
立
で
し
た
。
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運
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国土交通省国土数値情報「河川データ（平成19年）、流域データ（昭和52年）、
湖沼データ（平成17年）」より編集部で作図

17本目（2013年）
北庄／誕生寺川

11月24日、標高450ｍの「交流館・棚田の里 北庄」の
敷地内に17本目にあたる久米南町（くめなんちょう）・
北庄の源流の碑が建ちました。江戸時代、地元の河原源
右衛門によってつくられた棚田の水瓶である是里池（こ
れさといけ）のほとりです。

岡山は晴れの国といわれますが、中下流部は瀬戸内海
気候に属し、降水量が少ないため、溜め池がたくさん設
けられています。北庄は、日本一といわれる棚田面積
88haを擁する地域です。

棚田は天水稲作と思われがちですが、北庄では非常に
高度な技術で溜め池やサイフォンなどを駆使して用水利
用をしてきたことを、竹原さんから教えていただきまし
た。　

1924年（大正13）に大きな干害があったことから、福
田久治の呼びかけで誕生寺耕地整理組合がつくられ、当
時、中国地方で最大といわれた大規模な借入金をして溜
め池や水路、隧道を整備し、耕地面積を倍増させました。

誕生寺耕地整理組合は34カ所、延べ30kmにも及ぶサ
イフォンを施工しましたが、最もすごいのは高さ46ｍの
谷を越えて、今まで水が届かなかった丘へ水を送る神谷

（かまだに）サイフォンです。少し高低差のある土地に
川底を渡して水を送る十数ｍのサイフォンは見たことが
ありますが，谷底を渡して山から山へ水を送るサイフォ
ンは全国でも聞いたことがありません。

是里池からの余水を神之淵（かんのぶち）池で受け、
そこから出た水は行友隧道を経由して神谷の斜面を下り、
道路と神谷川をくぐって反対側の斜面を駆け上ります。
直径30cmの鉄管も備前焼でつくられた土管も特注品だそ
うです。

北庄の棚田の底に位置する神之淵池の築造にもドラマ
があります。漏水しないように、石灰と赤土を混ぜたも
のを15cm積み、それが3cmになるまで突き固めることを
繰り返しました。それも公のお金を使わず、早起きして

作業した労賃（女性は70銭、男性
は１円）すべてを供出して、銀行
からの借金を完済したといいます
から自立精神に頭が下がります。

誕生寺耕地整理組合というお寺
の名前がついているのは、平安末
期〜鎌倉時代に、浄土宗の開祖と
なった法然上人の出身地だから。
地域には、法然上人生誕地に建立
された誕生寺があります。

旭川 源流の碑
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よ
り
も
ず
っ
と
壮
大
な
計
画
な
の
で
す
。

「
そ
も
そ
も
１
本
目
の
源
流
の
碑
が
建

立
さ
れ
て
す
ぐ
に
、
新
庄
村
か
ら
『
新

庄
川
も
旭
川
の
源
流
だ
』
と
申
し
入
れ

が
あ
り
、
２
本
目
の
源
流
の
碑
を
建
立

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。『
源
流
が

い
く
つ
も
あ
る
も
の
か
』
と
い
う
指
摘

も
あ
り
ま
し
た
が
、
源
流
の
定
義
は
法

律
に
も
具
体
的
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
が
わ
か
り
、
支
流
の
す
べ
て
の
源

流
が
旭
川
の
源
流
で
あ
る
、
と
Ａ
Ｒ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
式
に
解
釈
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。し

か
し
、
こ
の
と
き
か
ら
17
年
間
、

私
に
は
土
曜
日
に
休
む
と
い
う
習
慣
が

な
く
な
り
ま
し
た
。
毎
週
土
曜
日
が
リ

ヤ
カ
ー
運
搬
の
日
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

雨
が
降
っ
た
日
な
ん
か
は
人
が
集
ま
ら

ず
、
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
一
人
で

引
い
た
と
き
も
あ
り
ま
す
。
き
つ
い
上

り
坂
は
一
人
で
は
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

通
り
す
が
り
の
人
に
助
け
ら
れ
た
り
、

見
か
け
た
知
人
が
人
を
集
め
て
助
け
に

駆
け
つ
け
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。手

応
え
を
感
じ
始
め
た
の
は
３
回
目

ぐ
ら
い
か
ら
。
私
が
気
張
ら
な
く
て
も
、

回
っ
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
ろ
か
ら
、
す
べ
て
の
源
流
に
川
守

を
育
て
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
旭
川
は
、

守
り
続
け
ら
れ
る
、
と
い
う
考
え
方
に

な
り
ま
し
た
。
５
回
目
ぐ
ら
い
か
ら
は

『
来
年
は
是
非
う
ち
の
川
で
』
と
、
順

番
の
奪
い
合
い
に
な
る
ほ
ど
。
名
乗
り

北庄の川守
志部健一さん

関西高等学校の
吉鷹一郎さん

関西高等学校の卒業生
津田悠介さん

誕生寺川流域交流会の
田中俊彦さん

御津の「みどり」と「清流」
を守る会の河太勝子さん

環境カウンセラーの
池田満之さん

17本目の源流の碑が建立された北庄にて。上：通行手形、記念品の授与式。左：8カ月間の軌跡を写真パネル
でたどる／下右から：久米南町立誕生寺小学校5年生がつくった幟（のぼり）／いよいよ建立となって、みん
なうれしそうだ／源流の碑の根本にタイムカプセルを埋める／リヤカーは部品を交換しながら17年間大活躍。
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9本目（2005年）旧・旭町／大山川
〈源流の碑建立〉のすごいところは、既に源流の碑を建て終わった川守
たちが、リヤカー運搬や建立式に駆けつけることです。みんな、旭川
を介してつながる仲間になっているのです。北庄にも、大山川の源流
の碑を建立した〈大山川を守る会〉網島勝さんと難波敏範さんの姿が
ありました。〈大山川を守る会〉は、川筋が見えないほどうっそうと茂
っていた大山川沿いの木を伐採し、下草を刈り、楓を植えていきまし
た。見通しが悪いと川が汚れても誰も見向きもしませんから、ゴミが
捨てられてもわかりません。

それがすっかりきれいになって、ゴミを捨てる人もなくなったそう
です。今では夏はホタル、秋は紅葉を楽しむことができる素晴らしい
景観になっています。

11本目（2007年）岡山市／太戸（たいど）の滝
「えっ、これが源流？」と思ってしまうほど、まちなかに近い源流の碑
が、太戸の滝の脇に建っていました。太戸の滝は、上段・中段・下段
の三段の滝になっていて、上から下まで落差は100ｍあるそうです。こ
こは岡山駅からわずか10kmほどですが、岡山百名山の一つに選ばれて
いる標高458ｍの本宮高倉山から流れ下る流れが旭川に合流していま
す。普段は水量が少ないのですが、落差があるので梅雨時などには迫
力のある姿を見せてくれるそうです。

高倉山も太戸の滝も、ハイキングに人気のあるコースなので、源流
の碑が市民の目に触れる機会も多く、川への意識を深めるのに役立っ
ています。現在、後楽園でボランティアガイドをしている安藤英樹さ
んのお父さんが中心となって、荒れていた太戸の滝の整備を行なった
そうです。

13本目（2009年）旧・湯原町／古屋不動滝
岡山随一の湯原温泉の近くに、古屋不動滝があります。上の滝、本

滝、下の滝の三つの滝が連続し、上の滝の岩には磨崖仏が刻まれて、
修行の場であったことがわかります。

この滝には言い伝えがあって、猟に来た男が女に化けた大蛇を撃ち
殺したところ、深山からアカテヌグイ、コテヌグイ、ヨゴローヤンな
どという妖怪が出てきたそうです。困った村人たちが妖怪を封じるた
めに、成田不動尊を勧請してこの滝に祀ったのです。

古屋不動滝は、その言い伝えが納得できるようなゾクッとする佇ま
い。幾筋もの澄んだ流れが、幻想的に流れていました。

15本目（2011年）新庄村／野土路川
新庄村は鳥取県との県境にある村です。周囲の市町村が真庭市に合

併したとき、唯一、単独で村として残りました。現在は人口1000人弱
になっていますが、元気な高齢者が多く、村営の農産物加工場を活用
して道の駅〈メルヘンの里新庄〉に手づくりの加工品を出品する人も
多くいます。出雲街道の宿場町として栄えた名残の町並みや棚田の景
観を生かし、NPO法人〈日本で最も美しい村連合〉に加盟しています。

NPO法人日本で最も美しい村連合
1982年（昭和57）に64の村で始まった〈フランスの最も美しい村〉連
合を手本に、2005年（平成17）北海道美瑛町など７町村で発足。サポ
ーター会員制度をとり、ロゴマークを活用した広報活動を行なってい
る。美しい村として、加盟自治体が基準を満たしているか定期的に審
査が行なわれる。2013年（平成25）10月4日現在、54町村・地域が加盟。

新庄村で企業活動の中心になっているのは、岐阜県に本社がある國
六（株）。國六（株）は企業として初めてAR-NETの「山守」・「川守」
となり、源流の碑を建立しました。新庄事業所取締役山林部長の黒田
眞路さんは自社林を自らの提案で〈森林セラピー基地 ゆりかごの小径〉
として開放。ウォーキングや木育のインストラクターを務めています。
「中国には『飲水思源』という言葉があります。水を飲む人はその水源
のことを思いやる、という意味です。〈森林セラピー基地 ゆりかごの小
径〉を開放しているのも、多くの人に水源のことをきっかけに、自分
たちの環境について考えてほしいからです」

と黒田さん。150年先を見据えた山づくりをしているそうで「どんな
に良い山をつくってもみなさんの所に山は持っていかれませんから、
みなさんのほうで山に来てください」とも言っていました。訪ねてみ
ないと、山も川も本当の魅力はわかりませんから、是非行ってみてく
ださい。

16本目（2012年）旧・八束村（やつかそん）／塩釜
塩釜の冷泉（しおがまのれいせん）は、蒜山三座の中蒜山（1122ｍ）

の裾の谷間から湧き出しています。1985年（昭和60）には日本名水百
選（環境省）に認定されました。

湧水量は毎秒300R／ｓ、水温は年中11度前後で、地元塩釜奉賛会が
中心となって管理し、今も変わらず村内約600世帯の生活用水として受
け継がれています。塩釜の源流の碑は、〈蒜山にブナを植える会〉が中
心になって建立しました。

。

大山川を守る会が建立した9本目の碑と、メンバーの
難波敏範さんと綱島勝さん。

11本目の太戸の滝の碑と安藤英樹さん。指し示し
ているのは、室戸台風のときの水害水位。

上：13本目古屋不動
滝の碑。
左：15本目野土路川
の碑と木霊。野土路
川で川守を務めた、
國六（株）の黒田眞
路さん。
下：塩釜の冷泉の水
を飲む坂本クン。
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城
下
に
は
現
存
す
る
高
田
用
水
が
巡

ら
さ
れ
、
家
が
用
水
の
上
に
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
上
流
か
ら
城
、
武
家
屋
敷
、

造
り
酒
屋
、
醤
油
屋
、
商
人
町
、
田
ん

ぼ
と
順
に
使
わ
れ
て
い
た
ん
で
す
よ
」

県
指
定
の
町
並
保
存
地
区
は
、
当
時

の
富
を
彷
彿
と
さ
せ
る
素
晴
ら
し
い
景

観
で
す
。
店
だ
け
で
な
く
普
通
の
住
宅

に
も
掛
け
ら
れ
て
い
る
染
め
の
暖
簾

の
れ
ん

に

目
を
引
か
れ
ま
し
た
。
仕
掛
人
は
、
竹

原
さ
ん
の
中
学
時
代
の
同
級
生
加
納

容
子
さ
ん
。〈
ひ
の
き
草
木
染
織
工
房
〉

を
主
宰
す
る
加
納
さ
ん
が
郷
里
に
戻
っ

て
、
自
ら
の
店
の
軒
先
に
暖
簾
を
か
け

ま
し
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、「
う

ち
も
や
っ
て
み
よ
う
か
」
と
輪
が
広
ま

り
、
今
で
は
１
０
０
軒
も
の
家
々
が
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
暖
簾
を
掲
げ
て
い
る
そ
う

で
す
。
こ
の
暖
簾
は
す
べ
て
個
人
負
担

で
オ
ー
ダ
ー
さ
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

舟
運
は
、
瀬
戸
内
と
内
陸
を
結
ぶ
大
動

脈
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

南
流
す
る
旭
川
と
東
流
す
る
新
庄
川

が
合
流
す
る
地
点
に
あ
っ
た
勝
山
に
は
、

山
中
か
ら
の
薪
、
炭
、
米
、
た
た
ら
製

法
に
よ
る
鉄
、
三
椏

み
つ
ま
た

、
楮

こ
う
ぞ

と
い
っ
た
産

物
が
集
ま
り
ま
し
た
。
河
口
か
ら
の
荷

は
、
塩
や
海
産
物
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

竹
原
さ
ん
に
故
郷
で
あ
る
勝
山
を
案

内
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
来
歴
を
う

か
が
い
ま
し
た
。

「
交
通
・
軍
事
の
要
衝
で
あ
っ
た
勝
山

は
、
戦
国
時
代
に
は
争
奪
戦
に
な
り
ま

し
た
。
一
国
一
城
令
で
城
が
取
り
壊
さ

れ
て
以
降
は
１
５
０
年
に
わ
た
っ
て
純

然
た
る
商
人
の
町
と
し
て
繁
栄
し
、
１

７
６
４
年
（
明
和
元
）
三
浦
明
次
が
入
封

し
て
勝
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
以
来
、
商
人
た
ち
に
城
下
町
の

気
風
が
加
わ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

出
た
地
域
は
一
通
り
建
て
終
え
て
、
そ

ろ
そ
ろ
新
た
に
川
守
を
育
て
る
と
い
う

事
前
の
根
回
し
が
必
要
に
な
っ
て
き
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
」

２
０
１
３
年
（
平
成
25
）
の
源
流
の
碑

は
、
約
８
カ
月
の
時
間
を
か
け
て
三
十

数
カ
所
を
巡
り
、
延
べ
１
０
０
０
人
ほ

ど
の
人
が
か
か
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

手
間
と
時
間
を
省
略
し
よ
う
と
す
る

現
在
、
な
る
べ
く
手
間
を
か
け
人
を
巻

き
込
も
う
と
い
う
や
り
方
は
、
直
線
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
で
は
な
く
、
曲
が

り
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
流
れ
る
昔
な
が
ら

の
川
の
よ
う
だ
な
あ
、
と
思
い
ま
す
。

玉
柏
子
ど
も
の
水
辺

〈
玉
柏
子
ど
も
の
水
辺
〉
は
、
旭
川
の

下
流
部
に
あ
り
ま
す
。
河
川
敷
に
降
り

て
河
畔
林
の
中
を
越
え
て
い
く
と
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
が
自
然
の
中
で
の
び

の
び
と
遊
べ
る
空
間
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
堤
防
の
上
か
ら
見
て
る
だ
け
で
は

こ
ん
な
楽
し
い
別
世
界
が
あ
る
な
ん
て

想
像
も
で
き
な
い
。
ま
さ
に
川
の
秘
密

基
地
で
す
。

こ
こ
も
Ａ
Ｒ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
活
動
か
ら

発
展
し
た
場
所
の
一
つ
で
、
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
な
く
、
大
人
に
と
っ
て
も
川

と
触
れ
合
う
た
め
に
か
け
が
え
の
な
い

居
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
人
に
指
示
さ
れ
な
い
と
遊
ぶ
こ
と
も

で
き
な
い
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
に
来
て
し
ば
ら
く
す
る
と
み
ん
な

勝
手
に
遊
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
私

は
『
子
ど
も
は
野
に
放
て
』
と
い
う
主

義
。
ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
親
子
関
係
や
子

ど
も
同
士
の
関
係
も
、
こ
こ
に
来
れ
ば

歪
み
が
治
り
ま
す
」

と
言
う
の
は
、
こ
こ
を
整
備
し
た
高

野
佳
郎
さ
ん
。
森
の
幼
稚
園
の
活
動
に

も
利
用
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

小
さ
い
と
き
か
ら
、
こ
ん
な
に
川
に

近
い
暮
ら
し
が
で
き
る
の
は
本
当
に
う

ら
や
ま
し
い
で
す
ね
。
17
年
経
っ
て
、

源
流
の
碑
の
活
動
が
、
こ
う
い
う
形
で

着
実
に
根
づ
い
て
い
る
こ
と
を
と
て
も

う
れ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

城
下
町
の
川
湊
　
勝
山

鉄
道
や
自
動
車
が
で
き
る
前
、
多
く

の
川
が
舟
運
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
旭
川
も
同
様
で
す
。

高
瀬
舟
の
川
湊
で
あ
る
勝
山
は
、
か

つ
て
高
田
庄
と
い
う
荘
園
で
、
北
か
ら

南
下
し
て
き
た
旭
川
が
ヘ
ア
ピ
ン
の
よ

う
に
東
に
曲
が
る
場
所
に
、
川
に
抱
か

れ
る
よ
う
に
で
き
た
町
で
す
。
勝
山
の

繁
栄
ぶ
り
を
聞
く
と
、
高
瀬
舟
に
よ
る

玉柏子どもの水辺に来ると、子どもも大人も心身が開放される。
高野佳郎さんが整備した、川との距離がぐっと近い素敵な隠れ
家である。

上：建部町の福渡（ふくわたり）は、旭川を挟んで美作国と備
前国の境界。建部町文化センターの前には名残の渡し舟／下：
勝山の船着き場跡の石積み雁木。表通りには染めの暖簾が。



津
田
永
忠
の
治
水
１

百
間
川
開
削
工
事

岡
山
藩
士
津
田
永
忠
（
１
６
４
０
〜
１
７

０
７
年
）
は
、
１
６
６
９
年
（
寛
文
９
）
旭

川
の
洪
水
防
御
と
新
田
開
発
の
両
方
を

か
な
え
る
百
間
川
開
削
工
事
に
着
手
し

ま
し
た
。
津
田
は
閑
谷
学
校
の
建
設
、

中
国
の
井
田
制
に
よ
る
地
割
を
友
延
新

田
に
採
用
す
る
な
ど
、
優
れ
た
手
腕
を

発
揮
し
た
、
岡
山
の
偉
人
で
す
。

Ａ
Ｒ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
が
行
な
っ
て
い
る
源

流
の
碑
の
建
立
は
、
建
て
る
こ
と
が
目

的
で
は
な
く
、
川
に
関
心
を
持
つ
川
守

を
育
て
る
こ
と
。
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
っ
た
り
、
歴
史
や
先
人
の
努
力

を
掘
り
起
こ
す
活
動
も
し
て
い
ま
す
か

ら
、
津
田
の
治
水
事
業
が
今
の
岡
山
の

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た
と
い
う
こ
と

を
、
大
切
な
学
び
と
考
え
て
い
ま
す
。

城
下
北
側
に
洪
水
が
多
発
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
宇
喜
多
秀
家
（
１
５
７

２
〜
１
６
５
５
年
　
豊
臣
政
権
下
の
五
大
老
の
一

人
）
が
旭
川
本
流
を
岡
山
城
の
天
然
の

堀
に
す
る
た
め
付
け
替
え
た
か
ら
。
南

下
し
た
旭
川
が
城
に
ぶ
つ
か
り
東
へ
回

り
込
む
流
れ
と
な
っ
て
、
水
が
あ
ふ
れ

や
す
い
原
因
と
な
っ
た
の
で
す
。

岡
山
藩
主
池
田
光
政
に
仕
え
た
陽
明

学
者
熊
沢
蕃
山
（
１
６
１
９
〜
１
６
９
１
年
）

は
、
水
を
田
畑
に
流
す
こ
と
で
城
下
の

被
害
を
軽
減
す
る
「
川
除
の
法
」
を
提

言
し
ま
す
が
、
す
ぐ
に
隠
退
し
た
た
め

に
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

岡
山
の
南
側
は
三
大
河
川
に
運
ば
れ

た
土
砂
に
よ
っ
て
埋
め
立
て
ら
れ
、
遠

浅
の
海
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
も
、

上
流
部
の
花
崗
岩
質
の
山
で
は
製
鉄
の

一
工
程
で
あ
る
〈
か
ん
な
流
し
〉（
水
流

選
別
）
が
行
な
わ
れ
た
た
め
に
、
水
害

の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

蕃
山
は
治
水
の
観
点
か
ら
新
田
開
発

に
反
対
し
ま
し
た
が
、
逆
に
津
田
は
人

口
増
加
に
よ
る
耕
地
不
足
の
解
決
の
た

め
に
、
操
山
よ
り
南
の
遠
浅
の
海
を
埋

め
立
て
新
田
開
発
す
る
こ
と
を
決
意
し

ま
し
た
。
18
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
治

水
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
百
間
川
が
完

成
。
百
間
の
川
幅
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
、
そ
の
名
前
が
つ
い
た
そ
う
で
す
。

放
水
路
で
あ
る
百
間
川
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
が
あ
り
ま
す
。
国
土
交
通

省
岡
山
河
川
事
務
所
の
清
水
信
夫
さ
ん

に
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
旭
川
の
洪
水
は
、
荒
手
と
呼
ば
れ
る

越
流
堤
を
越
さ
せ
る
こ
と
で
水
勢
を
弱

め
て
流
し
ま
す
。
荒
手
は
四
段
つ
く
っ

て
、
田
ん
ぼ
に
砂
を
入
れ
な
い
た
め
に

最
初
の
荒
手
で
土
砂
を
落
と
す
工
夫
を

し
ま
し
た
。

河
口
の
防
潮
堤
に
唐
樋

か
ら
ひ

と
い
う
門
を

つ
く
り
、
普
段
は
閉
め
て
潮
止
め
に
し
、

放
水
路
は
遊
水
地
と
し
て
田
ん
ぼ
に
利

用
し
ま
す
。
洪
水
が
き
た
ら
唐
樋
を
全

開
に
し
て
、
水
を
流
し
ま
す
。

一
の
荒
手
の
越
流
部
の
両
端
に
亀
の

甲
と
い
わ
れ
る
石
組
み
が
見
ら
れ
ま
す
。

現
在
も
旭
川
か
ら
百
間
川
へ
分
流
す
る

機
能
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
出
水
の
度

に
被
災
と
修
復
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し

た
の
で
、
歴
史
的
遺
構
の
保
全
を
配
慮

し
な
が
ら
、
越
流
部
の
切
り
下
げ
と
背

割
堤
の
嵩
上
げ
補
強
を
実
施
す
る
予
定

で
す
」

３
０
０
年
以
上
も
前
の
治
水
設
備
が

現
役
で
役
立
っ
て
い
る
の
も
す
ご
い
で

す
が
、
そ
れ
を
壊
さ
ず
に
使
お
う
と
す

る
姿
勢
に
感
動
し
ま
し
た
。

津
田
は
、
朝
鮮
出
兵
で
石
加
工
技
術

を
身
に
つ
け
た
堺
の
石
工
集
団
を
呼
び

寄
せ
た
そ
う
で
す
。

亀
の
甲
や
唐
樋
も
、
そ
う
し
た
石
工

技
術
者
が
い
た
か
ら
で
き
た
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
後
楽
園
に
は
大
き
な
岩

を
割
っ
て
運
び
、
再
び
積
み
上
げ
た
も

の
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
後
楽

園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
安
藤
英
樹

さ
ん
に
よ
る
と
「
藩
主
の
池
田
光
政
が

石
加
工
技
術
を
誇
示
す
る
た
め
に
置
い

た
の
で
は
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
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岡山河川事務所調査設計課の
清水信夫さん

2段目と下2段：石積み部分が荒手の両端
に見られる〈亀の甲〉。人が立っている
コンクリート部分が越流堤だ／最下段：
旭川左岸のエリアを潤している祇園用水
を分水する祇園大樋。



津
田
永
忠
の
治
水
２

倉
安
川
開
削
と
吉
井
水
門

延
長
約
20
d
に
及
ぶ
倉
安
川
は
、
倉

田
・
倉
益
・
倉
富
の
三
新
田
の
灌
漑
と

東
の
吉
井
川
と
西
の
旭
川
を
結
ぶ
舟
運

の
た
め
に
開
削
さ
れ
ま
し
た
。

吉
井
川
側
の
取
水
口
の
吉
井
水
門
は
、

高
さ
の
違
う
吉
井
川
と
旭
川
を
つ
な
ぐ

閘
門

こ
う
も
ん

の
役
目
も
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

に
も
石
積
み
技
術
が
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。実

は
こ
の
吉
井
水
門
、『
水
の
文
化
』

44
号
で
紹
介
し
た
遠
賀
川
水
系
の
遠
賀

堀
川
の
水
門
（
唐
戸
）
の
モ
デ
ル
に
な

っ
た
ん
で
す
。

（http://w
w
w
.m
izu.gr.jp/im

ages/m

ain/kikanshi/no44/m
izu44m

.pdf

）

遠
賀
川
は
中
国
地
方
出
身
の
黒
田
藩

の
治
め
る
川
で
す
か
ら
、
治
水
技
術
の

進
ん
で
い
た
岡
山
に
技
術
協
力
を
求
め

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
吉
井
水
門
は

分
派
点
付
近
に
水
門
が
２
門
あ
り
閘
門

の
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
遠
賀
堀

川
で
は
１
門
。
遠
賀
堀
川
は
洪
水
制
御

の
た
め
の
丈
夫
な
水
門
を
必
要
と
し
た

の
で
、
閘
門
と
し
て
の
機
能
は
途
中
で

抜
け
落
ち
た
の
で
し
ょ
う
。

旭
川
の
近
代
治
水

明
治
に
入
る
と
、
倉
敷
に
ク
ラ
レ
の

前
身
の
倉
敷
紡
績
が
で
き
た
り
、
山
陽

鉄
道
が
通
っ
て
岡
山
は
発
展
し
て
い
き

ま
し
た
が
、
１
８
９
２
年
（
明
治
25
）
と

１
８
９
３
年
（
明
治
26
）
２
年
続
け
て
大

洪
水
が
起
き
ま
し
た
。

当
時
は
国
の
補
助
制
度
が
な
か
っ
た

の
で
、
県
の
力
で
は
大
規
模
な
堤
防
を

つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

就
航
路
の
確
保
の
た
め
に
、
川
底
を
浚

渫
す
る
の
が
せ
い
ぜ
い
だ
っ
た
の
で
す
。

１
８
９
６
年
（
明
治
29
）
河
川
法
が
で

き
て
直
轄
事
業
で
治
水
工
事
を
す
る
こ

と
に
な
っ
た
と
き
、
最
初
の
18
河
川
に

入
っ
た
の
は
旭
川
で
は
な
く
高
梁
川
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
だ
け
手
当
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
川
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

大
洪
水
か
ら
30
年
も
経
っ
た
１
９
２

５
年
（
大
正
14
）
に
、
や
っ
と
旭
川
に
も

国
の
予
算
が
つ
い
た
の
で
す
が
、
ほ
と

ん
ど
工
事
が
進
ま
な
い
状
況
で
１
９
３

４
年
（
昭
和
９
）
観
測
史
上
最
大
の
室
戸

台
風
が
襲
っ
て
き
ま
し
た
。
安
藤
さ
ん

が
、
後
楽
園
の
塀
に
残
る
水
害
の
跡
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
岡
山
城
で
は

３
ｍ
50
b
を
記
録
し
た
そ
う
で
す
。

戦
争
や
戦
後
の
混
乱
で
、
そ
の
後
も

旭
川
の
改
修
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
治
水
を
堤
防
で
は
な

く
ダ
ム
で
や
ろ
う
と
い
う
気
運
が
起
こ

り
、
河
水
統
制
ダ
ム
と
し
て
旭
川
ダ
ム

（
１
９
５
４
年
〈
昭
和
29
〉）
が
、
治
水
と
利

水
ダ
ム
と
し
て
湯
原
ダ
ム
が
（
１
９
５
５

年
〈
昭
和
30
〉）
完
成
し
ま
し
た
（
目
的
は
そ

れ
ぞ
れ
当
時
）。

ダ
ム
か
ら
下
に
は
減
水
区
間
が
で
き

ま
す
か
ら
、
旭
川
の
様
相
が
一
変
し
て
、

竹
原
さ
ん
も
子
ど
も
の
こ
ろ
に
遊
ん
だ

川
の
変
化
を
残
念
が
っ
て
い
る
一
人
で

す
。
し
か
し
、
岡
山
市
中
心
部
は
立
地

条
件
も
あ
っ
て
水
害
の
リ
ス
ク
を
抱
え

て
い
ま
す
か
ら
、
二
つ
の
ダ
ム
が
果
た

し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
の
で
は
、
と

も
思
い
ま
す
。

安
全
を
担
保
し
な
が
ら
、
ど
う
や
っ

て
親
水
機
能
を
守
る
か
、
と
い
う
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
の
川
づ
く
り
の
課
題
で

す
。
そ
の
合
意
形
成
に
、
Ａ
Ｒ-

Ｎ
Ｅ

Ｔ
の
活
動
と
人
脈
が
役
立
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。取

材：

２
０
１
３
年
11
月
24
〜
26
日

49 Go ! Go ! 109水系　第３回  旭川

左右ページ最上段：旭川の放水路である百間川の河口水門。右は流下能力を向上させ
るためにつくった増設水門。ライジングセクタゲートといって、回転することで扉体
を開閉させる仕組みだ。左は既設水門（ともに手前が海側）／2段目：Tの字に見え
るのがケレップ水制。水の流れを片側に寄せることで、堆砂を防いで航路確保に貢献
した。つくられたのは1934年（昭和9）の洪水後。今は干潟の形成に役立っている。

上：閘門の役目も兼ねた吉井水門。1762年（宝暦12）福岡・遠賀川につくられた
〈中間唐戸〉のモデルになった／下：後楽園に置かれた、鑿（のみ）痕が見て取れる
岩。いったん割られた岩が、元の形のままに積み上げられている。
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里川文化塾
詳細はHPで公開しています。

http://www.mizu.gr.jp/bunkajuku/

暮らしとかかわるすべての水循環の経路を、私たちのセンターでは「里
川」と呼んでいます。
いろいろな里川を発見しその価値を身近に感じたい！　ということで、
2011年度からスタートした〈里川文化塾〉。「拡がる雨水利用」（10月18
日）と「木版画の魅力と和紙を知ろう」（11月8日）のご報告です。

第16回里川文化塾 木版画の魅力と和紙を知ろう
会期：2013年11月8日（金）13：00～16：30

会場：ミツカン茅場町中埜ビル3階会議室

プログラムリーダー：賀川一枝 機関誌『水の文化』編集長

ナビゲーター：デービッド ブルさん（David Bull）木版画家。せせらぎスタジオ主宰　　

ゲスト：高田 誠さん 元・岐阜県紙業試験場、前・岐阜県紙業連合会の事務局長

及び美濃手すき和紙協同組合事務局長

ゲスト：杉原吉直さん 和紙ソムリエ。（株）杉原商店代表取締役　　

日本三大和紙産地から越前と美濃のゲス

トをお招きして、産地の現状や歴史につい

てお話しいただきました。

木版画家のデービッド ブルさんからは、

「木版画に用途（意味）を持たせれば、美

しく、人の手でつくった〈生きたクラシッ

ク〉になる」と。江戸時代の木版画はアー

トではなく、芝居のチラシや役者のブロマ

イド、伊勢参りのお土産など、用途がある

実用品だったからです。自身も現代的な題

材と出合い、インターネットで世界中に木版

画を発信しています。続けて、デービッド

さんの指導の下、摺り体験を行ないました。

今回の参加者は、紙の仕事をしている人

や趣味で木版画をつくっている人が多く、

木版画が密かに注目を集めていることがわ

かりました。「和紙の需要を増やして、産

地の和紙職人さんや若手の摺師、彫師が育

成されるよう応援したい」「和紙は水の良

い所でしかつくれないからお酒もおいしく、

山紫水明。旅先に迷ったら、和紙産地に行

ったらいい」といった参加者の声が聞かれ

ました。

2013年の里川文化塾はすべて終了しました。詳細はHPでお知らせしています。

第15回里川文化塾 拡がる雨水利用
会期：2013年10月18日（金）10：00～15：00

会場：すみだ環境ふれあい館～墨田区内のフィールドワーク～墨田区役所庁舎

ナビゲーター：山田和伸さん 墨田区区民活動推進部環境担当 環境保全課指導調査担当

ゲスト：伊藤林さん（いとう しげる）NPO法人雨水市民の会 事務局長

ゲスト：高野祐子さん 東京私立中学高等学校地理教育研究会会員、第7期江東内部河川流域連絡会都民委員

雨水利用の先進地、東京都墨田区。その背景に

は、雨水を有効に利用するだけでなく、水害抑制

への期待があったといいます。東の荒川、西の隅

田川に挟まれたデルタ地帯にある墨田区では、大

雨のたびに合流式下水道（雨水と生活雑排水を同じ管

で流す方式）から汚水があふれ、地下の飲み水タン

クが汚染される問題が起きていたからです。

新・国技館に1000トンの雨水タンクが設置さ

れたのは、1979年（昭和54）に発足した自主研究

グループの学びからの成果です。また、区庁舎の

トイレ洗浄水の32.8％を、1000トンの雨水貯留

タンクによってまかなっています（2012年〈平成24〉

度実績）。まちなかには、地下タンクに雨水を集め

て、手押しポンプで水を汲み上げる〈路地尊（ろ

じそん）〉や200リットル程度の雨水タンク〈天水

尊（てんすいそん）〉や〈ミニダム〉が随所に設置

されています。

普段から利用しながらゲリラ豪雨などの都市型

水害を抑制し、災害時には貴重な水源にもなる

「雨水利用」の実際を、フィールドワークと区職

員、区民のお話から学びました。
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■水の文化47号予告

特集「橋」（仮）

さまざまな場所に架けられた橋は、橋渡しと

いうように何かと何かをつなぐ役割を果たし

ています。何をつないでいるのか、ナゼつな

いでいるのかを探っていきます。

『水の文化』に関する情報をお寄せください
本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水とのかかわり」に焦点
を当てた活動や調査・研究などを紹介していきます。
ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる地域に根差し
た調査や研究などの情報がありましたら、自薦・他薦を問いませんので、
事務局まで情報をお寄せください。

ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください
http://www.mizu.gr.jp/

水の文化 バックナンバーをホームページで
本誌はホームページにてバックナンバーを提供しています。
すべてダウンロードできますので、いろいろな活動にご活用ください。

里川文化塾レポート詳細版は、ホームページで
里川文化塾のレポート詳細版は、参加できなかった方も楽しめる内容です。
今年度の企画についても、詳細は順次ホームページでご案内します。ご注目
ください。

編
集
後
記

◆
都
市
農
業
の
定
義
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
企
画
で
し
た
。
取
材
を
続
け
る

う
ち
に
、
そ
こ
で
現
実
と
向
き
合
い
知
恵
と
熱
意
で
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
い
る
人
た
ち
に
出
会
い
、
都
市
農
業
の
可
能
性
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
美
味
し
い
食
物
を
い
た
だ
け
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
エ
ー

ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。（
後
）

◆
都
市
農
業
は
新
鮮
な
農
産
物
の
供
給
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
可
能

性
、
災
害
時
の
避
難
場
所
な
ど
、
様
々
な
機
能
と
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

市
民
農
園
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
は
人
気
を
博
し
て
い
る
が
、
多
く
は

事
業
の
継
続
性
か
ら
は
危
う
い
一
面
も
あ
る
。
生
産
・
加
工
・
流
通
と
、

小
規
模
同
士
の
連
携
・
分
担
な
ど
を
模
索
し
て
、
事
業
規
模
、
組
織
体
制

な
ど
を
拡
充
し
て
生
き
残
っ
て
も
ら
い
た
い
。（
新
）

◆
小
さ
い
頃
は
家
の
周
り
の
山
を
よ
く
走
り
回
っ
た
。
そ
こ
に
は
家
庭
菜

園
よ
り
広
い
個
人
の
畑
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
我
が
家
の
畑

で
収
穫
し
た
野
菜
を
食
べ
た
。
今
は
畑
と
の
距
離
が
遠
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
で
も
今
も
そ
の
山
は
開
発
さ
れ
ず
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
見
に
行
き
た
く
な
っ
た
。（
ゆ
）

◆
「
細
々
と
」
と
い
う
先
入
観
を
抱
い
て
い
た
「
都
市
の
農
業
」
が
、
こ

ん
な
に
も
工
夫
と
情
熱
に
溢
れ
た
も
の
だ
と
わ
か
り
驚
い
た
。
母
校
の
小

学
校
で
は
、
毎
年
近
隣
農
家
の
協
力
を
得
て
、
児
童
に
サ
ツ
マ
イ
モ
作
り

を
さ
せ
て
い
た
も
の
だ
が
、
あ
れ
は
今
も
続
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。（
原
）

◆
１
つ
の
品
目
で
利
益
を
あ
げ
る
の
で
は
な
く
、
ロ
ン
グ
テ
ー
ル
的
な
要

素
を
都
市
農
業
に
み
た
。
同
じ
も
の
な
ら
な
る
べ
く
安
い
も
の
を
買
う
母

親
も
、
直
売
所
の
珍
し
い
も
の
に
は
お
財
布
の
紐
も
ゆ
る
む
。
多
種
多
様

な
小
規
模
生
産
の
集
合
体
に
は
、
そ
ん
な
魅
力
の
付
加
価
値
が
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。（
力
）

◆
区
民
農
園
が
人
気
で
す
。
リ
タ
イ
ア
世
代
の
方
が
実
に
楽
し
そ
う
に
土

を
い
じ
り
、
子
供
を
連
れ
た
マ
マ
に
種
の
蒔
き
方
を
教
え
た
り
、
収
穫
を

分
け
て
あ
げ
た
り
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
緩
や
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
で
あ
る
事
も
、
都
市
の
農
地
の
大
事
な
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。（
麻
）

◆
農
文
協
の
甲
斐
良
治
さ
ん
か
ら
「
農
地
の
評
価
は
時
代
背
景
に
よ
っ
て

左
右
さ
れ
て
き
た
」
と
教
え
ら
れ
た
。
世
の
中
に
は
不
易
流
行
、
変
わ
る

べ
き
も
の
と
変
わ
ら
ざ
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
見
極
め
は
非
常
に
難
し
い

が
、
何
年
経
っ
て
も
古
び
な
い
も
の
の
見
方
を
心
掛
け
た
い
も
の
だ
。（
賀
）
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表紙上：EM農法で土づくりに力を入れている、東京・立川市の鈴木農園の直売所。〈天然酵母パンとカフェ ゼルコバ〉を始めてから、
直売所も口コミで大人気に。次々と栽培にチャレンジしている品種の選定は、長男の富善さんが担当している。

表紙下：都市圏シニアの情熱が農業に向かっている。栽培自体の楽しさもあるが、仲間と一緒に汗を流すことも魅力の一つ。

裏表紙上：住宅に隣接している都市農地。農業への関心と理解は、おいしい野菜を食べ、つくっている人と顔見知りになることで、
育まれるのではないか。

裏表紙下右：農地に制約されない農産物栽培を開拓した植物工場。人工光の波長の調整も、開発にとって重要な要素だ。

裏表紙下左：江戸東京野菜栽培の達人、東京・小金井市の井上誠一さん。栽培にはハウスを活用し、江戸東京野菜の繊細な性質に対
応している。
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